




　本学では、学際融合教育（学部・研究科の枠にとらわれない教育）として、「副専攻プログラム」・「高度
副プログラム」以外に、「知のジムナスティックス（高度教養プログラム）」を提供しています。

プログラム 大学院副専攻プログラム
［プログラム履修］

大学院等高度副プログラム
［プログラム履修］

知のジムナスティックス
（高度教養プログラム）

［科目履修］

目 的
及　び
概 要

自分の専攻に関連する、ある
いはそれ以外の分野の内容
を、主専攻に準ずるレベルで
体系的に学ぶことにより、複
眼的視野と学際的・俯瞰的な
視点を獲得するプログラム。
プログラムは複数あり、その
ルールに則って履修する。高
度副プログラムより修了要件
単位数が多い。

自分の専攻に関連する、ある
いはそれ以外の分野の内容を
体系的に学ぶことにより、複
眼的視野と学際的・俯瞰的な
視点を獲得するプログラム。
プログラムは複数あり、その
ルールに則って履修する。副
専攻プログラムより修了要件
単位数が少ない。

他の専門分野の科目及び共通
的に学ぶべき科目を履修する
ことにより、社会人として必
要なつよさ・しなやかさ・バ
ランス感覚を兼ね備えた知性
を養う。
履修内容は、自分の所属部局
以外の科目の中から、個人の
必要性に応じ、自分でコー
ディネートする。

対 象

・大学院学生
　（科目等履修生・特別聴講
学生を除く）

・大学院学生
・一部プログラムは６年制課
程の学部（医学部・歯学部・
薬学部）の５、６年次学生
　（科目等履修生・特別聴講
学生を除く）

・全学３年次以上の学部学生
・大学院学生
　（科目等履修生・特別聴講
学生を除く）

提 供 数
（平成28年度） ５プログラム 37プログラム 332科目

履 修 者 数
（平成27年度） 137名 515名             286名（学部学生）

1,105名（大学院学生）

プログラム
開 始 申 請

必要
（プログラム申請と科目履修登録）

必要
（プログラム申請と科目履修登録）

不要
（科目履修登録のみ）

要 件 単 位

あり（14単位以上）
*14 単位以上の一貫した専門性
をもつ内容から構成されており、
所属する研究科の修了要件単位
と７単位までは重なっていても
かまわない。（詳細はＰ８参照）

あり（８単位以上）
*８単位以上のまとまった内容か
ら構成されており、所属する研
究科・学部の修了・卒業要件単
位と４単位までは重なっていて
もかまわない。（詳細はＰ８参照）

修了認定証
発行あり
（総長とプログラム実施部局長と
の連名による発行）

発行あり
（総長とプログラム実施部局長と
の連名による発行）

発行なし
（成績証明書に「知のジムナス
ティックス（高度教養プログラ
ム）」科目である旨を記載）

専攻の修了と
プログラム
と の 関 係

　なお、「副専攻プログラム」、「高度副プログラム」の構成科目の中には、同時に「知のジムナスティックス（高
度教養プログラム）」として全学に提供している科目もあります。

研究科
修了要件単位
（30単位 *）

＊博士前期課程の場合

当該プログラムの
ための単位

専攻の修了

高度副プログラム修了

高度副プログラム
修了要件単位
（８単位以上）

4 単位以上

研究科
修了要件単位
（30単位 *）

副専攻プログラム
修了要件単位
（14単位以上）

＊博士前期課程の場合

当該プログラムの
ための単位

7単位以上

専攻の修了

副専攻プログラム修了

研究科
修了要件単位
（30単位 *）

知のジムナスティックス
（高度教養プログラム）

（修了要件外単位）

専攻の修了
＊博士前期課程の場合
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1 プログラムの概要

①学際システムでプログ
　ラムの申請手続き
②KOANで科目履修登録
（各学期）

　「大学院副専攻プログラム」、「大学院等高度副プログラム」とはどのようなものか解説
します。

（１）「大学院副専攻プログラム」「大学院等高度副プログラム」とは
　「大学院副専攻プログラム」、「大学院等高度副プログラム」は、学生が所属する主専攻の教育課
程（カリキュラム）以外の内容を学んだり、あるいは主専攻の専門性を生かすための関連分野を
学んだりするための教育プログラムです。主専攻の学修と並行して、用意されたプログラム科目
を効果的に受講することで、学際的・俯瞰的な視点や複眼的視野を養うことを目的としています。
　どちらのプログラムも、教育目標に沿った、一定のまとまりのある授業科目で構成されてお
り、各プログラムが定める要件を満たすことで、所属する大学院の課程を修了（修士学位取得
退学及び博士後期課程・博士課程単位修得退学を含む。）する際に当該プログラムの修了認定証
が交付されます。
　平成 28 年度は、「副専攻プログラム」５プログラム、「高度副プログラム」37 プログラムが
実施されます。

　イメージとしては、以下の図のようになります。

　【図１】の例では、副専攻プログラムの１つとして、「Ａプログラム」という教育プログラム
があります。「Ａプログラム」は、Ｘ研究科がＹセンターの協力のもと実施しているプログラム
であり、同研究科・センターが開講している a～ h科目で構成されています。「Ａプログラム」
については、その中から 14 単位を修得すれば修了することができると定められています。
　この例と同じように、他にもさまざまな研究科・研究所・センターなどが実施部局※1 あるいは
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連携部局となり、独自に体系的な教育プログラムを構成しています。
　なお、「Ａプログラム」と「Ａ́プログラム」のように、「副専攻プログラム」と「高度副プロ
グラム」で、同じ教育目標を掲げるプログラムもありますが、多くの場合、修得すべき科目が「副
専攻プログラム」の方が多く設定され、より詳細な内容を学んだと認定されます。

（※１） ここでの「部局」とは、大阪大学に置かれた「学部・研究科」「附置研究所」「学内共同教育研究施設」
 「全国共同利用施設」等を指します。

（２）プログラムの種類の違い
　プログラムは、主に以下のように区別されています。

大学院副専攻プログラム 大学院等高度副プログラム

目的及び概要

自分の専攻に関連する、あるいはそれ
以外の分野の内容を、主専攻に準ずる
レベルで体系的に学ぶことにより、複
眼的視野と学際的・俯瞰的な視点を獲
得するプログラム。
プログラムは複数あり、そのルールに
則って履修する。高度副プログラムよ
り修了要件単位数が多い。

自分の専攻に関連する、あるいはそれ
以外の分野の内容を体系的に学ぶこと
により、複眼的視野と学際的・俯瞰的
な視点を獲得するプログラム。
プログラムは複数あり、そのルールに
則って履修する。副専攻プログラムよ
り修了要件単位数が少ない。

履修対象者

大学院学生
（科目等履修生・特別聴講学生を除く）

大学院学生
（科目等履修生・特別聴講学生を除く）
一部のプログラムは６年制課程の学部
（医学部・歯学部・薬学部）の５，６年
次学生※２

修了要件 14 単位以上※３ ８単位以上※３

提供プログラム数 ５プログラム（平成 28 年度） 37 プログラム（平成 28 年度）

（※２） 以下の解説文中では、大学院学生を想定し、「研究科・専攻」「修了」という文言を使用しています。「大
学院等高度副プログラム」の一部のプログラムは６年制課程の学部（医学部・歯学部・薬学部）の５，
６年次学生を対象にしている場合がありますので、その場合は、「研究科・専攻」を「学部・学科」に、
「修了」を「卒業」に読み替えてください。

（※３）あくまで制度上の最低単位です。実際は、プログラム毎に設定が異なり、この条件より要件が多く設定
されていたり、必修科目があったりする場合があります。必ず各プログラムの紹介を参照してください。

（３）プログラム履修開始から修了までの流れの例【図２】
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２ 履修対象者・履修条件等について
　プログラムを履修することができる者、条件の概要を解説します。

（１）履修対象者
　大学院学生（科目等履修生・特別聴講学生を除く）
　高度副プログラムの一部は、６年制課程の学部（医学部・歯学部・薬学部）５、６年次学生を含む。

（２）履修条件
　大阪大学大学院の課程（高度副プログラムの一部のプログラムは６年制課程の学部５、６年
次（医学部・歯学部・薬学部））に在学していることが必要です。その他、プログラム毎に履修
条件や履修者数の制限を設けている場合がありますので、個々のプログラムの説明を参照して
ください。履修制限のないプログラムについては、所属する研究科・学年を問わず履修するこ
とができます。
　なお、複数のプログラムを同時に履修することも可能です。
　ただし、「博士前期課程・修士課程」、「博士後期課程・博士課程」及び「６年制課程の学部５、
６年次（医学部・歯学部・薬学部）」とでは、履修できるプログラムが異なりますので、詳細は
プログラム一覧（Ｐ 13・Ｐ 21 ～Ｐ 23）で確認してください。

（３）費用
　プログラムを履修することに対しては特別な費用はかかりません。ただし、プログラムの科
目によっては、授業を受ける際に交通費などの実費がかかることがあります。
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３ 各プログラムのカリキュラム内容について
　プログラムのカリキュラムの成り立ちや修了の方法について解説します。

（１）プログラムのカリキュラムについて
　各プログラムのカリキュラムは、プログラム実施部局及び連携部局※４が企画し、プログラム
科目や修了要件単位数を決めています。原則、プログラム科目は、プログラム実施部局や連携
部局等で開講する授業科目から構成されています。
　本冊子ではプログラムの概要と構成科目を紹介していますが、科目の内容については、各プ
ログラムが発行する冊子等を参照するかＫＯＡＮのシラバスを検索してください。

（※４）プログラム実施部局とは、副専攻プログラム・高度副プログラムを企画し、開講するプログラムに対
して責任を持つ研究科等の組織をいい、連携部局とは複数の研究科等の組織が連携して１つのプログ
ラムを開講する場合の実施部局以外の部局をいいます。それぞれのプログラムの連携部局がどういっ
た役割を担うかはプログラムによって違います。

（２）プログラムの修了要件の満たし方について
　修了要件はプログラム毎に違い、本冊子には、プログラムの修了に必要な最低単位数を記載
していますが、プログラムによっては必修科目を設けたり、コースを選択したりするなど、条
件に違いがあります。詳細については、各プログラムの紹介冊子等で確認してください。
　なお、プログラムの修了に必要な単位と所属している研究科の専攻の修了に必要な単位との
重複は認められます（当該プログラムの単位が、専攻の修了に必要な単位として認められるか
どうかは、所属する研究科の教務担当係に確認してください）。ただし、所属する専攻の修了に
必要な最低修得単位数以外に、副専攻プログラムの場合は最低７単位、高度副プログラムの場
合は最低４単位を当該プログラムのための単位として修得する必要があります。※５

　また、複数のプログラムを履修する場合は、それぞれのプログラムの修了に必要な単位の重
複は認められます。

（※５）単位の修得方法の詳細は、補足事項（Ｐ．８）にて解説しているので必ず参照してください。

（３）プログラムの授業科目の開講期間について
　プログラムの提供する授業科目の開講は、プログラムを履修している当該学生の課程の標準
修業年限内は保証されますが、それ以降はカリキュラムの変更等の理由で開講されない場合が
ありますのでご注意ください。
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４ プログラム申請等に関する手続について
　プログラムの申請、プログラム科目の履修について解説します。

（１）プログラム受講開始時の手続について
　プログラムを受講するには、「プログラムの申請」と「プログラム科目の履修登録（ＫＯＡＮ
での登録）」の両方を行う必要があります。
　例えば、Ｐ .1 の【図１】で、学生が副専攻プログラム「Ａプログラム」の内容を学びたいと
考えたとします。プログラムの履修を開始するには、一般的に、①「Ａプログラム」が定める
申請手続を行い、②ＫＯＡＮで「Ａプログラム」の構成科目 a～ hについて履修登録を行うこ
とになります。
　プログラムの申請は、Web（学際融合教育プログラム受講ガイダンスシステム）を使用して
行うプログラムと申請書の提出にて行うプログラムがあります。Ｗｅｂによる申請については、
各学期の始めにＫＯＡＮ掲示板にて、申請書の提出による申請については、各プログラムが発
行する冊子やホームページにてお知らせします。
　プログラム科目の履修登録（ＫＯＡＮでの登録）は、学期毎にＫＯＡＮを使用して当該学期に
履修する授業科目について、所属する研究科で設定している各学期の履修登録期間と、プログラ
ム科目の開講部局で設定している履修登録期間内に行ってください。
　その他、プログラムによっては、ＫＯＡＮの履修登録以外に年度当初又は学期毎に、履修す
るプログラム科目の申請が必要な場合もあります。各プログラムの指示に従ってください。

（２）プログラム及びプログラム科目に関わる通知について
　プログラムは、実施部局あるいは連携部局により運営されていますので、それぞれから通知
があることがあります。一方、プログラム科目は、いずれかの部局で開講されている科目です
ので、原則、開講部局より通知があります。
　これらのプログラムに関する通知や、プログラム科目の授業運営に関する通知（休講、課題等）
の連絡は、原則、ＫＯＡＮの広報システム（掲示板等）により行います。ただし、プログラムによっ
てはメールやホームページを使用する場合がありますので、各プログラムの指示に従ってください。

（３）プログラムの修了について
　プログラムの修了に必要な条件を全て満たすと、所属研究科の課程を修了するとき（修士学
位取得退学及び博士後期課程・博士課程単位修得退学を含む。）にプログラムの修了認定証を授
与します。修了認定証の交付は、所属する研究科の教務担当係より行われます。

（４）プログラムの内容に関する問い合わせについて
　その他、プログラムについて質問や連絡することがありましたら、プログラム実施部局にお
かれている担当事務室にお尋ねください。
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５ プログラム選択の支援について
　数多くあるプログラムの中からどれを選択すればよいかについて、各種ガイドを用意
しています。

（１）各プログラムの合同ガイダンスについて
　各プログラムについて、下記のとおり合同のガイダンス※６を行います。
合同ガイダンスでは、各プログラムについて説明を行い、質問に答えますので、受講選択に役
立つ情報が得られます。
【副専攻プログラム・高度副プログラム合同ガイダンス】
　　（吹田キャンパス）平成２８年４月８日（金）１１時３０分～１３時３０分
                                                 産学連携本部 C棟 3階　e-square さいえんす工房

　　（豊中キャンパス）平成２８年４月１２日（火）１１時３０分～１３時３０分
                                                 基礎工学国際棟１階　セミナー室

（※６）合同ガイダンスには全プログラムが参加するわけではありません。独自の説明会を実施するプログラ
ムもあります。詳細はＰ 11 以降を参照のこと。
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（２）「学際融合教育プログラム受講ガイダンスシステム（Web）」について

　様々なプログラムの中から、学びたい「知」や将来の進路等、希望に合ったプログラムや授
業科目をガイドし、プログラムの受講申請を行う機能を持ったWeb システムとして、「学際融
合教育プログラム受講ガイダンスシステム（https://idiscp.osaka-u.ac.jp/gakusai/）」があります。
本システムでプログラム構成科目の時間割やシラバスを参照・比較することができ、履修計画
に役立てることができます。
　なお、本システムへは直接ＵＲＬアドレス入力の他、下記サイトからリンクしています。
　　①ＫＯＡＮトップページ＜左メニュー＞
　　②大阪大学ポータルサイト「マイハンダイ」＜トップページの「大阪大学Web サービス

リンク集」＞

（３）その他の広報活動について
　大阪大学の学際融合教育についての情報を集約したホームページを設けており、「副専攻プロ
グラム」・「高度副プログラム」に関連する各種情報を掲載しています。
　アドレス→ http://trans-l.jp
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EX 補足事項

主
①

副
③②

他
④

①…研究科の修了要件科目 の単位
②…研究科の修了要件科目 かつ 副専攻／高度副プログラ
ム科目 の単位

③…副専攻／高度副プログラム科目 の単位
④…研究科の修了要件［外］科目 かつ 副専攻／高度副プ

ログラム［外］科目 の単位

　各解説事項を補足します。

（１）単位修得方法の注意点
　「副専攻プログラム」「高度副プログラム」は、所属研究科・専攻以外の内容や主専攻の専
門性を活かすための関連分野を学ぶプログラムです。よって、プログラムの要件単位数を満
たしても、所属研究科・専攻の修了要件単位と重複する（内数として利用される）単位のみ
では同プログラムを修了したと認定されず、【制度上の最低修得単位数の半数（「副専攻プロ
グラム」は７単位、「高度副プログラム」は４単位）】は、当該プログラムのための単位とし
て修得する必要があります。すなわち、【制度上の最低修得単位数の半数】は、研究科・専攻
の修了要件ではない単位、あるいは修了要件単位となる科目で、修了のために利用する単位
数以上の余分に追加された単位である必要があります。
　なお、「副専攻プログラム」・「高度副プログラム」の所属研究科・専攻以外の構成科目でも、
同研究科が規定する申請を行うことにより、修了要件単位に算入することができる場合があり
ますが、当該科目を修了要件の内数として利用する場合は、それ以外に単位の上乗せが必要と
なる場合があることに注意が必要です。

図解例

　修得した単位を下記の区分①～④に分けた場合、

　研究科の修了要件単位数を「（Ａ）単位」とすると、以下の３つの条件をすべて満たすことが
必要です。

・条件１：副専攻／高度副プログラムの修了要件単位を満たすこと。

・条件２：副専攻プログラム『①＋②＋③≧ ( Ａ ) ＋７』
／高度副プログラム『①＋②＋③≧ ( Ａ ) ＋４』を満たすこと。
（例．副専攻プログラムを申請し、博士前期課程で ( Ａ ) ＝ 30 の場合、「37 単位以上」）

副専攻／高度副プログラム科目の単位と、所属している研究科の修了要件単位との重複は認められるが、

研究科の修了に必要な最低修得単位数以外に最低７単位／最低４単位は、研究科の修了要件ではない

当該副専攻／高度副プログラムの単位を修得することが必要。

・条件３：大学院を修了すること。
（修士学位取得退学及び博士後期課程・博士課程単位修得退学を含む。）
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実際の履修例

　所属研究科の修了要件単位（ ）　が 30 単位であり、

　申請した「高度副プログラム」の修了要件単位数（ ）　が 8 単位※７　の場合

（※７）「副専攻プログラム」の場合、14 単位と想定され、最低 7単位の余剰が必要となります。
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（２）プログラム申請前の修得単位の扱いについて

　プログラムで定める授業科目をプログラムの申請以前に履修している場合は、既に修得して
いる単位がプログラムの修了要件単位として認定されることがあります。詳細については各プ
ログラム実施部局に問い合わせてください。

（３）プログラムを修了しないで研究科を修了した場合の科目の取り扱いについて

　履修中のプログラムを修了せず大学院を修了又は退学し、当該プログラムの修得単位がある
場合は、社会人対象の「科目等履修生高度プログラム※８」を履修する際に、当該単位を新た
に履修する「科目等履修生高度プログラム」の既修得単位として認定することができる場合が
あります。詳細については各プログラム実施部局に問い合わせてください。（ただし、新たに履
修する「科目等履修生高度プログラム」において、修了しなかったプログラム修得単位の科目
と共通する科目がある場合に限ります。）

（※８）「科目等履修生高度プログラム」は、外部の社会人に対して開放されている学校教育法に定められた
履修証明制度に基づくプログラムです。一部のプログラムは、「副専攻プログラム」「高度副プログラム」
と重複する内容を扱っている場合があります。
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平成 28年度
各プログラム個別紹介
（副専攻プログラム）

※この冊子に掲載されているプログラムは、平成 28 年度に募集を行っているプログラムの情報を掲載しています。

　平成 29 年度以降に新たにプログラムの申請を行う場合は、当該年度発行の冊子をご覧ください。
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平成 28年度　副専攻プログラム及び説明会予定一覧

プログラム名称
プログラム
実施部局

履修
対象者

説明会情報

説明
ページ

合同ガイダンス 左記以外の
開催予定
（詳細は
個別ページ
参照）

４／８ 
吹田

４／ 12
豊中

1 アジア人材育成プログラム 工学研究科 Ｍ・Ｄ ○ 14

2
公共圏における科学技術
政策

コミュニケーション
デザイン・センター

Ｍ・Ｄ ○ ○ 4／ 13 15

3 金融・保険
数理データ科学教育
研究センター

Ｍ・Ｄ ○ ○ 4／ 8 16

4

ナノサイエンス・ナノテ
クノロジー高度学際教育
研究訓練プログラム
（博士前期課程高度学際教
育副専攻プログラム）

ナノサイエンス
デザイン教育研究
センター

Ｍ ○ ○
4／ 7・
11・14

17

5
超域イノベーション
副専攻プログラム

未来戦略機構 Ｍ・Ｄ ○ ○ 18

※履修対象者
　Ｍ……博士前期課程・修士課程・生命機能研究科の博士課程１、２年次・法科大学院の課程
　Ｄ……博士後期課程・博士課程・生命機能研究科の博士課程３年次以上
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プ
ロ
グ
ラ
ム
名
称

ア
ジ
ア
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
部
局

工
学
研
究
科

連
携
部
局

基
礎
工
学
研
究
科
、
情
報
科
学
研
究
科
、
国
際
教
育
交
流
セ
ン
タ
ー

履
修
対
象
者

修
士
　
・
　
博
士

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

及
び
教
育
目
標

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
】

　
日
本
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
い
、
も
の
づ
く
り
に
関
す
る
高
度
な
専
門
知
識
を
持
つ
の
み
な
ら
ず

高
い
国
際
性
や
ア
ジ
ア
各
国
の
現
地
の
事
情
に
精
通
し
た
人
材
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
も
の
づ
く
り
に
対
す
る
高
い
専
門
性
と
倫
理
観
、
日
本
企
業
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
な
ど
に
精
通
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
目
的
の
実
現
の
た
め
に
、
産
業
界
と
提
携
し
て
ア
ジ
ア
各
国
よ
り
留
学
し
た
学
生
を
対
象
に
高
度

な
専
門
教
育
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
基
礎
お
よ
び
ビ
ジ
ネ
ス
日
本
語
教
育
、
倫
理
教
育
お
よ
び
O
JE
(O
n 

th
e 
Jo
b 
Ed
uc
at
io
n)
方
式
に
よ
る
演
習
を
行
い
ま
す
。

【
教
育
目
標
】

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
学
修
を
通
じ
て
以
下
の
能
力
を
備
え
た
方
に
修
了
認
定
証
を
授
与
し
ま
す
。

①
も
の
づ
く
り
に
関
す
る
高
度
な
知
識
を
持
ち
、
製
造
プ
ロ
セ
ス
の
改
善
お
よ
び
画
期
的
な
製
品
を
開

発
す
る
能
力
。

②
グ
ル
ー
プ
と
し
て
メ
ン
バ
ー
と
協
調
し
な
が
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
が
で
き

る
能
力
。

③
現
地
の
文
化
を
尊
重
し
、
環
境
を
調
和
し
な
が
ら
も
の
づ
く
り
を
行
う
倫
理
性
を
考
慮
で
き
る
能
力
。

④
日
本
企
業
に
お
い
て
支
障
な
く
業
務
を
行
う
た
め
の
日
本
文
化
へ
の
深
い
理
解
お
よ
び
日
本
語
運
用

能
力
。

【
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色
】

　
上
記
の
教
育
目
標
（
修
了
時
に
身
に
つ
け
る
能
力
）
を
達
成
す
る
た
め
に
講
義
科
目
で
は
日
本
企
業
の

現
状
に
精
通
し
た
講
師
に
よ
る
講
義
を
行
い
O
JE
科
目
で
は
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
演
習
を
行
い
ま
す
。
ま
た

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
提
携
す
る
日
本
企
業
へ
学
生
を
派
遣
し
て
集
中
研
修
を
行
い
、
語
学
の
講
義
で

は
基
礎
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
で
要
求
さ
れ
る
専
門
的
な
日
本
語
ま
で
を
幅
広
く
学
び
ま
す
。

履
修
資
格
・
条
件

ア
ジ
ア
各
国
か
ら
の
留
学
生
が
対
象
(5
～
10
名
程
度
)。
最
大
受
講
人
数
20
名
。
日
本
人
学
生
も
受
講

人
数
の
制
限
を
超
え
な
い
範
囲
で
履
修
可
能
。
ア
ジ
ア
以
外
か
ら
の
留
学
生
は
日
本
人
学
生
と
同
じ
扱
い

に
な
り
ま
す
。

前
提
知
識
の
要
否
・
目
安
日
本
語
能
力
試
験
N
2
程
度
の
日
本
語
能
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

修
了
要
件

１
４
単
位
以
上

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先
等

工
学
研
究
科
 国
際
交
流
推
進
セ
ン
タ
ー
　
野
尻
郁
子
　
06
－
68
79
－
41
22

no
jir
i@
fs
ao
.e
ng
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp

説
明
会
の
日
程

■
合
同
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
吹
田
）
平
成
２
８
年
４
月
 ８
日
（
金
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
　
産
学
連
携
本
部
C
棟
３
階
 e
-s
qu
ar
e
さ
い
え
ん
す
工
房

（
豊
中
）
平
成
２
８
年
４
月
１
２
日
（
火
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
　
基
礎
工
学
国
際
棟
１
階
 セ
ミ
ナ
ー
室

特
記
事
項

構
成
科
目
の
う
ち
、
Ｏ
Ｊ
Ｅ
方
式
に
よ
る
演
習
I、
Ｏ
Ｊ
Ｅ
方
式
に
よ
る
演
習
Ⅱ
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
は
必
修
科
目
で
あ
る
が
、
ア
ジ
ア
各
国
か
ら
の
留
学
生
の
み
受
講
可
能
と
し
、
そ
れ
以
外
の
学
生
に
つ

い
て
は
受
講
で
き
ず
必
修
科
目
と
し
て
も
扱
わ
な
い
。
ア
ジ
ア
各
国
以
外
の
学
生
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
以

外
の
科
目
か
ら
修
了
要
件
単
位
で
あ
る
１
４
単
位
を
修
得
す
る
こ
と
。）

※
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る
ア
ジ
ア
各
国
と
は
AS
EA
N
諸
国
と
中
国
・
韓
国
を
想
定
す
る
。

総
合
日
本
語
（
JA
）
に
つ
い
て
は
、
国
際
教
育
交
流
セ
ン
タ
ー
開
講
の
JA
10
0
～
JA
50
0
を
各
留
学
生
の

日
本
語
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
受
講
す
る
こ
と
。

構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
択

28
11
19

技
術
融
合
基
礎
論

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
(博
士
前
期
)

①

28
11
20

ビ
ジ
ネ
ス
と
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
(博
士
前
期
)

①
②

28
11
18

技
術
者
・
工
学
倫
理

2
　

1
学
期

工
学
研
究
科
(博
士
前
期
)

③

28
11
22

日
本
も
の
づ
く
り
実
践
論

　
2

2
学
期

工
学
研
究
科
(博
士
前
期
)

①

28
10
64

日
本
企
業
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

　
2

2
学
期

工
学
研
究
科
(博
士
前
期
)

①
③

28
10
63

O
JE
方
式
に
よ
る
演
習
I

2
　

2
学
期

工
学
研
究
科
(博
士
前
期
)

①
②

28
11
21

O
JE
方
式
に
よ
る
演
習
II

2
　

1
学
期

工
学
研
究
科
(博
士
前
期
)

①
②
④

28
10
67

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

1
　

2
学
期

工
学
研
究
科
(博
士
前
期
)

①
②
④

―
総
合
日
本
語
（
JA
）

　
4

1、
2
学
期

国
際
教
育
交
流
セ
ン
タ
ー

④

28
10
66

ビ
ジ
ネ
ス
日
本
語
I

　
2

2
学
期

工
学
研
究
科
(博
士
前
期
)

④

28
11
25

ビ
ジ
ネ
ス
日
本
語
II

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
(博
士
前
期
)

④
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プ
ロ
グ
ラ
ム
名
称

公
共
圏
に
お
け
る
科
学
技
術
政
策

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
部
局

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
・
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｄ
）

連
携
部
局

人
間
科
学
研
究
科
、
法
学
研
究
科
、
医
学
系
研
究
科
、
工
学
研
究
科
、
基
礎
工
学
研
究
科
、
国
際
公
共
政

策
研
究
科
、
国
際
教
育
交
流
セ
ン
タ
ー
、
全
学
教
育
推
進
機
構

履
修
対
象
者

修
士
　
・
　
博
士

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

及
び
教
育
目
標

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
】

　
第
4
期
科
学
技
術
基
本
計
画
が
掲
げ
る
「
社
会
及
び
公
共
の
た
め
の
政
策
」「
社
会
と
と
も
に
創
り
進
め

る
政
策
」
と
し
て
の
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
の
形
成
の
た
め
に
は
、
科
学
技
術
や
公
共
政
策
に

対
す
る
社
会
の
期
待
・
懸
念
・
問
題
認
識
を
把
握
し
、
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
定
量
的
な
エ
ビ
デ
ン
ス
に
加
え
、
社
会
の
多
様
な
主
体
に
よ
る
熟
議
（
対
話
と
熟
慮
）
を
ふ

く
む
「
科
学
技
術
へ
の
公
共
的
関
与
（
pu
bl
ic
 e
ng
ag
em
en
t）
」
や
「
科
学
技
術
の
倫
理
的
・
法
的
・
社

会
的
問
題
（
EL
SI
）」
研
究
が
生
み
出
す
エ
ビ
デ
ン
ス
が
不
可
欠
で
す
。
 

　
こ
の
認
識
の
も
と
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、「
科
学
技
術
の
倫
理
的
・
法
的
・
社
会
的
問
題
（
EL
SI
）
に
関
す

る
研
究
を
基
盤
と
し
て
公
共
的
関
与
の
活
動
と
分
析
を
行
い
、
学
問
諸
分
野
間
な
ら
び
に
学
問
と
政
策
・

社
会
の
間
を
「
つ
な
ぐ
」
こ
と
を
通
じ
て
政
策
形
成
に
寄
与
で
き
る
人
材
」
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
な
お
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
文
部
科
学
省
「
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
に
お
け
る
『
政
策
の
た

め
の
科
学
』
推
進
事
業
」
の
基
盤
的
研
究
・
人
材
育
成
拠
点
を
担
う
も
の
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

【
教
育
目
標
】

　
自
ら
の
専
門
分
野
の
枠
組
み
を
超
え
て
、
広
く
俯
瞰
的
・
多
角
的
に
科
学
技
術
と
社
会
の
諸
問
題
・
課

題
を
洞
察
・
理
解
し
、
か
つ
公
共
的
関
与
の
活
動
と
分
析
を
行
え
る
よ
う
な
知
識
と
セ
ン
ス
、
実
践
的
な

能
力
を
備
え
た
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

履
修
資
格
・
条
件

選
考
の
上
、
受
講
生
を
決
定
し
ま
す
。

前
提
知
識
の
要
否
・
目
安
特
に
な
し
。

修
了
要
件

１
４
単
位
以
上

必
修
科
目
：
6
単
位
、
選
択
科
目
：
8
単
位
以
上
。
選
択
科
目
①
（
基
軸
科
目
群
）

お
よ
び
②
（
イ
シ
ュ
ー
科
目
群
）
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
2
単
位
以
上
を
選
択

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先
等

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
ht
tp
://
w
w
w
.c
sc
d.
os
ak
a-
u.
ac
.jp
/le
ar
n/
gm
p/
st
ip
s.p
hp

全
学
教
育
推
進
機
構
等
事
務
部
 コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
科
目
担
当

E-
m
ai
l: 
st
ip
s-
st
aff
 @
cs
cd
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp

説
明
会
の
日
程

■
合
同
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
吹
田
）
平
成
２
８
年
４
月
 ８
日
（
金
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
産
学
連
携
本
部
C
棟
３
階
 e
-s
qu
ar
e
さ
い
え
ん
す
工
房

（
豊
中
）
平
成
２
８
年
４
月
１
２
日
（
火
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
基
礎
工
学
国
際
棟
１
階
 セ
ミ
ナ
ー
室

■
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
　「
公
共
圏
に
お
け
る
科
学
技
術
政
策
」
説
明
会

（
豊
中
）
平
成
２
８
年
４
月
１
３
日
（
水
）
18
:0
0
～
19
:0
0

　
　
　
全
学
教
育
推
進
機
構
ス
テ
ュ
ー
デ
ン
ト
コ
モ
ン
ズ
（
２
階
）
セ
ミ
ナ
ー
室
Ｃ

特
記
事
項

１
．
履
修
希
望
者
は
、上
記
日
時
で
開
催
予
定
の
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
公
共
圏
に
お
け
る
科
学
技
術
政
策
」

説
明
会
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

２
．
履
修
希
望
者
は
、
下
記
の
期
日
ま
で
に
メ
ー
ル
に
て
申
請
書
類
を
提
出
く
だ
さ
い
。
申
請
書
類
は
、

上
記
の
説
明
会
で
案
内
す
る
ほ
か
、
上
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
入
手
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
・
日
時
：
平
成
２
８
年
４
月
２
０
日
（
水
）
１
６
時
０
０
分
締
切

　
　
　
・
提
出
先
：
st
ip
s-
st
aff
 @
cs
cd
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp

３
．
面
接
日
程
は
、
申
請
書
受
理
後
、
下
記
の
両
日
午
後
に
実
施
し
ま
す
。
両
日
不
可
の
者
は
、
個
別
相

談
の
上
、
決
定
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
・
日
時
：
平
成
２
８
年
４
月
２
１
日
（
木
）、
２
２
日
（
金
）
両
日
午
後
（
他
は
個
別
相
談
）

　
　
　
・
場
所
：
全
学
教
育
推
進
機
構
　
全
学
教
育
総
合
棟
I（
４
階
）

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
・
セ
ン
タ
ー
（
CS
CD
）
44
4
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
択

36
01
30

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
概
論

2
　

1
学
期

Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｄ
（
院
）

　

36
04
28

科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
理
論
と
実
践

2
　

1
学
期

Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｄ
（
院
）

　

36
06
01

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

2
　

通
年

Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｄ
（
院
）

　

36
01
31

36
02
26

科
学
技
術
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
2

1
学
期

2
学
期

Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｄ
（
院
）

①

36
01
32

科
学
技
術
社
会
論
基
礎

　
2

1
学
期

Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｄ
（
院
）

①

36
06
02

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
総
合
演
習

　
2

1
学
期

Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｄ
（
院
）

①

21
15
46

フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
法
特
講

　
2

不
開
講

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

①

21
16
86

社
会
に
お
け
る
科
学
技
術
特
定
演
習

　
2

不
開
講

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

①

28
10
10

サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
評
価
・
技
術
論

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

①

29
05
66

科
学
技
術
移
転
論

　
2

2
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

①

31
04
02

公
共
政
策
Ⅰ

　
2

2
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科（
博
士
前
期
）

①

36
02
27

科
学
技
術
と
社
会
特
論

　
2

2
学
期

Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｄ
（
院
）

②

36
02
36

科
学
技
術
と
公
共
政
策

　
2

2
学
期

Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｄ
（
学
部
5,
6
年
・
院
）

②

21
17
19

科
学
技
術
と
文
化
特
講

　
2

2
学
期

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

②

21
17
22

科
学
技
術
と
文
化
特
定
研
究
Ⅰ

　
2

1
学
期

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

②

21
17
23

科
学
技
術
と
文
化
特
定
研
究
Ⅱ

　
2

2
学
期

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

②

21
17
31

科
学
技
術
と
文
化
特
別
研
究
Ⅰ

　
2

1
学
期

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
後
期
）

②

21
17
32

科
学
技
術
と
文
化
特
別
研
究
Ⅱ

　
2

2
学
期

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
後
期
）

②

22
05
15

総
合
演
習
（
生
命
倫
理
と
法
）

　
2

2
学
期

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

②

22
14
07

特
定
研
究
（
生
命
倫
理
と
法
）

　
2

2
学
期

法
学
研
究
科
（
博
士
後
期
）

②

25
05
20

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
の
倫
理
と
公
共
政
策
学

　
2

1
学
期

医
学
系
研
究
科
（
医
・
修
士
）

②

28
08
44

産
業
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

②

28
21
60

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
論

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

②

29
07
30

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
社
会
受
容
特
論
A

　
2

1
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

（
ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
デ
ザ
イ
ン
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー
提
供
）

②

31
05
71

環
境
法

　
2

1
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科（
博
士
前
期
）

②

31
06
55

特
殊
研
究
(環
境
法
)

　
2

1
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科（
博
士
後
期
）

②

31
07
78

特
殊
講
義
（
開
発
と
環
境
）

　
2

2
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科（
博
士
前
期
）

②

31
07
79

特
殊
研
究
（
開
発
と
環
境
）

　
2

2
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科（
博
士
後
期
）

②

31
13
20

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習

（
科
学
技
術
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
）

　
2

2
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科（
博
士
前
期
）

②

31
13
10

特
殊
講
義
（
人
事
マ
イ
ク
ロ
デ
ー
タ
分
析
１
）

　
2

通
年

国
際
公
共
政
策
研
究
科（
博
士
前
期
）

②

31
13
24

特
殊
研
究
（
人
事
マ
イ
ク
ロ
デ
ー
タ
分
析
３
）

　
2

通
年

国
際
公
共
政
策
研
究
科（
博
士
後
期
）

②

72
01
02

グ
ロ
ー
バ
ル
健
康
環
境

　
2

不
開
講

国
際
教
育
交
流
セ
ン
タ
ー
（
院
）

②

72
03
07

Fo
od
 S
ec
ur
ity
, G
lo
ba
liz
at
io
n 
an
d 
Su
st
ai
na
bi
lit
y

　
2

不
開
講

国
際
教
育
交
流
セ
ン
タ
ー
（
院
）

②

C
50
30
6
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
：
社
会
ニ
ー
ズ
を

世
界
で
学
ぶ

　
2

不
開
講

全
学
教
育
推
進
機
構

（
産
学
連
携
本
部
）
(院
)

②
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プ
ロ
グ
ラ
ム
名
称

金
融
・
保
険

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
部
局

数
理
・
デ
ー
タ
科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

連
携
部
局

基
礎
工
学
研
究
科
、
経
済
学
研
究
科
、
理
学
研
究
科
、
情
報
科
学
研
究
科

履
修
対
象
者

修
士
　
・
　
博
士

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

及
び
教
育
目
標

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
】

　
文
部
科
学
省
特
別
教
育
研
究
経
費
（
連
携
融
合
）
に
採
択
さ
れ
た
“新
領
域
分
野
「
金
融
・
保
険
科
学
」

に
関
す
る
文
理
融
合
型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
”の
実
施
母
体
と
し
て
、2
00
6
年
４
月
に
大
阪
大
学
金
融
・

保
険
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
 (C
SF
I) 
が
発
足
し
ま
し
た
。
そ
の
CS
FI
が
、
金
融
・
保
険
に
関
わ
る
学
際
的
分

野
で
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
提
供
を
開
始
し
た
の
が
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
な
お
、
20
15
年
10
月
に
組
織
の
改
編
が
あ
り
、
金
融
・
保
険
部
門
、
モ
デ
リ
ン
グ
部
門
、
デ
ー
タ
科

学
部
門
の
３
部
門
か
ら
成
る
数
理
・
デ
ー
タ
科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
（
M
M
D
S）
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

３
部
門
の
う
ち
金
融
・
保
険
部
門
が
、
金
融
・
保
険
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
 (C
SF
I) 
に
対
応
し
、
こ
れ
ま
で

と
同
様
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
ま
す
。

【
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色
】

　
こ
の
文
理
融
合
型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
学
内
の
設
立
母
体
で
あ
る
基
礎
工
学
、
経
済
学
、
理
学
、
情

報
科
学
研
究
科
の
４
研
究
科
と
、
民
間
お
よ
び
公
的
金
融
機
関
の
連
携
協
力
の
も
と
に
提
供
さ
れ
、 
(M
) 数

理
計
量
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
コ
ー
ス
、 
(E
) 金
融
経
済
・
工
学
コ
ー
ス
、 
(I)
 イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
コ
ー
ス
の
３
コ
ー

ス
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
最
先
端
の
学
術
的
発
展
を
も
踏
ま
え
た
教
育
に
加
え
、
実
務
家
教
員
に

よ
る
実
務
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　（
入
学
年
度
が
平
成
25
、
24
、
23
年
度
の
大
学
院
生
に
対
し
て
は
、
上
記
(M
)、
(E
)、
(I)
の
３
コ
ー
ス

は
さ
ら
に
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
（
博
士
前
期
課
程
レ
ベ
ル
）
と
ア
ド
バ
ン
ス
ト
（
博
士
後
期
課
程
レ
ベ
ル
）
の

２
コ
ー
ス
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
D
FI
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

履
修
資
格
・
条
件

大
阪
大
学
内
の
い
ず
れ
か
の
大
学
院
・
研
究
科
の
修
士
、
博
士
前
・
後
期
課
程
に
在
学
す
る
者

（
平
成
２
６
年
度
以
降
の
入
学
・
進
学
者
の
み
を
対
象
と
し
ま
す
）

前
提
知
識
の
要
否
・
目
安
提
供
科
目
ご
と
に
異
な
り
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
平
成
28
年
度
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
便
覧
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

修
了
要
件

８
科
目
以
上

（
１
６
単
位
相
当
以
上
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
エ
ン
ト
リ
ー
時
点
か
ら
３
年
以
内
に
修
了
要
件
単
位
を
満
た
す
こ
と

・
数
理
計
量
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
コ
ー
ス
　
基
礎
科
目
：
２
科
目
以
上
、
専
門
科
目
：
４
科
目
以
上

・
金
融
経
済
・
工
学
コ
ー
ス
　
基
礎
科
目
：
３
科
目
以
上
、
専
門
科
目
：
２
科
目
以
上

・
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
コ
ー
ス
　
基
礎
科
目
：
必
修
２
科
目
を
含
み
４
科
目
以
上
、
専
門
科
目
：
必
修
２
科
目

を
含
む
こ
と
。

上
記
の
３
つ
の
コ
ー
ス
ご
と
に
、
各
科
目
を
、
基
礎
科
目
、
専
門
科
目
に
分
類
し
て
お
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

修
了
要
件
は
上
記
の
通
り
で
す
。
各
コ
ー
ス
の
科
目
の
分
類
に
つ
い
て
は
、
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
D
FI
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
の
科
目
対
応
表
（
時
間
割
）、
シ
ラ
バ
ス
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先
等

宛
先
：
大
阪
大
学
　
数
理
・
デ
－
タ
科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
（
M
M
D
S）

所
在
地
：
〒
56
0-
85
31
　
大
阪
府
豊
中
市
待
兼
山
町
１
-３

Ph
on
e：
 (0
6)
 6
85
0-
60
91
（
代
表
）
／
62
79
（
教
務
関
係
）　
　
Fa
x：
 (0
6)
 6
85
0-
60
92

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
w
w
w
-m
m
ds
.si
gm
at
h.
es
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp

E-
m
ai
l：
m
m
ds
-q
ue
st
io
ns
@
sig
m
at
h.
es
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp

説
明
会
の
日
程

■
M
M
DS
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
金
融
・
保
険
、
数
理
モ
デ
ル
、
デ
ー
タ
科
学
の
説
明
会
）

日
時
：
４
月
８
日
（
金
）
１
８
時
０
０
分
～
２
０
時
０
０
分

会
場
：
法
経
講
義
棟
１
階
１
番
講
義
室

■
合
同
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
吹
田
）
平
成
２
８
年
４
月
 ８
日
（
金
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
産
学
連
携
本
部
C
棟
３
階
 e
-s
qu
ar
e
さ
い
え
ん
す
工
房

（
豊
中
）
平
成
２
８
年
４
月
１
２
日
（
火
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
基
礎
工
学
国
際
棟
１
階
 セ
ミ
ナ
ー
室

特
記
事
項

科
目
対
応
表
（
時
間
割
）、
シ
ラ
バ
ス
な
ど
重
要
な
情
報
が
上
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、休
講
・
補
講
、集
中
講
義
の
日
程
、等
の
最
新
の
情
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
択

　
数
理
・
デ
ー
タ
科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
作
成
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、お
よ
び
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
便
覧
［
科

目
対
応
時
間
割
表
、
シ
ラ
バ
ス
等
を
含
む
］）
を
参
照
。
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プ
ロ
グ
ラ
ム
名
称

「
ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
・
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
高
度
学
際
教
育
研
究
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
(博
士
前
期
課
程
高
度
学
際
教

育
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
) 」
【
略
称
：
ナ
ノ
高
度
学
際
教
育
研
究
訓
練
(前
期
課
程
副
専
攻
)】

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
部
局

ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
デ
ザ
イ
ン
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

連
携
部
局

理
学
研
究
科
、
医
学
系
研
究
科
、
薬
学
研
究
科
、
工
学
研
究
科
、
基
礎
工
学
研
究
科
、
生
命
機
能
研
究
科
、
産
業
科

学
研
究
所
、
接
合
科
学
研
究
所
、
超
高
圧
電
子
顕
微
鏡
セ
ン
タ
ー
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
レ
ー

ザ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
研
究
セ
ン
タ
ー

履
修
対
象
者

修
士

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

及
び
教
育
目
標

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
】

　
大
阪
大
学
大
学
院
の
各
部
局
で
従
来
個
別
に
実
施
し
て
き
た
学
際
性
の
極
め
て
強
い
ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
・
ナ
ノ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
関
連
す
る
大
学
院
講
義
を
部
局
横
断
型
に
再
編
統
合
し
、
独
自
の
講
義
・
実
習
・
討
論
科
目
を
付
加

し
て
、
複
数
の
高
度
学
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
編
成
し
て
あ
り
ま
す
。

【
教
育
目
標
】

　
こ
れ
ら
の
高
度
学
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
修
に
よ
り
、
従
来
の
専
門
領
域
に
加
え
て
ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
・
ナ
ノ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
体
系
化
さ
れ
た
幅
広
い
知
識
と
、
そ
の
社
会
・
産
業
へ
の
展
開
方
法
を
修
得
さ
せ
、
よ
っ
て
有
能

な
ナ
ノ
関
連
分
野
の
基
礎
研
究
開
発
能
力
を
持
つ
国
際
的
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
ま
す
。

【
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色
】

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
構
成
は
、
ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
・
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
関
わ
る
学
生
が
広
く
聴
講
す
べ
き
講
義
群

を
、
５
つ
の
コ
ー
ス
に
分
類
し
て
、
こ
れ
に
社
会
に
お
け
る
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用
実
例
や
実
用
化
に
お
け
る

課
題
を
講
義
す
る
ナ
ノ
テ
ク
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
特
論
（
必
修
科
目
、
吹
田
・
豊
中
遠
隔
中
継
）、
社
会
普
及
、
標
準
化
、

ナ
ノ
リ
ス
ク
を
説
く
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
社
会
受
容
特
論
Ａ
/Ｂ
（
1
科
目
選
択
必
修
、
土
曜
開
講
、
吹
田
・
豊
中
・

中
之
島
遠
隔
中
継
）、
各
種
産
業
発
展
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
用
い
た
要
素
技
術
の
解
説
と
自
分
の
専
門
に
対
す
る
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
ー
を
行
う
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
デ
ザ
イ
ン
特
論
Ａ
/Ｂ
（
1
科
目
選
択
必
修
、
土
曜
開
講
、
吹
田
・
豊

中
・
中
之
島
遠
隔
中
継
）
を
加
え
て
、
将
来
ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
・
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
関
連
分
野
へ
進
む
全
学
の
学

生
に
対
し
て
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
講
義
の
み
な
ら
ず
、
主
に
夏
期
集
中
で

部
局
横
断
的
な
演
習
、
実
験
を
含
め
た
高
度
実
習
訓
練
（
約
20
課
題
）
を
行
う
こ
と
と
、
社
会
人
を
含
め
た
討
論

重
視
の
土
曜
講
座
へ
の
参
加
を
特
徴
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
科
学
技
術
の
国
際
化
に
向
け
て
、
英
語
で
開
講
中
の

「
国
際
ナ
ノ
理
工
学
特
論
Ａ
」
に
加
え
て
、
平
成
28
年
度
よ
り
「
国
際
ナ
ノ
理
工
学
特
論
Ｂ
」
及
び
「
国
際
ナ
ノ
理

工
学
特
論
Ｃ
」
を
開
講
し
、
海
外
と
の
交
換
講
義
、
外
国
人
教
員
に
よ
る
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　
大
学
院
博
士
前
期
課
程
副
専
攻
の
高
度
学
際
教
育
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
以
下
の
５
つ
の
コ
ー
ス
を
平
成

28
年
度
に
実
施
し
ま
す
。

　
①
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
・
ナ
ノ
デ
バ
イ
ス
デ
ザ
イ
ン
学
　
　
②
ナ
ノ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
･
ナ
ノ
材
料
学

　
③
超
分
子
ナ
ノ
バ
イ
オ
プ
ロ
セ
ス
学
　
　
　
　
　
　
　
　
④
ナ
ノ
構
造
・
機
能
計
測
解
析
学

　
⑤
ナ
ノ
フ
ォ
ト
ニ
ク
ス
学

履
修
資
格
・
条
件

な
し

前
提
知
識
の
要
否
・
目
安

一
般
に
、
理
工
系
の
学
部
レ
ベ
ル
の
知
識
を
要
し
ま
す
。

修
了
要
件

１
４
単
位
以
上

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
認
定
に
は
、
１
つ
の
コ
ー
ス
の
中
か
ら
講
義
科
目
１
３
単
位
（
う
ち
所
属
の

専
攻
ま
た
は
領
域
の
授
業
科
目
に
な
い
講
義
科
目
†
７
単
位
以
上
を
含
む
）、
お
よ
び
集
中
実
習

科
目
１
単
位
以
上
を
修
得
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
修
得
し
た
単
位
の
う
ち
最
低
７
単

位
は
、
所
属
研
究
科
の
修
了
に
直
接
関
わ
ら
な
い
単
位
と
し
て
修
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

†
：「
ナ
ノ
テ
ク
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
特
論
」
(必
修
科
目
)、
「
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
社
会
受
容
特

論
Ａ
/Ｂ
」
(い
ず
れ
か
は
必
修
科
目
)、
「
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
デ
ザ
イ
ン
特
論
Ａ
/Ｂ
」
(い
ず

れ
か
は
必
修
科
目
)、
「
国
際
ナ
ノ
理
工
学
特
論
Ａ
/Ｂ
/Ｃ
」
(選
択
科
目
)を
含
み
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先
等

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
全
般
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
，
ナ
ノ
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
務
局
へ
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
電
子
メ
ー

ル
の
際
に
は
，
必
ず
所
属
研
究
科
・
専
攻
・
研
究
室
名
，
履
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
名
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

ナ
ノ
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
務
局
：
豊
中
地
区
 文
理
融
合
型
研
究
棟
3
階
30
3
号
室

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：
na
no
-p
ro
gr
am
@
in
sd
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp
 T
EL
：
06
-6
85
0-
63
98

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
ht
tp
://
w
w
w
.si
gm
a.
es
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp
/p
ub
/n
an
o/
 内
線
(6
39
8)

説
明
会
の
日
程

■
ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
デ
ザ
イ
ン
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
説
明
会

【
吹
田
】
平
成
28
年
4
月
7
日
（
木
）
12
時
10
分
～
12
時
50
分
　
工
学
研
究
科
U2
-2
11
(U
棟
2
階
)

【
豊
中
】
平
成
28
年
4
月
11
日
（
月
）
12
時
10
分
～
12
時
50
分
　
基
礎
工
学
研
究
科
G5
09
（
G
棟
5
階
）

【
豊
中
】
平
成
28
年
4
月
14
日
（
木
）
12
時
10
分
～
12
時
50
分
　
理
学
研
究
科
G1
03
（
G
棟
1
階
　
塩
見
記
念
室
）

■
合
同
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
吹
田
）
平
成
28
年
4
月
8
日
（
金
）
11
時
30
分
～
13
時
30
分
　
産
学
連
携
本
部
C
棟
3
階
e-
sq
ua
re
さ
い
え
ん
す
工
房

（
豊
中
）
平
成
28
年
4
月
12
日
（
火
）
11
時
30
分
～
13
時
30
分
　
基
礎
工
学
国
際
棟
１
階
 セ
ミ
ナ
ー
室

特
記
事
項

・
本
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
申
請
す
る
学
生
は
、
同
時
に
高
度
副
プ
ロ
グ
ラ
ム
【
略
称
：
ナ
ノ
高
度
学
際
教
育
研
究

訓
練
(前
期
課
程
)】
も
申
請
す
る
こ
と
を
推
奨
し
ま
す
。こ
れ
は
単
位
不
足
の
場
合
で
も
副
プ
ロ
グ
ラ
ム（
９
単
位
）

の
修
了
は
可
能
な
場
合
が
あ
る
か
ら
で
す
。

・
２
年
目
以
降
履
修
の
場
合
に
は
、
ナ
ノ
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
務
局
へ
の
直
接
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
「
前
期
課

程
プ
ロ
グ
ラ
ム
履
修
申
請
書
」
を
事
務
局
へ
必
ず
提
出
し
て
下
さ
い
。

構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
択

29
06
27

ナ
ノ
テ
ク
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
特
論

2
　

１
学
期

基
礎
工
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）

吹
田
・
豊
中

Ｔ
Ｖ
配
信

29
07
30

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
社
会
受
容
特
論
Ａ

　
2

集
中

(偶
数
年
開
講
)
基
礎
工
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）

＊
Ａ
ま
た
は

Ｂ
は
選
択
必
修

29
07
34

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
社
会
受
容
特
論
Ｂ

　
2

不
開
講

（
奇
数
年
開
講
）
基
礎
工
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）

29
07
05

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
デ
ザ
イ
ン
特
論
Ａ

　
2

集
中

(偶
数
年
開
講
)
基
礎
工
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）

＊
Ａ
ま
た
は

Ｂ
は
選
択
必
修

29
07
06

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
デ
ザ
イ
ン
特
論
Ｂ

　
2

不
開
講

（
奇
数
年
開
講
）
基
礎
工
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）

29
07
35

国
際
ナ
ノ
理
工
学
特
論
Ａ

　
1

集
中

基
礎
工
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）

　

29
07
40

国
際
ナ
ノ
理
工
学
特
論
Ｂ

　
1

集
中

基
礎
工
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）

29
07
41

国
際
ナ
ノ
理
工
学
特
論
Ｃ

　
1

集
中

基
礎
工
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）

①
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
・
ナ
ノ
デ
バ
イ
ス
デ
ザ
イ
ン
学

29
04
33

理
論
物
質
科
学

（
Th
eo
re
tic
al
 M
at
er
ia
ls 
Sc
ie
nc
e）

　
2

1
学
期

基
礎
工
学
研
究
科

（
博
士
前
期
）

　

24
12
56

ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
・
ナ
ノ
デ
バ
イ
ス
デ
ザ
イ
ン
学

1
　

通
年

理
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）

集
中
実
習

　
②
ナ
ノ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
･
ナ
ノ
材
料
学

　
　

　
　

　

28
07
76

結
晶
成
長
工
学

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科

（
博
士
前
期
）

　

24
09
28

ナ
ノ
プ
ロ
セ
ス
・
物
性
・
デ
バ
イ
ス
学

1
　

通
年

理
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）

集
中
実
習

　
③
超
分
子
ナ
ノ
バ
イ
オ
プ
ロ
セ
ス
学

　
　

　
　

　

29
04
37

ミ
ク
ロ
分
子
分
光
学

　
2

2
学
期

基
礎
工
学
研
究
科

（
博
士
前
期
）

　

24
09
29

超
分
子
ナ
ノ
バ
イ
オ
プ
ロ
セ
ス
学

1
　

通
年

理
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）

集
中
実
習

　
④
ナ
ノ
構
造
・
機
能
計
測
解
析
学

　
　

　
　

　

28
01
19

極
微
構
造
解
析
学

　
2

2
学
期

工
学
研
究
科

（
博
士
前
期
）

　

24
09
30

ナ
ノ
構
造
・
機
能
計
測
解
析
学

1
　

通
年

理
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）

集
中
実
習

　
⑤
ナ
ノ
フ
ォ
ト
ニ
ク
ス
学

　
　

　
　

　

28
02
06

光
量
子
工
学

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科

（
博
士
前
期
）

　

24
09
31

ナ
ノ
フ
ォ
ト
ニ
ク
ス
学

1
　

通
年

理
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）

集
中
実
習

※
上
記
科
目
は
、
各
コ
ー
ス
の
一
部
の
科
目
の
み
表
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
他
の
科
目
に
つ
い
て
は
、
ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
デ
ザ
イ
ン
教
育
研
究

　
セ
ン
タ
ー
の
発
行
す
る
案
内
冊
子
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



18

プ
ロ
グ
ラ
ム
名
称

超
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
部
局

未
来
戦
略
機
構
　
第
一
部
門
（
超
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
博
士
課
程
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

連
携
部
局

－

履
修
対
象
者

修
士
・
博
士
※
下
記
の
履
修
資
格
・
条
件
を
参
照
の
こ
と

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

及
び
教
育
目
標

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
】

　
今
日
の
世
界
は
、
優
れ
た
知
恵
の
競
い
合
い
が
顕
著
に
な
り
つ
つ
あ
る
時
代
で
す
。
な
か
で
も
、
科
学
と
技
術
の

発
展
が
社
会
の
変
化
を
牽
引
し
て
い
ま
す
。
他
方
、
そ
の
背
後
で
は
、
環
境
問
題
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
､
経
済
発
展

に
伴
う
貧
困
や
格
差
の
出
現
、
人
口
減
少
社
会
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
様
々
な
問
題
や
課
題
も
深
刻
さ
を
増
し
て
い
ま

す
。
知
の
爆
発
的
な
拡
大
が
際
限
の
な
い
専
門
分
野
の
細
分
化
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
現
実
の
問
題
や
課
題
の
複
合

的
な
性
質
に
う
ま
く
対
応
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
日
、
諸
々
の
複
合
的
な
問
題
や
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た

め
に
は
、
特
定
の
分
野
に
お
け
る
高
い
専
門
性
を
有
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
全
体
を
俯
瞰
し
た
上
で
そ
の

専
門
知
を
他
の
専
門
知
と
統
合
し
て
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
独
創
的
な
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
高
度
な
人
材
の
育
成
を
担
っ
て
き
た
博
士
課
程
教
育
は
、
従
来
、
あ
る
限
定
さ
れ
た
分
野
で
高
い
専
門
性
を
有
す

る
人
材
、
つ
ま
り
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
養
成
を
主
目
的
と
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
上
記
の
事
態
の
も
と
、
社
会
が

求
め
る
人
材
像
は
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
り
、
新
た
な
知
を
創
り
出
す
こ
と
に
留
ま
ら
ず
知
の
力
を
駆
使
し
て
困
難

な
課
題
に
挑
ん
で
い
く
高
度
な
人
材
と
し
て
の
「
知
」
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
超
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
課
題
設
定
・
解
決
能
力
な
ら
び
に
そ
の
実
行
・
実
装
の
た
め

の
総
合
的
な
能
力
、
ま
た
、
高
度
な
教
養
に
基
づ
く
知
識
（
文
化
と
歴
史
及
び
社
会
の
し
く
み
、
科
学
と
技
術
、
社

会
の
今
と
こ
れ
か
ら
な
ど
）
と
汎
用
性
の
高
い
技
能
（
表
現
技
法
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
な
ど
）
の
修
得
を
念

頭
に
置
い
た
文
理
統
合
・
学
生
参
加
型
の
授
業
科
目
を
系
統
的
に
提
供
し
、
そ
れ
ら
の
学
習
を
通
し
て
上
記
の
よ
う

な
諸
課
題
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
な
お
、
本
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
博
士
課
程
教
育
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
超
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
博
士

課
程
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
以
下
「
超
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
博
士
課
程
プ
ロ
グ
ラ
ム
」）
の
一
部
の
授
業
科
目
に
よ
り
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

【
教
育
目
標
】

（
１
）
社
会
に
お
け
る
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
た
多
様
な
基
盤
を
能
動
的
学
習
を
通
じ
て
育
成
し
ま
す
。

（
２
）
専
門
以
外
の
様
々
な
領
域
に
つ
い
て
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
学
習
を
通
じ
て
、
異
分
野
の
理
解
力
や
学
習
能
力
を
向

上
さ
せ
ま
す
。

（
３
）
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
、
社
会
で
の
活
動
の
基
盤
と
な
る
能
力
を

育
成
し
ま
す
。

履
修
資
格
・
条
件

【
履
修
対
象
】

１
．
平
成
28
年
4
月
よ
り
、
超
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
博
士
課
程
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
履
修
す
る
学
生
（
以
下
「
超
域

　
　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
履
修
生
」）

２
．
上
記
1.
以
外
の
者
で
、
平
成
28
年
4
月
又
は
平
成
27
年
10
月
に
、
博
士
前
期
課
程
又
は
博
士
課
程

　
　（
医
、
歯
、
薬
の
4
年
制
課
程
又
は
生
命
機
能
研
究
科
）
に
入
学
し
た
者

【
定
員
】

　
超
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
履
修
生
を
含
み
、
最
大
24
名
程
度

【
選
考
】

　
超
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
履
修
生
以
外
は
選
考
の
上
、
受
講
生
を
決
定
し
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
4
月
以
降
に
KO
AN
等
に
よ
り
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

前
提
知
識
の
要
否
・
目
安

特
に
な
し
。

修
了
要
件

１
４
単
位
以
上

（
１
）
必
修
科
目
①
の
4.
6
単
位
を
修
得
す
る
こ
と
。

（
２
）
選
択
必
修
科
目
①
か
ら
2.
4
単
位
以
上
、ま
た
、選
択
必
修
科
目
②
か
ら
3.
2
単
位
以
上
、

選
択
必
修
科
目
③
か
ら
1.
2
単
位
以
上
を
修
得
す
る
こ
と
。
 

（
３
）
以
上
の
も
と
で
、
必
修
科
目
を
4.
6
単
位
、
選
択
必
修
科
目
を
9.
4
単
位
以
上
修
得
す

る
こ
と
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先
等

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
ht
tp
://
w
w
w
.c
bi
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp
/

未
来
戦
略
機
構
第
一
部
門
（
超
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
博
士
課
程
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
事
務
室

E-
m
ai
l：
in
fo
@
cb
i.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp

説
明
会
の
日
程

■
合
同
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
吹
田
）
平
成
２
８
年
４
月
 ８
日
（
金
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
産
学
連
携
本
部
C
棟
３
階
 e
-s
qu
ar
e
さ
い
え
ん
す
工
房

（
豊
中
）
平
成
２
８
年
４
月
１
２
日
（
火
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
基
礎
工
学
国
際
棟
１
階
 セ
ミ
ナ
ー
室

特
記
事
項

博
士
前
期
課
程
１
年
次
に
お
い
て
、
超
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
修
に
取
り
組
ん
だ
実
績
が
あ

る
場
合
は
、
超
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
博
士
課
程
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
２
年
次
編
入
の
出
願
の
際
に
そ
の
実
績
を
特
記
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
細
は
超
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
案
内
冊
子
等
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
択

必
修
科
目
①
：
　
超
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ア
　【
4.
6
単
位
修
得
】

9A
00
01

超
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
序
論

0.
6
　

1
学
期

未
来
戦
略
機
構
（
院
）
　

9A
00
05

社
会
の
中
の
科
学
技
術

2
　

不
開
講

未
来
戦
略
機
構
（
院
）
平
成
29
年
度
以
降
開
講
予
定

9A
00
11

フ
ィ
ー
ル
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

2
　

不
開
講

未
来
戦
略
機
構
（
院
）
平
成
29
年
度
以
降
開
講
予
定

選
択
必
修
科
目
①
：
　
超
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ア
　【
2.
4
単
位
以
上
修
得
】

9A
00
02

シ
ス
テ
ム
思
考

　
0.
6
1
学
期

未
来
戦
略
機
構
（
院
）
　

9A
00
03

課
題
解
決
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
入
門

　
0.
6
1
学
期

未
来
戦
略
機
構
（
院
）
　

9A
00
04

デ
ザ
イ
ン
思
考

　
0.
6
1
学
期

未
来
戦
略
機
構
（
院
）
　

9A
00
06

課
題
解
決
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
Ⅰ

　
0.
6
不
開
講

未
来
戦
略
機
構
（
院
）
平
成
29
年
度
以
降
開
講
予
定

9A
00
07

課
題
解
決
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
Ⅱ

　
0.
6
不
開
講

未
来
戦
略
機
構
（
院
）
平
成
29
年
度
以
降
開
講
予
定

9A
00
08

課
題
解
決
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
Ⅲ

　
0.
6
不
開
講

未
来
戦
略
機
構
（
院
）
平
成
29
年
度
以
降
開
講
予
定

9A
00
09

課
題
解
決
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
Ⅳ

　
0.
6
不
開
講

未
来
戦
略
機
構
（
院
）
平
成
29
年
度
以
降
開
講
予
定

9A
00
10

課
題
解
決
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
Ⅴ

　
0.
6
不
開
講

未
来
戦
略
機
構
（
院
）
平
成
29
年
度
以
降
開
講
予
定

選
択
必
修
科
目
②
：
　
超
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
知
識
・
教
養
 【
3.
2
単
位
以
上
修
得
】

9A
00
12

超
域
人
文
社
会
科
学
Ⅰ

　
2

2
学
期

未
来
戦
略
機
構
（
院
）
　

9A
00
13

超
域
人
文
社
会
科
学
Ⅱ

　
2

不
開
講

未
来
戦
略
機
構
（
院
）
平
成
29
年
度
以
降
開
講
予
定

9A
00
14

超
域
理
工
学
Ⅰ

　
2

2
学
期

未
来
戦
略
機
構
（
院
）
　

9A
00
15

超
域
理
工
学
Ⅱ

　
2

不
開
講

未
来
戦
略
機
構
（
院
）
平
成
29
年
度
以
降
開
講
予
定

9A
00
16

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
経
済
学
的
思
考
法

　
0.
6
1
学
期

未
来
戦
略
機
構
（
院
）
　

9A
00
17

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
経
営
学

　
0.
6
2
学
期

未
来
戦
略
機
構
（
院
）
　

9A
00
18

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
政
策
論

　
0.
6
不
開
講

未
来
戦
略
機
構
（
院
）
平
成
29
年
度
以
降
開
講
予
定

9A
00
19

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

　
0.
6
1
学
期

未
来
戦
略
機
構
（
院
）
　

9A
00
20

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
組
織
論

　
0.
6
2
学
期

未
来
戦
略
機
構
（
院
）
　

9A
00
21

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
未
来
学

　
0.
6
1
学
期

未
来
戦
略
機
構
（
院
）
　

9A
00
22

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
認
知

　
0.
6
1
学
期

未
来
戦
略
機
構
（
院
）
　

9A
00
23

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
国
際
協
力
論

　
0.
6
2
学
期

未
来
戦
略
機
構
（
院
）
　

選
択
必
修
科
目
③
：
超
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
展
開
力
 （
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ラ
ブ
ル
ス
キ
ル
系
・
研
究
リ
テ
ラ
シ
ー
系
）【
1.
2
単
位
以
上
修
得
】

9A
00
24

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ラ
ブ
ル
ス
キ
ル
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
Ⅰ

　
0.
6
不
開
講

未
来
戦
略
機
構
（
院
）
平
成
29
年
度
以
降
開
講
予
定

9A
00
25

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ラ
ブ
ル
ス
キ
ル
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
Ⅱ

　
0.
6
1
学
期

未
来
戦
略
機
構
（
院
）
　

9A
00
26

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ラ
ブ
ル
ス
キ
ル
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
Ⅲ

　
0.
6
1
学
期

未
来
戦
略
機
構
（
院
）
　

9A
00
27

ア
ー
ト
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
0.
6
不
開
講

未
来
戦
略
機
構
（
院
）
平
成
29
年
度
以
降
開
講
予
定

9A
00
28

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
ズ

　
0.
6
不
開
講

未
来
戦
略
機
構
（
院
）
平
成
29
年
度
以
降
開
講
予
定

9A
00
29

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ

　
0.
6
2
学
期

未
来
戦
略
機
構
（
院
）
　

9A
00
30

統
計
リ
テ
ラ
シ
ー

　
0.
6
不
開
講

未
来
戦
略
機
構
（
院
）
平
成
29
年
度
以
降
開
講
予
定

9A
00
31

リ
サ
ー
チ
デ
ザ
イ
ン

　
0.
6
2
学
期

未
来
戦
略
機
構
（
院
）
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平成 28年度
各プログラム個別紹介
（高度副プログラム）

※この冊子に掲載されているプログラムは、平成 28 年度に募集を行っているプログラムの情報を掲載しています。

　平成 29 年度以降に新たにプログラムの申請を行う場合は、当該年度発行の冊子をご覧ください。
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平成 28年度　高度副プログラム及び説明会予定一覧

プログラム名称
プログラム
実施部局

履修
対象者

説明会情報

説明
ページ

合同ガイダンス 左記以外の
開催予定
（詳細は
個別ページ
参照）

４／８ 
吹田

４／ 12
豊中

1
アート・メディオロジー
入門講座―理論と実践

文学研究科 Ｍ・Ｄ ○ ○ 24

2
グローバル化とコンフリ
クト―人間科学的アプ
ローチ

人間科学研究科 Ｍ ○ ○ 25

3

持続可能な日本の進路を
考える－成熟期を経た省
資源・少子高齢化の日本
の安心安全な進路のデザ
イン－

法学研究科 Ｍ・Ｄ ○ ○ 26

4
イノベーションリーダー
人材育成基礎プログラム

経済学研究科 Ｍ・Ｄ 27

5 基礎理学計測学 理学研究科 Ｍ・Ｄ ○ ○ 28

6 放射線科学 理学研究科 Ｍ・Ｄ ○ ○ 29

7
健康医療問題解決能力の
涵養

医学系研究科
（医科学専攻）

Ｍ・Ｄ 30

8 医療通訳
医学系研究科
（医科学専攻）

Ｍ・Ｄ ○ 31

9
健康・医療イノベーショ
ンプログラム

医学系研究科
（医科学専攻）

Ｍ・Ｄ ○ 32

10
スポーツ医科学研究プロ
グラム

医学系研究科
（医科学専攻）

Ｍ・Ｄ ○ ○ 33

11
高度がん医療人材育成プ
ログラム

医学系研究科
（保健学専攻）

Ｍ・Ｄ 34

12
看護教育・管理人材育成
プログラム

医学系研究科
（保健学専攻）

Ｍ・Ｄ 35

13 まちづくりデザイン学 工学研究科 Ｍ 36

14 高度溶接技術者プログラム 工学研究科 Ｍ・Ｄ ○ ○ 37

15 国際標準化 工学研究科 Ｍ・Ｄ ○ ○ 38

16
量子エンジニアリングデザ
イン研究特別プログラム

工学研究科 Ｍ・Ｄ ○ 39

17
環境イノベーションデザ
イン学

工学研究科 Ｍ・Ｄ ○ ○ 40

18
デジタルヒューマニティー
ズ：分析方法論と実践

言語文化研究科 Ｍ・Ｄ ○ 41

19 文化と植民地主義 言語文化研究科 Ｍ・Ｄ 42
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プログラム名称
プログラム
実施部局

履修
対象者

説明会情報

説明
ページ

合同ガイダンス 左記以外の
開催予定
（詳細は
個別ページ
参照）

４／８ 
吹田

４／ 12
豊中

20
グローバルリーダーシッ
プ・プログラム

国際公共政策研究科 Ｍ・Ｄ 43

21
科学技術文明における公
共倫理とソーシャルイノ
ベーション

国際公共政策研究科 Ｍ・Ｄ ○ 44

22
国際協力活動における公
共倫理とソーシャルイノ
ベーション

国際公共政策研究科 Ｍ・Ｄ ○ 45

23 組込みシステム 情報科学研究科 Ｍ 46

24
大規模適応設計プログラ
ム

情報科学研究科 Ｍ 47

25
感染症学免疫学融合プロ
グラム

微生物病研究所 Ｄ 4／ 5 48

26
インターカルチュラル・
コミュニケーションの理
論と実践

国際教育交流
センター

Ｍ・Ｄ ○ 49

27
臨床医工学・情報学融合
領域の人材育成教育プロ
グラム：専門科

国際医工情報
センター

Ｍ・Ｄ ○ ○ 50

28
臨床医工学・情報学融合
領域の人材育成教育プログ
ラム：高度職業人育成科

国際医工情報
センター

Ｍ・Ｄ ○ ○ 51

29
公共圏における科学技術
政策

コミュニケーション
デザイン・センター

Ｍ・Ｄ ○ ○ 52

30 データ科学
数理データ科学教育
研究センター

Ｍ・Ｄ ○ ○ 4／ 8 53

31 数理モデル
数理データ科学教育
研究センター

Ｍ・Ｄ ○ ○ 4／ 8 54

32

ナノサイエンス・ナノテ
クノロジー高度学際教育
研究訓練プログラム（博
士前期課程高度学際教育）

ナノサイエンス
デザイン教育研究
センター

Ｍ ○ ○
4／ 7・
11・14

55

33

ナノサイエンス・ナノテク
ノロジー高度学際教育研究
訓練プログラム（博士後期
課程社会人特別選抜）

ナノサイエンス
デザイン教育研究
センター

Ｄ ○ ○ 4／ 1 56

34

ナノサイエンス・ナノテ
クノロジー高度学際教育
研究訓練プログラム（博
士後期課程教育研究訓練
プログラム）

ナノサイエンス
デザイン教育研究
センター

Ｄ ○ ○ 57
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プログラム名称
プログラム
実施部局

履修
対象者

説明会情報

説明
ページ

合同ガイダンス 左記以外の
開催予定
（詳細は
個別ページ
参照）

４／８ 
吹田

４／ 12
豊中

35
知的財産法を修得した人
材育成

知的財産センター Ｍ・Ｄ ○ ○ 4／ 1 58

36
実学主義　～企業の視点
から科学する～

産学連携本部 Ｍ・Ｄ ○ ○ 59

37
大阪大学未来の大学教員
養成プログラム

教育学習支援
センター

Ｍ・Ｄ ○ ○ 60

※履修対象者    
　Ｂ５、６……６年制課程の学部（医学部・歯学部・薬学部）の５、６年次    
　Ｍ……………博士前期課程・修士課程・生命機能研究科の博士課程１、２年次・法科大学院の課程
　Ｄ……………博士後期課程・博士課程・生命機能研究科の博士課程３年次以上
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プ
ロ
グ
ラ
ム
名
称

ア
ー
ト
・
メ
デ
ィ
オ
ロ
ジ
ー
入
門
講
座
̶
理
論
と
実
践

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
部
局

文
学
研
究
科

連
携
部
局

－

履
修
対
象
者

修
士
　
・
　
博
士

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

及
び
教
育
目
標

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
】

　「
ア
ー
ト
・
メ
デ
ィ
オ
ロ
ジ
ー
入
門
講
座
－
理
論
と
実
践
」
は
、
現
代
社
会
で
ア
ー
ト
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
計
画
し
、
社
会
的
実
践
に
結
び
付
け
て
行
く
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
育
成
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

ア
ー
ト
が
現
代
社
会
の
諸
局
面
で
活
用
さ
れ
る
機
会
は
増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、
ア
ー
ト
の
社
会
的
機
能

に
つ
い
て
の
根
本
的
な
理
解
な
し
に
は
継
続
的
で
影
響
力
の
あ
る
実
践
は
で
き
ま
せ
ん
。
ア
ー
ト
を
社
会

に
生
か
し
、
社
会
に
根
付
い
た
も
の
に
す
る
た
め
に
は
た
だ
単
に
実
践
出
来
る
だ
け
で
は
な
く
、
ア
ー
ト

に
つ
い
て
そ
の
必
要
性
を
社
会
的
に
説
明
で
き
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
そ
の
よ
う

な
現
代
社
会
の
多
ジ
ャ
ン
ル
に
ま
た
が
る
ア
ー
ト
の
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
役
割
、
現
代
社
会
に
お
け
る
意

義
、
未
来
へ
の
展
望
に
つ
い
て
理
論
的
歴
史
的
に
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
実

践
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
こ
と
で
具
体
的
な
ア
ー
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
過
程
を
学
び
ま
す
。

【
教
育
目
標
】

・
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
各
ア
ー
ト
に
お
け
る
基
礎
的
知
識
の
習
得

・
ア
ー
ト
を
媒
介
に
す
る
社
会
的
実
践
能
力
の
育
成

・
地
域
社
会
と
ア
ー
ト
を
結
び
付
け
る
デ
ザ
イ
ン
力
の
涵
養

履
修
資
格
・
条
件

受
講
資
格
・
条
件
は
、
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
博
士
前
期
（
修
士
）
課
程
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
が
、
博
士
後
期
課
程
の
学
生
も
受

講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

前
提
知
識
の
要
否
・
目
安
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

修
了
要
件

８
単
位
以
上

２
年
以
内
に
８
単
位
を
修
得
し
て
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先
等

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
ht
tp
://
w
w
w
.le
t.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp
/

問
い
合
わ
せ
先
：
文
学
研
究
科
教
務
係

Em
ai
l：
bu
ns
ou
ha
ku
-k
yo
um
u@
offi
  c
e.
os
ak
a-
u.
ac
.jp

説
明
会
の
日
程

■
合
同
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
吹
田
）
平
成
２
８
年
４
月
 ８
日
（
金
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
産
学
連
携
本
部
C
棟
３
階
 e
-s
qu
ar
e
さ
い
え
ん
す
工
房

（
豊
中
）
平
成
２
８
年
４
月
１
２
日
（
火
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
基
礎
工
学
国
際
棟
１
階
 セ
ミ
ナ
ー
室

特
記
事
項

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
２
年
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
択

20
C
20
1
ア
ー
ト
・
メ
デ
ィ
ア
史
講
義

2
　

1
学
期

文
学
研
究
科
（
修
士
）

　

20
C
20
5
メ
デ
ィ
ア
文
化
論
講
義

　
2

1
学
期

文
学
研
究
科
（
修
士
）

　

20
C
21
1
芸
術
環
境
論
講
義

　
2

2
学
期

文
学
研
究
科
（
修
士
）

　

20
C
20
7
映
像
メ
デ
ィ
ア
論
講
義

　
2

1
学
期

文
学
研
究
科
（
修
士
）

　

20
C
21
3
ア
ー
ト
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
論
演
習

　
2

通
　
年

文
学
研
究
科
（
修
士
）

不
定
期
開
講

20
C
21
6
メ
デ
ィ
ア
論
Ｂ
演
習

　
2

2
学
期

文
学
研
究
科
（
修
士
）

　

20
C
21
0
実
践
芸
術
論
演
習

　
2

2
学
期

文
学
研
究
科
（
修
士
）

　

20
C
20
3
空
間
メ
デ
ィ
ア
論
講
義

　
2

不
開
講

文
学
研
究
科
（
修
士
）
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プ
ロ
グ
ラ
ム
名
称

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
コ
ン
フ
リ
ク
ト
―
人
間
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
部
局

人
間
科
学
研
究
科

連
携
部
局

文
学
研
究
科
、
国
際
公
共
政
策
研
究
科
、
国
際
教
育
交
流
セ
ン
タ
ー
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
・
セ
ン
タ
ー
（
CS
CD
）

履
修
対
象
者

修
士

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

及
び
教
育
目
標

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
】

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
現
代
世
界
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
フ
リ
ク
ト
（
紛
争
、
摩
擦
、
葛
藤
）
が
生
じ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
先
進
国
と
発
展
途
上
国
、
洋
の
東
西
南
北
を
問
わ
な
い
、
ま
さ
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
現

象
で
あ
り
、
日
本
に
暮
ら
す
私
た
ち
に
と
っ
て
も
現
実
的
な
問
題
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

と
コ
ン
フ
リ
ク
ト
の
因
果
関
係
を
探
求
す
る
と
と
も
に
、
個
別
の
コ
ン
フ
リ
ク
ト
が
生
じ
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル

お
よ
び
ロ
ー
カ
ル
な
文
脈
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
本
課
題
を
解
明
す
る
に
は
、
普

遍
と
特
殊
、
全
体
と
個
別
の
あ
い
だ
を
縦
横
に
往
復
し
つ
つ
、
考
察
を
深
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ

れ
に
よ
っ
て
コ
ン
フ
リ
ク
ト
を
解
決
あ
る
い
は
軽
減
す
る
た
め
の
道
筋
も
見
え
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

　
な
お
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
21
世
紀
CO
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
人
文
学
」
お
よ
び
グ

ロ
ー
バ
ル
CO
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
コ
ン
フ
リ
ク
ト
の
人
文
学
国
際
研
究
教
育
拠
点
」
の
成
果
を
大
学
院
博
士

前
期
課
程
の
教
育
に
還
元
し
、
継
承
発
展
さ
せ
る
た
め
に
構
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

【
教
育
目
標
】

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
人
類
学
を
中
心
と
し
つ
つ
関
連
す
る
諸
学
問
分
野
の
科
目
の
履
修
を
通
じ
て
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
と
コ
ン
フ
リ
ク
ト
と
い
う
課
題
を
総
合
的
か
つ
専
門
的
に
理
解
し
対
処
す
る
能
力
を
養
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

履
修
資
格
・
条
件

と
く
に
資
格
や
条
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。
理
系
・
文
系
を
問
わ
ず
、全
学
か
ら
の
参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。
と
く
に
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
民
族
紛
争
、
開
発
・
人
道
援
助
、
貧
困
、
移
民
・
難
民
、
文
化
摩

擦
な
ど
の
課
題
に
関
心
の
あ
る
学
生
向
き
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

前
提
知
識
の
要
否
・
目
安
と
く
に
前
提
知
識
は
必
要
と
し
な
い
。

修
了
要
件

８
単
位
以
上

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
科
目
か
ら
必
修
科
目
4
単
位
を
含
む
8
単
位
以
上
を
修
得
す

る
こ
と
と
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先
等

人
間
科
学
研
究
科
人
類
学
研
究
室
（
内
線
80
85
）

説
明
会
の
日
程

■
合
同
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
吹
田
）
平
成
２
８
年
４
月
 ８
日
（
金
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
産
学
連
携
本
部
C
棟
３
階
 e
-s
qu
ar
e
さ
い
え
ん
す
工
房

（
豊
中
）
平
成
２
８
年
４
月
１
２
日
（
火
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
基
礎
工
学
国
際
棟
１
階
 セ
ミ
ナ
ー
室

特
記
事
項

特
に
な
し
。

構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
択

21
16
31

コ
ン
フ
リ
ク
ト
の
人
文
学
特
講
Ⅰ

2
　

1
学
期

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

21
16
32

コ
ン
フ
リ
ク
ト
の
人
文
学
特
講
Ⅱ

2
　

2
学
期

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

21
17
19

科
学
技
術
と
文
化
特
講
 

　
2

2
学
期
 
人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

21
15
46

フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
法
特
講

　
2

不
開
講

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

21
12
00

ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
特
講

　
2

2
学
期

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

21
11
99

家
族
社
会
学
特
講

　
2

不
開
講

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

21
17
08

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
教
育
特
講

　
2

不
開
講

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

英
語

21
17
46

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
教
育
特
講
（
B）

　
2

2
学
期

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

英
語

21
12
34

政
治
経
済
の
人
類
学
特
講

　
2

1
学
期

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

21
12
23

比
較
思
想
史
特
講

　
2

2
学
期

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

21
12
22

比
較
文
明
学
特
講

　
2

集
中

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

21
17
94

国
際
協
力
学
特
講
Ⅰ

　
2

1
学
期

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

英
語

21
17
95

国
際
協
力
学
特
講
Ⅱ

　
2

2
学
期

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

英
語

20
C
41
9
言
語
接
触
論
Ⅰ
講
義

　
2

１
学
期

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

31
11
64

特
殊
講
義
（
紛
争
研
究
概
論
）

　
2

１
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科（
博
士
前
期
）
　

31
12
59

特
殊
講
義
（
Af
ric
an
 p
ol
iti
cs
 a
nd
 c
on
fl i
ct
）

　
2

１
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科（
博
士
前
期
）
英
語

21
17
53

共
生
社
会
論
特
講
Ⅰ

　
2

１
学
期

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

21
17
48

共
生
の
人
間
学
特
講
Ⅱ

　
2

2
学
期

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

21
18
02

多
文
化
共
生
学
特
講
Ⅱ

　
2

１
学
期

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

72
01
18

Th
eo
ry
 a
nd
 P
ra
ct
ic
e 
of
 H
um
an
 S
ec
ur
ity
 a
nd
 

D
ev
el
op
m
en
t

　
2

2
学
期

国
際
教
育
交
流
セ
ン
タ
ー
（
院
）

英
語

72
02
01

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
理
論
と
実
践

　
2

2
学
期

国
際
教
育
交
流
セ
ン
タ
ー
（
院
）

　

36
01
33

医
療
人
類
学

　
2

1
学
期

CS
CD
（
院
）

　

36
01
23

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
論

　
2

不
開
講

CS
CD
（
院
）

　

36
01
41

民
族
誌
学

　
2

不
開
講

CS
CD
（
院
）
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プ
ロ
グ
ラ
ム
名
称

持
続
可
能
な
日
本
の
進
路
を
考
え
る

－
成
熟
期
を
経
た
省
資
源
・
少
子
高
齢
化
の
日
本
の
安
心
安
全
な
進
路
の
デ
ザ
イ
ン
－

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
部
局

法
学
研
究
科

連
携
部
局

国
際
公
共
政
策
研
究
科
、
経
済
学
研
究
科
、
工
学
研
究
科
、
国
際
教
育
交
流
セ
ン
タ
ー
、

全
学
教
育
推
進
機
構

履
修
対
象
者

修
士
　
・
　
博
士

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

及
び
教
育
目
標

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
】

　
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
が
進
展
す
る
中
、
我
が
国
は
先
進
諸
国
に
先
駆
け
て
少
子
高
齢
化
社
会
に
移
行
し
、

加
え
て
省
資
源
の
国
と
し
て
、
様
々
な
社
会
的
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
高
度
な
経
済
成
長
は
終
焉
し
、

私
達
は
持
続
可
能
な
社
会
を
構
築
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
が
進
む
世
界
の
中
で
の
我
が
国
の
位
置
を
的
確
に
把
握
し
、
先
進
諸
国
を
先
導
す
る
よ
う
な
次
世
代

社
会
を
設
計
す
る
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
日
本
の
社
会
構
造
や
産
業
構
造
の
変
遷
、
世
界
の
中
の
日
本
の
強
み
・
弱
み
を

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
把
握
・
分
析
し
、
俯
瞰
的
・
大
局
的
な
知
を
修
得
し
ま
す
。
こ
れ
ら
を
も
と
に
、

グ
ル
ー
プ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
含
め
て
、
現
代
の
日
本
が
抱
え
る
課
題
を
分
析
し
、
そ
れ
ら
に
対
す

る
解
決
法
を
構
想
・
議
論
し
、
持
続
可
能
で
安
心
･
安
全
な
日
本
の
進
路
を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
す
。

【
教
育
目
標
】

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
学
修
を
通
し
て
以
下
の
能
力
を
身
に
つ
け
た
方
に
修
了
証
を
授
与
し
ま
す
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会
に
お
け
る
、

　
①
産
業
や
社
会
の
構
造
の
変
遷
を
知
っ
て
い
る
。

　
②
平
成
に
い
た
る
ま
で
の
お
よ
び
現
在
の
経
済
状
況
と
課
題
を
知
っ
て
い
る
。

　
③
世
界
の
中
の
日
本
の
強
み
と
弱
み
を
知
っ
て
い
る
。

　
④
持
続
可
能
で
安
心
･
安
全
な
日
本
の
進
路
を
考
え
、
構
想
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色
】

　
学
修
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
以
下
の
よ
う
な
科
目
が
提
供
さ
れ
、
系
統
的
な
学
修
が
可
能
で
す
。
各

科
目
は
次
の
よ
う
な
能
力
の
獲
得
と
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
①
「
労
働
法
１
」、
「
社
会
保
障
法
」、
「
公
共
政
策
Ⅰ
」、
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
(マ
ス
コ
ミ
と
国
際
公

共
政
策
)Ｍ
」、
「
知
価
社
会
論
」、
「
科
学
技
術
と
社
会
-未
来
を
拓
く
科
学
技
術
を
考
え
る
-」
に

よ
り
産
業
や
社
会
の
構
造
の
変
遷
を
知
る
。

　
②
「
比
較
産
業
史
Ⅰ
」
お
よ
び
「
経
済
学
特
論
（
日
本
商
業
史
Ⅰ
）」
に
よ
り
平
成
に
い
た
る
ま
で
の
お

よ
び
現
在
の
経
済
状
況
と
課
題
を
知
る
。

　
③
「
国
際
政
治
学
概
論
」
お
よ
び
「
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
理
論
と
実
践
」
に
よ
り
世
界

の
中
の
日
本
の
強
み
と
弱
み
を
知
る
。

　
④
「
総
合
演
習
(日
本
の
進
路
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
）
/日
本
の
進
路
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
)に
よ
り
持
続
可

能
で
安
心
･
安
全
な
日
本
の
進
路
を
考
え
、
構
想
す
る
。

履
修
資
格
・
条
件

な
し
。
全
学
か
ら
の
参
加
を
期
待
し
ま
す
。

前
提
知
識
の
要
否
・
目
安
前
提
知
識
は
不
要
。
様
々
な
研
究
科
の
学
生
や
教
員
と
共
に
真
摯
に
未
来
社
会
の
設
計
を
考
え
よ
う
と
す

る
学
生
を
歓
迎
す
る
。

修
了
要
件

８
単
位
以
上

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
科
目
か
ら
8
単
位
以
上
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先
等

問
い
合
わ
せ
先
（
担
当
教
員
）：

松
行
輝
昌
 （
06
-6
85
0-
69
85
, t
m
a@
ce
la
s.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp
）

説
明
会
の
日
程

■
合
同
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
吹
田
）
平
成
２
８
年
４
月
 ８
日
（
金
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
産
学
連
携
本
部
C
棟
３
階
 e
-s
qu
ar
e
さ
い
え
ん
す
工
房

（
豊
中
）
平
成
２
８
年
４
月
１
２
日
（
火
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
基
礎
工
学
国
際
棟
１
階
 セ
ミ
ナ
ー
室

特
記
事
項

「
総
合
演
習
（
日
本
の
進
路
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
）」
、「
日
本
の
進
路
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
」
は
平
成
29
年
度
は

開
講
さ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
今
年
度
中
に
履
修
す
る
こ
と
を
推
奨
す
る
。
  

構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
択

22
03
68

国
際
政
治
学
概
論

　
2

1
学
期

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

22
03
13

労
働
法
１

　
2

1
学
期

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

22
03
39

社
会
保
障
法

　
2

2
学
期

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

22
05
17

総
合
演
習
（
日
本
の
進
路
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
）

2
1
学
期

（
集
中
）
法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

C
50
10
3
日
本
の
進
路
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

全
学
教
育
推
進
機
構
（
院
）

31
04
02

公
共
政
策
Ⅰ

　
2

2
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科

（
博
士
前
期
）

31
11
62

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
(マ
ス
コ
ミ
と
国
際
公
共
政
策
)Ｍ

　
2

1
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科

（
博
士
前
期
）

23
01
58

比
較
産
業
史
Ⅰ

　
2

1
学
期

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

23
09
67

経
済
学
特
論
（
日
本
商
業
史
Ⅰ
）

　
2

不
開
講

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

28
06
49

知
価
社
会
論

2
2
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

23
21
68

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

28
11
61

科
学
技
術
と
社
会
　
-未
来
を
拓
く
科
学
技
術
を
考
え
る
-

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

72
02
01

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
理
論
と
実
践

　
2

2
学
期

国
際
教
育
交
流
セ
ン
タ
ー（
院
）
　

　「
総
合
演
習
（
日
本
の
進
路
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
）」
、「
日
本
の
進
路
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
」
は
平
成
29
年
度
は
開
講
さ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

今
年
度
中
に
履
修
す
る
こ
と
を
推
奨
す
る
。
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プ
ロ
グ
ラ
ム
名
称

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
リ
ー
ダ
ー
人
材
育
成
基
礎
プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
部
局

経
済
学
研
究
科

連
携
部
局

医
学
系
研
究
科
、
工
学
研
究
科

履
修
対
象
者

修
士
　
・
　
博
士

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

及
び
教
育
目
標

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
】

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ピ
ー
ド
が
速
ま
り
，
最
先
端
技
術
の
分
散
が
著
し
い
今
日
に
お
い
て
，
関
連
す
る

技
術
を
束
ね
て
，
研
究
開
発
を
推
進
す
る
，
商
品
開
発
を
企
画
す
る
，
事
業
化
を
模
索
す
る
，
と
い
っ

た
組
織
的
活
動
に
お
け
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ニ
ー
ズ
は
日
増
し
に
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
高
度
成
長
期

を
経
て
，
一
気
に
成
熟
期
に
突
入
し
た
日
本
が
，
今
後
グ
ロ
ー
バ
ル
に
競
争
優
位
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
維

持
す
る
に
は
，
最
先
端
技
術
を
融
合
さ
せ
た
技
術
開
発
を
実
現
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
，
ま
た
そ
う
し
た
人
材
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
を
向
上
さ
せ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色
】

　
そ
こ
で
我
々
経
済
学
研
究
科
で
は
，
主
に
経
営
学
系
専
攻
に
お
い
て
開
講
さ
れ
て
い
る
科
目
を
，
全
学

に
高
度
副
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
を
通
じ
て
，
大
阪
大
学
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
リ
ー

ダ
ー
育
成
の
基
礎
を
構
築
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
医
学
系
研
究
科
（
M
EI
セ
ン
タ
ー
）
お
よ
び

工
学
研
究
科
（
BE
専
攻
）
と
も
連
携
を
図
り
，
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
の
射
程
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

履
修
資
格
・
条
件

主
と
し
て
、
理
工
系
・
医
歯
薬
系
の
博
士
前
期
・
後
期
課
程
在
籍
者
、
お
よ
び
そ
れ
に
相
当
す
る
学
力
を

有
す
る
大
学
院
生

前
提
知
識
の
要
否
・
目
安
特
に
な
し
。

修
了
要
件

10
単
位
以
上

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
科
目
か
ら
必
修
科
目
2
単
位
を
含
む
10
単
位
以
上
を
修
得

す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先
等

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
ht
tp
://
w
w
w
2.
ec
on
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp
/s
ub
pr
og
ra
m
s

連
絡
先
：
CM
I-I
nf
o@
ec
on
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp

説
明
会
の
日
程

特
に
な
し
。

特
記
事
項

特
に
な
し
。

構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
択

23
20
73

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

2
　

1
学
期

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

23
20
03

28
06
67

ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
／
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

　
2

1
学
期

経
済
学
研
究
科
／
工
学
研
究
科

（
博
士
前
期
）

　

23
20
40

28
06
71

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
リ
サ
ー
チ
／

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
サ
イ
エ
ン
ス

　
2

1
学
期

経
済
学
研
究
科
／
工
学
研
究
科

（
博
士
前
期
）

　

23
20
42

28
06
69

ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
／
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

　
2

1
学
期

経
済
学
研
究
科
／
工
学
研
究
科

（
前
期
）

　

23
20
43

28
06
68

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

　
2

2
学
期

経
済
学
研
究
科
／
工
学
研
究
科

（
博
士
前
期
）

　

25
02
79

医
薬
品
開
発
計
画
論

　
2

2
学
期

医
学
系
研
究
科
（
医
・
修
士
）

　

25
15
02

医
療
経
済
・
経
営
入
門

　
1

2
学
期

医
学
系
研
究
科
（
医
・
修
士
）

　

25
51
29

医
療
経
営
学
総
論

　
2

2
学
期

医
学
系
研
究
科
（
保
・
博
士
前
期
）

　

28
06
45

23
21
67

知
的
財
産
権

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
／
経
済
学
研
究
科

（
博
士
前
期
）

　

28
06
46

23
21
73

知
的
財
産
権
演
習

　
1

1
学
期

工
学
研
究
科
／
経
済
学
研
究
科

（
前
期
）

知
的
財
産
権
と

セ
ッ
ト
で
履
修
の

こ
と

28
06
47

23
21
69

技
術
融
合
論

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
／
経
済
学
研
究
科

（
博
士
前
期
）
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プ
ロ
グ
ラ
ム
名
称

基
礎
理
学
計
測
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
部
局

理
学
研
究
科

連
携
部
局

産
学
連
携
本
部
（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
部
　
e-
sq
ua
re
）、
核
物
理
研
究
セ
ン
タ
ー
、
工
学
研
究
科
、　

生
命
機
能
研
究
科

履
修
対
象
者

修
士
　
・
　
博
士

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

及
び
教
育
目
標

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
】

　
様
々
な
計
測
機
器
や
分
析
機
器
は
、
物
理
、
化
学
、
生
物
科
学
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
、
環
境
科
学
な

ど
幅
広
い
分
野
の
研
究
に
お
い
て
、
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

近
年
、
装
置
が
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
し
、
そ
の
原
理
を
よ
く
理
解
せ
ず
に
機
器
を
利
用
し
、
得
ら
れ
た

結
果
に
つ
い
て
の
考
察
や
評
価
を
十
分
に
行
え
な
い
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
他
の
誰
も
見

た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
モ
ノ
を
見
よ
う
と
す
る
時
に
は
既
存
の
計
測
機
器
で
は
不
可
能
な
場
合
が
ほ
と
ん

ど
で
、
新
た
に
機
器
を
開
発
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
も
、
測
定
原

理
な
ど
を
し
っ
か
り
と
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。

【
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色
】

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、「
質
量
分
析
」、
「
N
M
R」
、「
X
線
結
晶
解
析
」、
「
放
射
線
計
測
」、
「
機
器
制
御
」、
「
分

光
計
測
」
な
ど
の
分
析
・
計
測
法
に
関
し
て
、
そ
の
機
器
や
測
定
の
基
本
原
理
を
系
統
的
に
講
義
形
式
で

学
ぶ
と
と
も
に
、
そ
の
技
術
を
体
得
す
る
た
め
の
実
習
も
同
時
に
行
う
こ
と
を
特
徴
と
す
る
。
さ
ら
に
こ

の
よ
う
な
最
先
端
計
測
技
術
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
原
理
に
つ
い
て
も
講
義
形
式
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
、

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
学
ん
だ
計
測
技
術
を
実
際
の
研
究
に
役
立
て
ら
れ
る
こ
と
を
目
指
す
。

履
修
資
格
・
条
件

特
に
な
し
。

前
提
知
識
の
要
否
・
目
安
特
に
な
し
。

修
了
要
件

８
単
位
以
上

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
科
目
か
ら
8
単
位
以
上
。

実
習
形
式
の
講
義
（
先
端
的
研
究
法
、
先
端
機
器
制
御
学
、
分
光
計
測
学
）
の

中
か
ら
４
単
位
以
上
必
ず
取
得
す
る
こ
と
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先
等

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
ht
tp
://
w
w
w
.p
rc
.sc
i.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp
/f
uk
up
ro
g/

問
い
合
わ
せ
先
：
理
学
研
究
科
附
属
基
礎
理
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
教
授
　
豊
田
　
岐
聡
　
to
yo
da
m
@
ph
ys
.sc
i.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp

説
明
会
の
日
程

■
合
同
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
吹
田
）
平
成
２
８
年
４
月
 ８
日
（
金
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
産
学
連
携
本
部
C
棟
３
階
 e
-s
qu
ar
e
さ
い
え
ん
す
工
房

（
豊
中
）
平
成
２
８
年
４
月
１
２
日
（
火
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
基
礎
工
学
国
際
棟
１
階
 セ
ミ
ナ
ー
室

特
記
事
項

実
習
形
式
の
講
義
（
先
端
的
研
究
法
、
先
端
機
器
制
御
学
、
分
光
計
測
学
）
の
中
か
ら
４
単
位
以
上
必
ず

取
得
す
る
こ
と
。

実
験
施
設
な
ど
の
運
転
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
よ
り
受
け
入
れ
人
数
に
制
限
が
あ
る
。
学
内
の
施
設
の
予
定
が

合
わ
な
い
場
合
は
学
外
の
施
設
を
使
用
す
る
こ
と
も
あ
る
。

実
習
を
伴
う
た
め
、
学
生
教
育
研
究
災
害
傷
害
保
険
に
加
入
し
て
お
く
こ
と
。

構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
択

24
12
01

先
端
的
研
究
法
：
質
量
分
析

　
2

集
中

理
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

4
単
位
選
択

必
修

24
12
02

先
端
的
研
究
法
：
Ｘ
線
結
晶
解
析

　
2

集
中

理
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

24
12
03

先
端
的
研
究
法
：
Ｎ
Ｍ
Ｒ

　
2

集
中

理
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

24
14
20

先
端
機
器
制
御
学

　
2

集
中

理
学
研
究
科
/e
-s
qu
ar
e（
博
士
前
期
）

24
14
21

分
光
計
測
学

　
2

集
中

理
学
研
究
科
/e
-s
qu
ar
e（
博
士
前
期
）

24
14
46

放
射
線
計
測
基
礎
1

　
1

集
中

理
学
研
究
科
/核
物
理
研
究
セ
ン
タ
ー

（
博
士
前
期
）

　

24
14
47

放
射
線
計
測
基
礎
2

　
1

集
中

理
学
研
究
科
/核
物
理
研
究
セ
ン
タ
ー

（
博
士
前
期
）

　

24
14
50

放
射
線
取
扱
基
礎

　
1

集
中

理
学
研
究
科
/核
物
理
研
究
セ
ン
タ
ー

（
博
士
前
期
）

　

24
07
52

放
射
線
計
測
学

　
2

1
学
期

理
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

24
01
73

放
射
光
物
理
学

　
2

不
開
講

理
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

24
01
76

加
速
器
科
学

　
2

不
開
講

理
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

24
07
51

加
速
器
物
理
学

　
2

1
学
期

理
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

24
13
47

孤
立
系
イ
オ
ン
物
理
学

　
2

2
学
期

理
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

24
11
86

有
機
分
光
化
学
(Ⅰ
)　

　
1

2
学
期

理
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

24
11
85

生
体
分
子
化
学
(Ⅰ
) 

　
1

2
学
期

理
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

24
11
64

核
化
学
1(
Ⅰ
) 

　
1

1
学
期

理
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

24
11
67

核
磁
気
共
鳴
分
光
学
(Ⅰ
) 

　
1

1
学
期

理
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

24
11
62

無
機
分
光
化
学
概
論
 　

　
2

1
学
期

理
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

24
14
53

シ
ン
ク
ロ
ト
ロ
ン
分
光
学

　
2

1
学
期

理
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
11
94

物
性
分
析
工
学

　
2

2
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
06
97

時
空
間
フ
ォ
ト
ニ
ク
ス

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
10
27

レ
ー
ザ
ー
分
光
学

　
2

2
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

32
00
01

基
礎
物
理
学
Ⅰ

　
2

集
中

生
命
機
能
研
究
科
（
博
士
）

　

32
00
11

基
礎
物
理
学
実
習

　
1

集
中

生
命
機
能
研
究
科
（
博
士
）

受
け
入
れ
人
数

制
限
有
り
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プ
ロ
グ
ラ
ム
名
称

放
射
線
科
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
部
局

理
学
研
究
科

連
携
部
局

核
物
理
研
究
セ
ン
タ
ー
・
医
学
部
医
学
科
 医
学
物
理
士
(医
学
博
士
)コ
ー
ス
・
RI
セ
ン
タ
ー

こ
の
他
に
放
射
線
計
測
応
用
は
理
学
研
究
科
物
理
学
専
攻
協
力
講
座
の
施
設
を
用
い
て
行
う
。

履
修
対
象
者

修
士
　
・
　
博
士

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

及
び
教
育
目
標

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
】

　
放
射
線
計
測
は
素
粒
子
原
子
核
実
験
を
行
う
上
で
基
礎
的
な
技
術
で
あ
り
、
い
ま
も
な
お
先
進
的
な
研

究
開
発
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
様
々
な
分
野
に
応
用
さ
れ
、
研
究
・
実
用

に
お
い
て
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

【
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色
】

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
基
礎
的
な
計
測
技
術
の
習
得
か
ら
、
加
速
器
を
用
い
た
最
先
端
の
放
射
線
科
学
を
、

実
験
実
習
を
中
心
と
し
て
習
得
す
る
。

　
す
で
に
、
医
学
物
理
士
コ
ー
ス
の
た
め
に
核
物
理
研
究
セ
ン
タ
ー
と
理
学
研
究
科
物
理
学
専
攻
な
ら
び

に
附
属
基
礎
理
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
セ
ン
タ
ー
は
講
義
・
実
験
を
協
力
し
て
行
っ
て
い
る
。
本
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
こ
れ
を
さ
ら
に
進
め
る
と
と
も
に
、
最
先
端
の
医
療
現
場
で
の
放
射
線
計
測
に
つ
い
て
も
そ
の
基

礎
を
学
ぶ
。

　
こ
の
よ
う
な
教
育
に
対
す
る
要
求
は
日
本
だ
け
で
な
く
大
き
な
加
速
器
施
設
を
持
た
な
い
AS
EA
N
諸
国

で
も
非
常
に
高
い
。
理
学
研
究
科
で
は
核
物
理
研
究
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
「
物
理
実
験
基
礎
コ
ー
ス
」
を

AS
EA
N
・
中
国
の
学
生
を
招
聘
し
て
，
英
語
で
の
講
義
・
実
験
を
行
っ
て
き
た
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
そ

れ
ら
の
英
語
に
よ
る
講
義
・
実
験
を
用
い
る
事
に
よ
り
、
英
語
の
み
で
も
修
了
可
能
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

日
本
国
内
だ
け
で
な
く
世
界
に
開
か
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
す
る
。

履
修
資
格
・
条
件

特
に
な
し
。

前
提
知
識
の
要
否
・
目
安
特
に
な
し
。

修
了
要
件

８
単
位
以
上

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
科
目
か
ら
８
単
位
以
上
。

実
験
科
目
（
放
射
線
計
測
基
礎
1、
放
射
線
計
測
基
礎
2、
放
射
線
計
測
応
用
）

の
う
ち
１
つ
以
上
を
履
修
す
る
こ
と
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先
等

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
ht
tp
://
w
w
w
.p
rc
.sc
i.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp
/f
uk
up
ro
g/

問
い
合
わ
せ
先
：
核
物
理
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
教
授
　
能
町
　
正
治
　
no
m
ac
hi
@
rc
np
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp

説
明
会
の
日
程

■
合
同
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
吹
田
）
平
成
２
８
年
４
月
 ８
日
（
金
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
産
学
連
携
本
部
C
棟
３
階
 e
-s
qu
ar
e
さ
い
え
ん
す
工
房

（
豊
中
）
平
成
２
８
年
４
月
１
２
日
（
火
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
基
礎
工
学
国
際
棟
１
階
 セ
ミ
ナ
ー
室

特
記
事
項

実
験
科
目
（
放
射
線
計
測
基
礎
1、
放
射
線
計
測
基
礎
2、
放
射
線
計
測
応
用
）
の
う
ち
１
つ
以
上
を
履
修

す
る
事
。
実
験
施
設
な
ど
の
運
転
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
よ
り
、
受
け
入
れ
人
数
に
制
限
が
あ
る
。

学
内
（
理
学
研
究
科
物
理
学
専
攻
協
力
講
座
）
の
施
設
の
予
定
が
合
わ
な
い
場
合
は
時
期
を
変
更
、ま
た
は
、

学
外
の
施
設
を
使
用
す
る
こ
と
も
あ
る
。
実
習
を
伴
う
の
で
、
学
生
教
育
研
究
災
害
傷
害
保
険
に
加
入
し

て
お
く
こ
と
。

構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
択

24
14
46

放
射
線
計
測
基
礎
1

　
1

集
中

理
学
研
究
科
／

核
物
理
研
究
セ
ン
タ
ー（
博
士
前
期
）
実
験

24
14
47

放
射
線
計
測
基
礎
2

　
1

集
中

理
学
研
究
科
／

核
物
理
研
究
セ
ン
タ
ー（
博
士
前
期
）
実
験

24
14
23

放
射
線
計
測
応
用

　
2

集
中

理
学
研
究
科
／

核
物
理
研
究
セ
ン
タ
ー（
博
士
前
期
）
実
験

24
07
52

放
射
線
計
測
学

　
2

1
学
期

理
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

25
51
48

放
射
線
診
断
物
理
学

　
2

1
学
期

医
学
系
研
究
科
（
保
・
博
士
前
期
）

　

25
51
50

高
精
度
放
射
線
治
療

　
2

1
学
期

医
学
系
研
究
科
（
保
・
博
士
前
期
）

　

25
51
52

粒
子
線
治
療

　
2

2
学
期

医
学
系
研
究
科
（
保
・
博
士
前
期
）

　

24
11
64

核
化
学
1(
I)

　
1

1
学
期

理
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

24
14
50

放
射
線
取
扱
基
礎

　
1

集
中

理
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

24
P0
31
（
IP
C）
N
uc
le
ar
 P
hy
sic
s i
n 
th
e 
U
ni
ve
rs
e
　

2
１
学
期

理
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

英
語
に
よ
る
講
義

24
14
51

放
射
線
計
測
学
概
論
1

　
1

集
中

理
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

24
14
52

放
射
線
計
測
学
概
論
2

　
1

集
中

理
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

英
語
に
よ
る
講
義
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プ
ロ
グ
ラ
ム
名
称

健
康
医
療
問
題
解
決
能
力
の
涵
養

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
部
局

医
学
系
研
究
科
医
科
学
専
攻

連
携
部
局

国
際
教
育
交
流
セ
ン
タ
ー

履
修
対
象
者

修
士
　
・
　
博
士

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

及
び
教
育
目
標

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
】

　
保
健
医
療
に
係
わ
る
人
材
に
と
っ
て
、
人
間
社
会
の
枠
組
み
を
律
す
る
人
文
社
会
科
学
系
の
知
識
・
技

能
の
涵
養
が
重
要
で
す
。
わ
が
国
で
は
少
子
高
齢
社
会
を
迎
え
、
健
康
や
医
療
問
題
が
複
雑
化
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
医
科
学
の
専
門
知
識
、
技
能
の
習
得
の
み
な
ら
ず
、
健
康
医
療
の
諸
問
題
に
対
処
し
解
決
す

る
能
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

【
教
育
目
標
】

　
そ
こ
で
、
本
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
文
理
融
合
教
育
の
一
環
と
し
て
、
狭
義
の
医
学
・
医
科
学
領
域
の

み
で
は
な
く
、
人
文
社
会
科
学
領
域
の
基
礎
的
知
識
を
有
し
、
倫
理
性
、
社
会
性
、
専
門
性
、
応
用
力
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
兼
ね
備
え
た
均
衡
の
と
れ
た
研
究
者
並
び
に
専
門
職
業
人
の
教
育
育
成
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

履
修
資
格
・
条
件

修
士
課
程
・
博
士
課
程
在
籍
者

前
提
知
識
の
要
否
・
目
安
無

修
了
要
件

８
単
位
以
上

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
講
義
科
目
か
ら
８
単
位
以
上
を
修
得
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先
等

ht
tp
://
w
w
w
.m
sc
.m
ed
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp
/in
de
x.
ht
m
l

大
阪
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
公
衆
衛
生
学
教
室

Te
l：
06
-6
87
9-
39
12
 　
　
Fa
x：
06
-6
87
9-
39
19

説
明
会
の
日
程

な
し

特
記
事
項

講
義
の
場
所
・
日
時
等
は
、
KO
AN
あ
る
い
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
H
P
上
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
択

25
05
06

疫
学
総
論

　
2

1
学
期

医
学
系
研
究
科
（
医
・
修
士
）

　

25
05
07

疫
学
各
論

　
2

1
学
期

医
学
系
研
究
科
（
医
・
修
士
）

　

25
05
19

疫
学
調
査
フ
ィ
ー
ル
ド
実
習

　
2

通
年

医
学
系
研
究
科
（
医
・
修
士
）

　

25
05
20

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
の
倫
理
と
公
共
政
策
学

　
2

1
学
期

医
学
系
研
究
科
（
医
・
修
士
）

　

25
05
21

環
境
フ
ィ
ー
ル
ド
実
習

　
1

通
年

医
学
系
研
究
科
（
医
・
修
士
）

　

25
05
25

ス
ポ
ー
ツ
健
康
医
科
学

　
2

1
学
期

医
学
系
研
究
科
（
医
・
修
士
）

　

25
05
46

医
学
統
計
学
総
論

　
3

1
学
期

医
学
系
研
究
科
（
医
・
修
士
）

　

25
05
47

医
学
統
計
学
各
論

　
3

通
年

医
学
系
研
究
科
（
医
・
修
士
）

　

25
15
01

経
済
学
・
経
営
学
の
基
礎
理
論

　
1

1
学
期

医
学
系
研
究
科
（
医
・
修
士
）

　

25
15
02

医
療
経
済
・
経
営
入
門

　
1

2
学
期

医
学
系
研
究
科
（
医
・
修
士
）

　

25
15
05

環
境
健
康
リ
ス
ク
論

　
2

通
年

医
学
系
研
究
科
（
医
・
修
士
）

　

25
15
13

国
際
感
染
症
学

　
2

1
学
期

医
学
系
研
究
科
（
医
・
修
士
）

　

25
15
15

国
際
健
康
政
策
学

　
2

1
学
期

医
学
系
研
究
科
（
医
・
修
士
）

　

25
15
16

医
療
・
法
・
裁
判
Ⅰ

　
2

1
学
期

医
学
系
研
究
科
（
医
・
修
士
）

　

25
15
17

医
療
・
法
・
裁
判
Ⅱ

　
2

2
学
期

医
学
系
研
究
科
（
医
・
修
士
）

　

25
15
18

行
動
医
学
・
健
康
科
学

　
2

1
学
期

医
学
系
研
究
科
（
医
・
修
士
）

　

25
15
22

死
因
究
明
学

　
2

1
学
期

医
学
系
研
究
科
（
医
・
修
士
）

　

72
01
02

グ
ロ
ー
バ
ル
健
康
環
境

　
2

不
開
講

国
際
教
育
交
流
セ
ン
タ
ー
（
院
）

　

25
15
50

グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
学
総
論

　
2

２
学
期

医
学
系
研
究
科
（
医
・
修
士
）
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プ
ロ
グ
ラ
ム
名
称

医
療
通
訳

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
部
局

医
学
系
研
究
科
（
医
科
学
専
攻
）

連
携
部
局

人
間
科
学
研
究
科
、
医
学
系
研
究
科
（
保
健
学
専
攻
）、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
・
セ
ン
タ
ー

（
CS
CD
）、
薬
学
研
究
科

履
修
対
象
者

修
士
　
・
　
博
士

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

及
び
教
育
目
標

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
】

　
外
国
人
登
録
者
は
約
20
0
万
人
を
越
し
、
海
外
か
ら
日
本
に
入
国
す
る
外
国
人
旅
行
者
も
増
え
て
い
ま

す
。
外
国
人
に
対
す
る
診
療
の
必
要
性
が
高
ま
り
、
外
来
お
よ
び
入
院
病
棟
で
の
病
歴
、
主
訴
、
診
断
告
知
、

治
療
方
針
な
ど
の
正
確
な
説
明
や
、
手
術
や
が
ん
告
知
を
初
め
と
す
る
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト

な
ど
、
医
療
現
場
に
お
け
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
通
訳
者
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
急
激
に
増
大
し
て
い

ま
す
。
日
本
語
の
で
き
な
い
外
国
人
に
対
し
て
、
日
本
人
と
同
水
準
の
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
保

健
医
療
分
野
に
造
詣
の
深
い
通
訳
者
の
専
門
性
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
教
育
目
標
】

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
①
医
療
通
訳
を
行
う
た
め
の
基
本
的
な
保
健
医
療
知
識
を
学
び
、
②
医
療
通
訳

の
実
践
の
た
め
の
言
語
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
技
術
を
身
に
つ
け
、
③
医
療
通
訳
士
の
役
割
や
倫
理

に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

【
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色
】

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
は
、
医
療
通
訳
に
関
す
る
理
論
と
実
践
活
動
の
概
論
を
必
須
選
択
科
目
と
し
、

受
講
者
の
関
心
に
応
じ
て
、
言
語
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
技
術
、
基
本
的
な
保
健
医
療
知
識
が
習
得

で
き
ま
す
。

履
修
資
格
・
条
件

　
受
講
資
格
・
条
件
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
日
本
語
と
通
訳
対
象
と
な
る
言
語
に
関
し
て
高
度
な
運
用
能
力
の
あ
る
人
、
あ
る
い
は
、
日
本
人
の
保

健
医
療
関
係
者
、
外
国
人
の
保
健
医
療
関
係
者
な
ど
、
医
療
通
訳
に
関
心
の
あ
る
方
を
歓
迎
し
ま
す
。
ま
た
、

病
院
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
に
お
け
る
医
療
通
訳
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
方
な
ど
の
受
講
も
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
指
定
す
る
必
須
科
目
（
４
単
位
）
と
選
択
必
須
科
目
を
併
せ
て
８
単
位
以
上
習
得
す

る
こ
と
と
し
ま
す
。

前
提
知
識
の
要
否
・
目
安
特
に
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
言
語
に
関
す
る
運
用
能
力
、
あ
る
い
は
保
健
医
療
に
関
す
る
基
礎
的

知
識
の
ど
ち
ら
か
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。

修
了
要
件

８
単
位
以
上

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
指
定
す
る
必
修
科
目
（
４
単
位
）
を
含
む
８
単
位
以
上
を
修

得
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先
等

問
合
せ
先
：（
担
当
教
員
）
中
田
　
研
（
国
際
・
未
来
医
療
学
講
座
　
06
-6
21
0-
83
02
、

　
　
　
　
　
yo
sh
ik
aw
a-
e@
cg
h.
m
ed
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp
）

説
明
会
の
日
程

■
合
同
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
吹
田
）
平
成
２
８
年
４
月
 ８
日
（
金
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
産
学
連
携
本
部
C
棟
３
階
 e
-s
qu
ar
e
さ
い
え
ん
す
工
房

（
豊
中
）
平
成
２
８
年
４
月
１
２
日
（
火
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
基
礎
工
学
国
際
棟
１
階
 セ
ミ
ナ
ー
室

特
記
事
項

部
局
な
い
し
科
目
の
統
廃
合
に
よ
り
、
平
成
28
年
度
以
降
は
開
講
さ
れ
な
い
可
能
性
の
あ
る
科
目
も
含
ま

れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
択

21
61
58

多
文
化
医
療
通
訳
概
論

2
　

1
学
期

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

25
05
28

医
療
通
訳
実
践
論

2
　

2
学
期

医
学
系
研
究
科
（
医
・
修
士
）

　

21
61
54

医
療
通
訳
論
Ⅰ

　
2

集
中

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

英
語
：

Iz
ab
el
 A
ro
ch
a
氏

（
IM
IA
元
会
長
、

FI
TS
事
務
局
長
）

21
61
55

医
療
通
訳
論
Ⅱ

　
2

集
中

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

中
国
語
：

Yo
sh
ie
 N
g
氏

（
タ
フ
ツ
大
学
付

属
病
院
・
中
国
語

医
療
通
訳
士
）

27
10
74

医
療
薬
学
特
別
講
義

　
1

1
学
期

薬
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

36
04
03

医
療
対
人
関
係
論

　
2

不
開
講

CS
CD
(院
)

隔
年
開
講

36
04
10

ク
リ
ニ
カ
ル
サ
イ
コ
オ
ン
コ
ロ
ジ
ー
の

理
論
と
実
践

　
2

集
中

CS
CD
(院
)

　

36
01
21

臨
床
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
2

1
学
期

CS
CD
(院
)

　

25
51
33

が
ん
の
病
態
生
理
学

　
2

1
学
期

医
学
系
研
究
科
（
保
・
博
士
前
期
）

　

25
51
34

が
ん
の
病
態
生
理
学
各
論

　
2

2
学
期

医
学
系
研
究
科
（
保
・
博
士
前
期
）

　

25
00
04

臨
床
医
学
概
論

　
3

1
学
期

医
学
系
研
究
科
（
医
・
修
士
）

　

25
00
05

集
団
社
会
医
学
概
論

　
2

1
学
期

医
学
系
研
究
科
（
医
・
修
士
）

　

25
15
15

国
際
健
康
政
策
学

　
2

1
学
期

医
学
系
研
究
科
（
医
・
修
士
）

　

25
15
16

医
療
・
法
・
裁
判
Ⅰ

　
2

1
学
期

医
学
系
研
究
科
（
医
・
修
士
）

　

25
15
17

医
療
・
法
・
裁
判
Ⅱ

　
2

2
学
期

医
学
系
研
究
科
（
医
・
修
士
）

　

25
15
02

医
療
経
済
・
経
営
入
門

　
1

2
学
期

医
学
系
研
究
科
（
医
・
修
士
）

　

25
05
20

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
の
倫
理
と
公
共

政
策
学

　
2

1
学
期

医
学
系
研
究
科
（
医
・
修
士
）

　

25
05
51

医
療
倫
理
概
論

　
1

1
学
期

医
学
系
研
究
科
（
医
・
修
士
）

　

25
05
52

医
学
研
究
倫
理
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
特
論
A

　
1

１
学
期

医
学
系
研
究
科
（
医
・
修
士
）

　

25
05
54

医
療
政
策
学
・
医
学
政
策
学

　
1

２
学
期

医
学
系
研
究
科
（
医
・
修
士
）
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プ
ロ
グ
ラ
ム
名
称

健
康
・
医
療
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
 プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
部
局

医
学
系
研
究
科
医
科
学
専
攻

連
携
部
局

人
間
科
学
研
究
科
、
薬
学
研
究
科
、
国
際
公
共
政
策
研
究
科
、
医
学
系
研
究
科
（
保
健
学
専
攻
）、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
・
セ
ン
タ
ー
（
CS
CD
）、
国
際
教
育
交
流
セ
ン
タ
ー
、
未
来
戦
略
機
構

履
修
対
象
者

修
士
　
・
　
博
士

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

及
び
教
育
目
標

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
】

　
未
来
医
療
の
開
発
現
場
に
入
り
、
日
本
の
新
規
医
薬
品
・
医
療
機
器
や
医
療
シ
ス
テ
ム
の
海
外
展
開
に

よ
り
国
益
・
国
富
と
な
り
う
る
職
種
（
大
学
に
お
け
る
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ
エ
キ
ス
パ
ー

ト
や
国
際
医
療
エ
キ
ス
パ
ー
ト
、
製
薬
・
医
療
機
器
開
発
メ
ー
カ
ー
、
国
内
外
の
保
健
・
医
療
行
政
）
に

就
く
人
材
を
養
成
す
る
。

【
教
育
目
標
】

１
）
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
の
重
要
さ
。

２
）
日
本
の
保
健
・
医
療
の
優
れ
て
い
る
点
、
さ
ら
に
新
た
に
改
善
し
て
い
く
べ
き
課
題
点
。

３
）
海
外
の
保
健
・
医
療
事
情
。

４
）
日
本
で
の
医
療
を
支
え
、新
た
に
推
進
し
て
い
く
に
は
医
療
専
門
職
（
医
師
，看
護
師
等
）
の
み
な
ら
ず
、

　
　
広
い
人
材
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。

　
以
上
の
概
念
を
習
得
し
、
さ
ら
に
、
医
療
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
従
事
し
て
実
践
・
教
育
・
研
究
に
携
わ

る
社
会
人
を
、
養
成
す
べ
き
人
材
像
と
す
る
。

【
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色
】

　
教
育
内
容
は
全
学
共
通
教
育
「
健
康
・
医
療
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
学
」
で
の
概
論
を
さ
ら
に
発
展
し
、
未

来
医
療
開
発
の
各
ス
テ
ッ
プ
に
つ
き
、
そ
の
い
ず
れ
か
複
数
の
内
容
を
掘
り
下
げ
て
教
育
を
行
う
。
ま
た
、

国
際
医
療
に
つ
い
て
は
、
国
外
の
保
健
・
医
療
情
勢
、
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
研
修
、
ビ
デ
オ
、
阪
大
医

学
部
附
属
病
院
で
の
実
地
研
修
も
行
い
、「
国
際
・
未
来
医
療
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
の
人
材
育
成
を
行
う
。
こ

の
よ
う
な
人
材
育
成
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
従
来
の
大
学
院
教
育
に
は
な
く
、
新
規
で
あ
る
。
ま
た
、
日

本
医
療
の
現
場
か
ら
の
今
後
求
め
ら
れ
る
ニ
ー
ズ
を
先
取
り
し
た
、
日
本
の
国
富
・
国
益
に
沿
っ
た
独
創

的
な
教
育
で
あ
る
。

履
修
資
格
・
条
件

な
し
。
文
系
、
理
系
を
問
わ
ず
、
全
学
か
ら
の
積
極
的
な
参
加
を
期
待
し
ま
す
。

前
提
知
識
の
要
否
・
目
安
前
提
知
識
は
一
切
不
要
で
す
。
様
々
な
研
究
科
の
学
生
や
教
員
と
と
も
に
、
世
界
の
医
療
、
未
来
の
医
療

に
つ
い
て
真
摯
に
考
え
よ
う
と
す
る
学
生
を
歓
迎
し
ま
す
。

修
了
要
件

８
単
位
以
上

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
指
定
す
る
必
修
科
目
（
４
単
位
）
を
含
む
４
単
位
以
上
を
修

得
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先
等

問
合
せ
先
：（
担
当
教
員
）
中
田
　
研
（
国
際
・
未
来
医
療
学
講
座
　
06
-6
21
0-
83
02
、

　
　
　
　
　
yo
sh
ik
aw
a-
e@
cg
h.
m
ed
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp
）

説
明
会
の
日
程

■
合
同
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
吹
田
）
平
成
２
８
年
４
月
 ８
日
（
金
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
産
学
連
携
本
部
C
棟
３
階
 e
-s
qu
ar
e
さ
い
え
ん
す
工
房

（
豊
中
）
平
成
２
８
年
４
月
１
２
日
（
火
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
基
礎
工
学
国
際
棟
１
階
 セ
ミ
ナ
ー
室

特
記
事
項

部
局
な
い
し
科
目
の
統
廃
合
に
よ
り
、
平
成
28
年
度
以
降
は
開
講
さ
れ
な
い
可
能
性
の
あ
る
科
目
も
含
ま

れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
択

21
61
53

国
際
健
康
開
発
論
特
講

2
　

1
学
期

人
間
科
学
研
究
科
(博
士
前
期
)

　

25
05
26

健
康
・
医
療
特
論

2
　

2
学
期

医
学
系
研
究
科
（
医
・
修
士
）

　

25
05
25

ス
ポ
ー
ツ
健
康
医
科
学

　
2

1
学
期

医
学
系
研
究
科
（
医
・
修
士
）

　

25
02
62

再
生
医
学
-近
未
来
の
医
療
に
む
け
て
-

　
2

1
学
期

医
学
系
研
究
科
（
医
・
修
士
）

　

25
51
83

医
療
政
策
と
ヘ
ル
ス
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

　
2

1
学
期

医
学
系
研
究
科
（
保
・
博
士
前
期
）

　

27
10
75

発
展
途
上
国
に
お
け
る
感
染
症
の
現
状
と
対
策

　
1

不
開
講

薬
学
研
究
科
(博
士
前
期
)

　

27
11
82

衛
生
薬
学
特
別
講
義

　
1

1
学
期

薬
学
研
究
科
(博
士
前
期
)

21
61
58

多
文
化
医
療
通
訳
概
論

　
2

1
学
期

人
間
科
学
研
究
科
(博
士
前
期
)

　

21
61
54

医
療
通
訳
論
I

　
2

集
中

人
間
科
学
研
究
科
(博
士
前
期
)

　

21
61
55

医
療
通
訳
論
II

　
2

集
中

人
間
科
学
研
究
科
(博
士
前
期
)

　

31
13
14

特
殊
講
義
　
グ
ロ
ー
バ
ル
公
共
政
策
の
倫
理
と

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
論
I

　
2

1
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科
(博
士
前
期
)
　

31
13
15

特
殊
講
義
　
グ
ロ
ー
バ
ル
公
共
政
策
の
倫
理
と

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
論
II

　
2

2
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科
(博
士
前
期
)
　

36
01
34

多
文
化
サ
ポ
ー
ト
概
論
I

　
2

1
学
期

CS
CD
(院
)

　

36
02
29

多
文
化
サ
ポ
ー
ト
概
論
II

　
2

2
学
期

CS
CD
(院
)

　

36
04
03

医
療
対
人
関
係
論

　
2

不
開
講

CS
CD
(院
)

隔
年
開
講

36
04
10

ク
リ
ニ
カ
ル
サ
イ
コ
オ
ン
コ
ロ
ジ
ー
の
理
論
と
実
践

　
2

集
中

CS
CD
(院
)

　

72
01
02

グ
ロ
ー
バ
ル
健
康
環
境

　
2

不
開
講

国
際
教
育
交
流
セ
ン
タ
ー
(院
)

　

72
02
01

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
理
論
と
実
践

　
2

2
学
期

国
際
教
育
交
流
セ
ン
タ
ー
(院
)

72
02
02

多
言
語
共
生
社
会
演
習

　
2

集
中

国
際
教
育
交
流
セ
ン
タ
ー
(院
)

9E
00
13

D
isa
st
er
 M
an
ag
em
en
t a
nd
 H
um
an
ita
ria
n 

Ac
tio
n

　
2

集
中

未
来
戦
略
機
構

（
未
来
共
生
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
・
院
）
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プ
ロ
グ
ラ
ム
名
称

ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
部
局

医
学
系
研
究
科
医
科
学
専
攻

連
携
部
局

医
学
系
研
究
科
保
健
学
専
攻

履
修
対
象
者

修
士
　
・
　
博
士

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

及
び
教
育
目
標

【
概
要
】

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
”ス
ポ
ー
ツ
” ”
健
康
増
進
”に
関
わ
る
医
学
・
科
学
的
研
究
手
法
を
学
び
、
ス
ポ
ー

ツ
界
の
リ
ー
ダ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
研
究
指
導
者
を
育
成
す
る
目
的
で
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

【
教
育
目
標
】

　
大
阪
大
学
の
教
育
力
、
実
践
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
世
界
の
ス
ポ
ー
ツ
界
に
て
、
指
導
、
研
究
、
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
行
え
る
マ
ル
チ
プ
ル
人
材
を
育
成
し
、
ス
ポ
ー
ツ
研
究
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー

を
養
成
し
ま
す
。

　
こ
う
し
た
人
材
は
、
将
来
の
ス
ポ
ー
ツ
機
関
（
JS
C、
JO
C、
 J
IS
S
な
ど
）
や
文
科
省
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
な

ど
ス
ポ
ー
ツ
行
政
に
て
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
界
を
牽
引
し
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
の
み
な
ら
ず
、
国
際
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
IO
C）
、
国
際
サ
ッ
カ
ー
連
盟
(F
IF
A)
、 
FM
AR
C、
国
際
テ
ニ
ス
連
盟
(IT
F)
な
ど
国
際

ス
ポ
ー
ツ
機
関
で
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
さ
ら
に
引
き
上
げ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
者
は
、
医
学
的
知
識
と
工
学
、
情
報
科
学
の
技
術
を
習
得
す
る
だ
け
で
な
く
、
多

く
の
ス
ポ
ー
ツ
研
究
人
材
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
ち
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
体
制
で
ス
ポ
ー
ツ
研
究
の
中
核

と
な
っ
て
活
躍
し
な
が
ら
キ
ャ
リ
ア
ー
を
積
み
、
日
本
、
世
界
の
ス
ポ
ー
ツ
界
の
指
導
的
立
場
と
な
る
人

材
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
特
に
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
育
成
と
強
化
に
つ
い
て
秀
で
た
知
識
と
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
能
力
を
も
ち
、
さ
ら
に
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
と
し
て
の
生
理
学
、
ス
ポ
ー

ツ
医
学
の
医
学
的
知
識
と
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
ち
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
の
強
化
、
育
成
、
発
展

に
資
す
る
、
今
ま
で
に
な
い
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
も
つ
人
材
を
養
成
し
ま
す
。

【
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色
】

　
受
講
者
は
、
２
つ
の
必
修
講
義
に
よ
り
,ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
研
究
の
基
礎
と
実
践
力
を
身
に
付
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
各
自
の
専
門
分
野
や
興
味
に
応
じ
て
、
よ
り
幅
広
い
知
識
を
得
る
こ
と
で
、
多

様
な
課
題
に
対
応
で
き
る
人
材
を
養
成
し
ま
す
。

履
修
資
格
・
条
件

体
育
学
士
、
工
学
士
（
バ
イ
オ
メ
カ
、
バ
イ
オ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
ス
、
セ
ン
シ
ン
グ
、

機
械
工
学
、
シ
ス
テ
ム
、
情
報
）、
理
学
士
（
バ
イ
オ
、
数
理
）、
理
学
療
法
士
、
ト
レ
ー
ナ
ー
、
コ
ー
チ
ン
グ
、

保
健
学
、
統
計
学
な
ど
い
ず
れ
か
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
も
ち
、
医
療
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
に
研
究
の
意

欲
を
持
つ
学
生

前
提
知
識
の
要
否
・
目
安
ス
ポ
ー
ツ
、
運
動
、
体
育
、
保
健
、
医
療
、
工
学
、
情
報
学
な
ど
の
複
数
、
ま
た
は
、
い
ず
れ
か
の
知
識
を
持
っ

て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

修
了
要
件

８
単
位
以
上

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
よ
り
必
修
科
目
3
単
位
を
含
む
8
単
位
以
上
を
修
得
す
る

こ
と
と
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先
等

問
合
せ
先
（
担
当
教
員
）：
　
中
田
　
研
　

（
医
学
系
研
究
科
ス
ポ
ー
ツ
医
学
　
 sp
or
ts
se
c@
hs
s.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp
）

説
明
会
の
日
程

■
合
同
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
吹
田
）
平
成
２
８
年
４
月
 ８
日
（
金
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
産
学
連
携
本
部
C
棟
３
階
 e
-s
qu
ar
e
さ
い
え
ん
す
工
房

（
豊
中
）
平
成
２
８
年
４
月
１
２
日
（
火
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
基
礎
工
学
国
際
棟
１
階
 セ
ミ
ナ
ー
室

特
記
事
項

構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
択

25
05
25

ス
ポ
ー
ツ
健
康
医
科
学

2
　

１
学
期

医
学
系
研
究
科
（
医
・
修
士
）

　

25
05
06

疫
学
総
論

　
2

１
学
期

医
学
系
研
究
科
（
医
・
修
士
）

　

25
05
55

ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
科
学

1
　

１
学
期

医
学
系
研
究
科
（
医
・
修
士
）

　

25
05
56

ス
ポ
ー
ツ
運
動
器
医
科
学

　
1

1
学
期

医
学
系
研
究
科
（
医
・
修
士
）

　

25
05
57

ス
ポ
ー
ツ
臨
床
医
科
学

　
1

２
学
期

医
学
系
研
究
科
（
医
・
修
士
）

　

25
05
27

医
療
情
報
学

　
2

1
学
期

医
学
系
研
究
科
（
医
・
修
士
）

　

25
51
77

看
護
工
学
Ⅰ

　
2

1
学
期

医
学
系
研
究
科
（
保
・
前
期
）
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プ
ロ
グ
ラ
ム
名
称

高
度
が
ん
医
療
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
部
局

医
学
系
研
究
科
(保
健
学
専
攻
)

連
携
部
局

薬
学
研
究
科
、
核
物
理
研
究
セ
ン
タ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
・
セ
ン
タ
ー
（
CS
CD
）

履
修
対
象
者

修
士
　
・
　
博
士

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

及
び
教
育
目
標

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
】

　
が
ん
医
療
に
は
基
礎
科
学
に
基
づ
く
研
究
か
ら
、
医
療
現
場
に
お
け
る
実
践
、
ま
た
、
が
ん
患
者
、
家

族
を
取
り
巻
く
社
会
的
、
経
済
的
な
状
況
も
加
味
し
た
対
応
ま
で
様
々
な
側
面
が
あ
り
、
幅
広
い
教
育
が

必
要
で
あ
る
。

　
が
ん
医
療
の
臨
床
・
研
究
を
担
う
種
々
の
専
門
職
・
研
究
者
等
の
人
材
育
成
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

昨
年
ま
で
は
が
ん
医
療
に
直
接
、
関
わ
る
医
療
職
者
（
が
ん
医
療
専
門
医
、
が
ん
医
療
専
門
医
療
ス
タ
ッ
フ
）

が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
が
ん
予
防
・
疫
学
、
医
工
連
携
が
ん
研
究
、
産
学
連
携
が
ん
研
究
な
ど
が
ん
の
研

究
や
予
防
に
関
わ
る
大
学
院
生
も
対
象
と
す
る
。
さ
ら
に
、が
ん
医
療
の
専
門
職
は
目
指
し
て
は
い
な
い
が
、

心
理
学
、
栄
養
学
、
倫
理
学
、
経
済
学
等
、
が
ん
医
療
に
関
連
す
る
領
域
を
学
ぶ
学
生
、
ま
た
が
ん
に
興

味
を
も
つ
学
生
の
受
講
を
歓
迎
す
る
。

　
本
副
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
べ
て
を
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
は
難
し
い
が
、
現
状
の
問
題
点
を
把
握
し
て
各
自

が
興
味
あ
る
点
を
勉
強
し
て
も
ら
い
た
い
。

【
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色
】

　
医
学
部
附
属
病
院
オ
ン
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
主
催
で
専
門
医
師
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
症
例
検
討
を

行
い
最
適
の
診
療
方
針
を
議
論
す
る
場
と
し
て
キ
ャ
ン
サ
ー
ボ
ー
ド
や
研
究
会
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
実
施

し
て
お
り
演
習
科
目
の
一
部
と
し
て
取
り
扱
う
。

　
構
成
科
目
に
は
専
門
性
の
高
い
講
義
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
事
前
に
担
当
教
員
に
相
談
の
上
、
受
講

さ
れ
た
い
。

履
修
資
格
・
条
件

①
～
③
の
条
件
等
有

①
演
習
科
目
に
つ
い
て
受
講
人
数
の
制
限
有
(詳
細
は
シ
ラ
バ
ス
・
担
当
教
員
に
確
認
要
)

②
開
講
場
所
が
学
外
で
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
(詳
細
は
担
当
教
員
に
確
認
要
)

③
受
講
者
数
に
よ
り
開
講
時
期
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
る
(詳
細
は
担
当
教
員
に
確
認
要
)

前
提
知
識
の
要
否
・
目
安
特
に
な
し
。

修
了
要
件

８
単
位
以
上

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
か
ら
8
単
位
以
上
を
修
得
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先
等

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
以
下
の
通
り
で
す
。

ht
tp
://
os
ak
a.
ga
np
ro
.jp
/in
de
x.
ht
m
l

問
合
せ
先
：
医
学
系
研
究
科
保
健
学
専
攻
教
務
係
（
内
線
25
12
）

　
　
　
　
　
ま
た
は
実
施
責
任
者
（
小
泉
雅
彦
、
内
線
25
70
）

説
明
会
の
日
程

■
合
同
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
吹
田
）
平
成
２
８
年
４
月
 ８
日
（
金
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
産
学
連
携
本
部
C
棟
３
階
 e
-s
qu
ar
e
さ
い
え
ん
す
工
房

（
豊
中
）
平
成
２
８
年
４
月
１
２
日
（
火
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
基
礎
工
学
国
際
棟
１
階
 セ
ミ
ナ
ー
室

特
記
事
項

特
に
な
し
。

構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
択

25
51
26

が
ん
登
録
と
が
ん
予
防

　
2

１
学
期

医
学
系
研
究
科
（
保
・
博
士
前
期
）

　

25
51
33

が
ん
の
病
態
生
理
学

　
2

１
学
期

医
学
系
研
究
科
（
保
・
博
士
前
期
）

　

25
51
34

が
ん
の
病
態
生
理
学
各
論

　
2

２
学
期

医
学
系
研
究
科
（
保
・
博
士
前
期
）

　

25
51
61

臨
床
腫
瘍
学
総
論
Ⅰ

　
1

１
学
期

医
学
系
研
究
科
（
保
・
博
士
前
期
）

　

25
51
62

臨
床
腫
瘍
学
総
論
Ⅱ

　
1

２
学
期

医
学
系
研
究
科
（
保
・
博
士
前
期
）

　

25
51
36

緩
和
医
療
学
概
論

　
2

不
開
講

医
学
系
研
究
科
（
保
・
博
士
前
期
）

　

36
04
10

ク
リ
ニ
カ
ル
サ
イ
コ
オ
ン
コ
ロ
ジ
ー
の
理
論
と

実
践

　
2

２
学
期

集
中

Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｄ
（
院
）

　

25
51
99

が
ん
看
護
方
法
論
Ⅰ
（
が
ん
看
護
論
）

　
2

１
学
期

医
学
系
研
究
科
（
保
・
博
士
前
期
）

　

25
52
02

が
ん
看
護
方
法
論
Ⅳ
（
緩
和
ケ
ア
療
養
学
）

　
2

不
開
講

医
学
系
研
究
科
（
保
・
博
士
前
期
）

　

25
51
49

放
射
線
治
療
物
理
学

　
2

１
学
期

医
学
系
研
究
科
（
保
・
博
士
前
期
）

　

25
51
50

高
精
度
放
射
線
治
療

　
2

１
学
期

医
学
系
研
究
科
（
保
・
博
士
前
期
）

　

25
51
52

粒
子
線
治
療

　
2

２
学
期

医
学
系
研
究
科
（
保
・
博
士
前
期
）

　

25
51
53

高
精
度
外
部
放
射
線
治
療
実
習

　
4

年
度
跨

が
り

医
学
系
研
究
科
（
保
・
博
士
前
期
）

　

25
51
54

小
線
源
・
粒
子
線
治
療
実
習

　
4

年
度
跨

が
り

医
学
系
研
究
科
（
保
・
博
士
前
期
）

　

25
51
47

放
射
線
基
礎
物
理
学

　
2

１
学
期

医
学
系
研
究
科
（
保
・
博
士
前
期
）

　

25
51
67

放
射
線
基
礎
物
理
学
実
習

　
2

２
学
期

医
学
系
研
究
科
（
保
・
博
士
前
期
）

　

25
51
48

放
射
線
診
断
物
理
学

　
2

１
学
期

医
学
系
研
究
科
（
保
・
博
士
前
期
）

　

25
51
55

病
理
細
胞
診
断
学
特
論
Ⅰ

　
2

１
学
期

医
学
系
研
究
科
（
保
・
博
士
前
期
）

　

25
51
56

病
理
細
胞
診
断
学
特
論
Ⅱ

　
2

２
学
期

医
学
系
研
究
科
（
保
・
博
士
前
期
）

　

25
51
58

病
理
細
胞
診
断
学
実
習
Ⅰ

　
4

１
学
期

医
学
系
研
究
科
（
保
・
博
士
前
期
）

　

25
51
59

病
理
細
胞
診
断
学
実
習
Ⅱ

　
4

２
学
期

医
学
系
研
究
科
（
保
・
博
士
前
期
）

　

25
51
60

病
理
細
胞
診
断
学
実
習
Ⅲ

　
4

１
学
期

医
学
系
研
究
科
（
保
・
博
士
前
期
）

　

25
51
35

臨
床
が
ん
薬
理
学

　
2

２
学
期

医
学
系
研
究
科
（
保
・
博
士
前
期
）

　

27
11
62

が
ん
治
療
薬
体
内
動
態
解
析
学
特
論

　
1

２
学
期

薬
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

27
11
61

が
ん
治
療
薬
品
学
特
論

　
1

２
学
期

薬
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

27
11
65

が
ん
治
療
薬
副
作
用
学
特
論

　
1

１
学
期

薬
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

27
11
64

緩
和
医
療
薬
学
特
論

　
1

２
学
期

薬
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

27
11
63

が
ん
・
緩
和
医
療
評
価
統
計
学
特
論

　
1

２
学
期

薬
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）
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プ
ロ
グ
ラ
ム
名
称

看
護
教
育
・
管
理
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
部
局

医
学
系
研
究
科
（
保
健
学
専
攻
）

連
携
部
局

－

履
修
対
象
者

修
士
　
・
　
博
士

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

及
び
教
育
目
標

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
】

　
ラ
イ
フ
・
ス
パ
ン
の
延
長
、
医
療
の
高
度
化
、
生
活
環
境
や
価
値
観
の
変
化
を
受
け
て
、
健
康
課
題
が

多
様
化
・
複
雑
化
す
る
時
代
を
迎
え
、
多
方
面
か
ら
人
々
の
健
康
と
幸
せ
を
支
え
る
働
き
か
け
が
で
き
る

資
質
の
高
い
人
材
の
育
成
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
看
護
学
は
、
人
々
の
生
き
る
力
を
引
き
出
し
高
め
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
領
域
の
知
識
体
系
を

基
盤
と
し
て
実
践
さ
れ
る
総
合
科
学
で
す
。
保
健
医
療
学
系
の
み
な
ら
ず
、
人
文
・
社
会
科
学
を
含
め
、

専
門
分
野
の
学
修
を
め
ざ
す
大
学
院
生
の
皆
さ
ん
が
、
看
護
へ
の
知
識
を
深
め
、
医
療
・
看
護
の
質
の
向

上
を
考
え
る
こ
と
は
、
広
く
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
に
関
連
す
る
諸
科
学
で
の
知
の
集
積
を
、
教
育
・
管
理

を
中
心
と
し
た
看
護
実
践
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
教
育
目
標
】

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
医
療
政
策
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
、
質
の
評
価
に
つ
い
て
の
基
本
的
知
識
を

学
び
、
看
護
教
育
・
看
護
管
理
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
各
人
の
立
場
で
資
質
の
高
い
看
護
実
践
に
つ
い

て
提
言
す
る
こ
と
で
、
看
護
教
育
・
看
護
管
理
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

履
修
資
格
・
条
件

①
～
③
の
条
件
等
有

①
演
習
科
目
に
つ
い
て
受
講
人
数
の
制
限
有
（
詳
細
は
シ
ラ
バ
ス
・
担
当
教
員
に
確
認
要
）

②
臨
地
実
習
科
目
に
つ
い
て
受
講
要
件
・
人
数
制
限
有
（
詳
細
は
シ
ラ
バ
ス
・
担
当
教
員
に
確
認
要
）

③
受
講
者
数
に
よ
り
開
講
時
期
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
る
（
詳
細
は
担
当
教
員
に
確
認
要
）

前
提
知
識
の
要
否
・
目
安
特
に
な
し

修
了
要
件

８
単
位
以
上

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先
等

問
合
せ
先
：
医
学
系
研
究
科
保
健
学
専
攻
教
務
係
（
内
線
25
12
）

説
明
会
の
日
程

■
合
同
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
吹
田
）
平
成
２
８
年
４
月
 ８
日
（
金
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
産
学
連
携
本
部
C
棟
３
階
 e
-s
qu
ar
e
さ
い
え
ん
す
工
房

（
豊
中
）
平
成
２
８
年
４
月
１
２
日
（
火
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
基
礎
工
学
国
際
棟
１
階
 セ
ミ
ナ
ー
室

特
記
事
項

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
申
請
か
ら
2
年
以
内
に
8
単
位
を
修
得
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
看
護
師
免
許
を
有
す
る
人
は
、
修
了
要
件
単
位
数
に
受
講
要
件
に
応
じ
た
臨
地
実
習
科
目

4
単
位
を
含
む
こ
と
が
望
ま
し
い
。

構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
択

25
51
83

医
療
政
策
と
ヘ
ル
ス
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

　
2

１
学
期

医
学
系
研
究
科
（
保
・
博
士
前
期
）

　

25
51
91

看
護
教
育
・
管
理
論

　
2

1
学
期

医
学
系
研
究
科
（
保
・
博
士
前
期
）

一
部
集
中

25
51
92

看
護
基
礎
教
育
展
開
論

　
2

1
学
期

医
学
系
研
究
科
（
保
・
博
士
前
期
）

一
部
集
中

25
51
41

看
護
管
理
・
政
策
論

　
2

1
学
期

医
学
系
研
究
科
（
保
・
博
士
前
期
）

一
部
集
中

25
51
25

看
護
管
理
科
学
特
論

　
2

1
学
期

医
学
系
研
究
科
（
保
・
博
士
前
期
）

一
部
集
中

25
51
37

看
護
理
論

　
2

1
学
期

医
学
系
研
究
科
（
保
・
博
士
前
期
）

一
部
集
中

25
51
40

看
護
教
育
論

　
2

１
学
期

医
学
系
研
究
科
（
保
・
博
士
前
期
）

一
部
集
中

25
51
84

看
護
基
礎
教
育
展
開
演
習

　
2

２
学
期

医
学
系
研
究
科
（
保
・
博
士
前
期
）

一
部
集
中

25
51
85

臨
地
実
習
教
育
展
開
演
習

　
2

２
学
期

医
学
系
研
究
科
（
保
・
博
士
前
期
）

一
部
集
中

25
51
86

看
護
教
育
・
管
理
基
礎
実
習

　
2

集
中

医
学
系
研
究
科
（
保
・
博
士
前
期
）

臨
地
実
習

25
51
87

看
護
実
践
能
力
開
発
実
習

　
2

集
中

医
学
系
研
究
科
（
保
・
博
士
前
期
）

臨
地
実
習

25
51
88

看
護
現
任
教
育
実
践
実
習

　
2

集
中

医
学
系
研
究
科
（
保
・
博
士
前
期
）

臨
地
実
習

25
51
89

看
護
管
理
実
践
実
習

　
2

集
中

医
学
系
研
究
科
（
保
・
博
士
前
期
）

臨
地
実
習
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プ
ロ
グ
ラ
ム
名
称

ま
ち
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
部
局

工
学
研
究
科

連
携
部
局

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
・
セ
ン
タ
ー
（
CS
CD
）

履
修
対
象
者

修
士

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

及
び
教
育
目
標

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
】

　
本
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
、「
か
た
ち
」「
し
く
み
」「
こ

こ
ろ
」
の
形
成
の
あ
り
方
に
関
す
る
デ
ザ
イ
ン
力
を
、
生
活
の
質
の
向
上
、
産
業
の
活
性
化
、
社
会
サ
ー

ビ
ス
の
効
果
的
な
提
供
な
ど
の
視
点
を
組
み
込
み
、
養
う
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

【
教
育
目
標
】

　
①
現
実
の
ま
ち
が
抱
え
て
い
る
問
題
発
見
と
課
題
抽
出
能
力
の
養
成

　
②
ま
ち
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
を
構
成
す
る
各
分
野
に
お
け
る
基
礎
的
知
識
の
習
得

　
③
課
題
解
決
の
た
め
の
各
分
野
に
お
け
る
実
践
技
術
の
習
得

　
④
各
分
野
に
お
け
る
個
別
デ
ザ
イ
ン
能
力
の
養
成

　
⑤
具
体
の
地
域
に
お
け
る
総
合
的
デ
ザ
イ
ン
能
力
の
養
成

【
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色
】

　
主
に
交
通
ま
ち
づ
く
り
、
環
境
ま
ち
づ
く
り
系
の
諸
科
目
を
基
礎
と
し
て
学
び
、
具
体
の
地
域
・
ま
ち

づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
要
素
を
総
合
化
す
る
と
い
う
授
業
体
系
を
備
え
て
い
ま
す
。

履
修
資
格
・
条
件

特
段
設
定
せ
ず
。

前
提
知
識
の
要
否
・
目
安
特
に
な
し
。

修
了
要
件

８
単
位
以
上

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
科
目
か
ら
8
単
位
以
上
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先
等

工
学
研
究
科
地
球
総
合
工
学
専
攻
 助
教
 猪
井
博
登
（
い
の
い
 ひ
ろ
と
） 

in
oi
@
ci
vi
l.e
ng
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp

〒
56
5-
08
71
　
大
阪
府
吹
田
市
山
田
丘
2-
1

TE
L：
06
-6
87
9-
76
09
 　
　
FA
X：
06
-6
87
9-
76
12

説
明
会
の
日
程

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
独
自
の
説
明
会
は
開
催
し
ま
せ
ん
の
で
、
合
同
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
吹
田
）
平
成
２
８
年
４
月
８
日
（
金
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
e-
sq
ua
re
さ
い
え
ん
す
工
房
（
３
階
）

（
豊
中
）
平
成
２
８
年
４
月
１
２
日
（
火
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
基
礎
工
学
国
際
棟
セ
ミ
ナ
ー
室
（
１
階
）

特
記
事
項

ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
、「
か
た
ち
」「
し
く
み
」「
こ
こ
ろ
」
の
形
成
の
あ
り
方
に
関
す
る

デ
ザ
イ
ン
力
を
、
生
活
の
質
の
向
上
、
産
業
の
活
性
化
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
効
果
的
な
提
供
な
ど
の
視
点

を
組
み
込
み
、
養
う
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
主
に
居
住
ま
ち
づ
く
り
、
交
通
ま
ち
づ
く
り
、

環
境
ま
ち
づ
く
り
系
の
諸
科
目
を
基
礎
と
し
て
学
び
、
具
体
の
地
域
・
ま
ち
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
に
お
い
て
、

こ
れ
ら
の
要
素
を
総
合
化
す
る
と
い
う
授
業
体
系
を
備
え
て
い
ま
す
。

構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
択

28
00
96

環
境
行
動
論

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

28
01
90

交
通
シ
ス
テ
ム
分
析
論

　
2

２
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

28
06
58

都
市
・
地
域
再
生
論

　
2

２
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

28
08
45

共
生
都
市
環
境
論

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

28
08
46

共
生
環
境
デ
ザ
イ
ン
論

　
2

２
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

28
09
07

交
通
・
地
域
計
画
論

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

28
09
68

地
域
施
設
整
備
論

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

28
11
10

社
会
空
間
デ
ザ
イ
ン
論

　
2

２
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

28
11
80

建
築
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

28
11
93

集
落
・
都
市
の
コ
ン
テ
ク
ス
チ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン

　
2

２
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

36
01
07

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン

　
2

1
学
期

CS
CD
（
院
）

36
02
25

入
門
　
地
域
の
育
て
方

　
2

２
学
期

CS
CD
（
院
）

ま
ち
・
み
ち
づ
く
り

概
論
・
地
域
交
通
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

特
論
の
単
位
取
得
者

は
本
授
業
の
単
位
に

読
み
替
え
る
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プ
ロ
グ
ラ
ム
名
称

高
度
溶
接
技
術
者
プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
部
局

工
学
研
究
科

連
携
部
局

接
合
科
学
研
究
所

履
修
対
象
者

修
士
　
・
　
博
士

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

及
び
教
育
目
標

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
】

　
溶
接
技
術
は
、
素
材
か
ら
製
品
の
組
み
立
て
に
至
る
も
の
づ
く
り
基
盤
技
術
の
中
核
と
し
て
、
あ
ら
ゆ

る
製
造
分
野
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
溶
接
の
原
理
は
、
ア
ー
ク
や
レ
ー
ザ
な
ど
の
熱
源
に
よ
っ
て
、
材

料
局
部
を
溶
か
し
て
つ
な
ぐ
こ
と
で
す
が
、
急
速
な
加
熱
・
冷
却
は
溶
接
部
分
の
強
度
や
耐
食
性
な
ど
を

劣
化
さ
せ
、
同
時
に
変
形
や
残
留
応
力
発
生
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
製
品
品
質
や
安
全

性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
溶
接
の
前
後
工
程
の
適
切
な
処
理
や
品
質
検
査
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
溶
接
技
術
は
未
だ
完
成
さ
れ
た
技
術
で
は
な
く
、
製
品
に
応
じ
た
適
正
な
溶
接
継
手
を
つ
く
る
た
め

に
は
、
溶
接
施
工
に
関
わ
る
技
術
者
の
知
識
･
経
験
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
、
国
際
標
準
IS
O
14
73
1「
溶

接
技
術
者
の
任
務
と
責
務
」
に
も
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
も
の
づ
く
り
分
野
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
高
度
溶
接
技
術
者
の
育
成
に
向
け
て
、

溶
接
プ
ロ
セ
ス
･
機
器
、
材
料
・
溶
接
性
、
溶
接
構
造
物
の
力
学
、
溶
接
施
工
管
理
に
関
す
る
知
識
を
修

得
で
き
る
よ
う
体
系
化
し
て
い
ま
す
。

【
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色
】

　
工
科
系
大
学
卒
以
上
が
資
格
要
件
と
な
っ
て
い
る
 IW
E 
(In
te
rn
at
io
na
l W
el
di
ng
 E
ng
in
ee
r)
の
受
験
資

格
取
得
に
つ
な
が
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
ま
す
。

履
修
資
格
・
条
件

学
生
教
育
研
究
災
害
傷
害
保
険
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
。（
大
阪
大
学
学
生
は
全
員
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。）

前
提
知
識
の
要
否
・
目
安
IW
E
デ
ィ
プ
ロ
マ
資
格
（
終
身
資
格
）
の
取
得
を
目
指
す
方
は
、
工
科
系
4
年
制
大
学
卒
以
上
の
学
歴
が

必
要
で
す
。
資
格
取
得
を
目
指
さ
な
い
方
は
、
特
に
前
提
知
識
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
不
明
な
点
等
が
あ

れ
ば
、
問
合
せ
先
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

修
了
要
件

10
単
位
以
上

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
科
目
か
ら
10
 単
位
以
上
。
た
だ
し
、溶
接
プ
ロ
セ
ス
学
特
論
、

ジ
ョ
イ
ニ
ン
グ
プ
ロ
セ
ス
特
論
Ⅱ
、
構
造
化
設
計
学
、
溶
接
施
工
管
理
論
Ⅰ
の

4 
科
目
8 
単
位
は
必
修
。

※
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
了
に
必
要
な
単
位
（
必
修
の
4
科
目
8
単
位
を
含
め
て
10
単
位
以
上
）
と
各
自
の

所
属
研
究
科
の
専
攻
の
修
了
に
必
要
な
単
位
と
の
重
複
は
認
め
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
所
属
す
る
専
攻

の
修
了
に
必
要
な
最
低
修
得
単
位
数
以
外
に
最
低
4
単
位
は
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
単
位
と
し
て
修
得
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先
等

ht
tp
://
w
w
w
.m
ap
se
.e
ng
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp
/m
m
siw
e/
in
de
x.
ht
m
l

工
学
研
究
科
マ
テ
リ
ア
ル
生
産
科
学
専
攻
　
教
授
　
浅
井
 知

as
ai
@
m
ap
se
.e
ng
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp
   
TE
L:
 0
6-
68
79
-7
54
7

同
専
攻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
助
教
　
高
原
 渉

ta
ka
ha
ra
@
m
ap
se
.e
ng
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp
 T
EL
: 0
6-
68
79
-7
53
4

説
明
会
の
日
程

■
合
同
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
吹
田
）
平
成
２
８
年
４
月
 ８
日
（
金
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
産
学
連
携
本
部
C
棟
３
階
 e
-s
qu
ar
e
さ
い
え
ん
す
工
房

（
豊
中
）
平
成
２
８
年
４
月
１
２
日
（
火
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
基
礎
工
学
国
際
棟
１
階
 セ
ミ
ナ
ー
室

特
記
事
項

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
し
た
の
ち
、
製
造
業
に
就
職
し
、
溶
接
・
生
産
関
連
技
術
者
と
し
て
の
経
験
を
4

年
以
上
つ
む
と
と
も
に
、
よ
り
実
際
的
な
知
識
の
修
得
に
努
め
る
と
、
国
際
溶
接
学
会
(II
W
)か
ら
発
行
さ

れ
、
世
界
に
通
用
す
る
国
際
溶
接
技
術
者
(In
te
rn
at
io
na
l W
el
di
ng
 E
ng
in
ee
r)I
W
E
デ
ィ
プ
ロ
マ
資
格
の

取
得
に
つ
な
が
り
ま
す
。

授
業
の
な
か
で
一
部
、
実
習
･
演
習
を
学
外
で
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
択

28
07
91

構
造
化
設
計
学

2
　

2
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
09
50

ジ
ョ
イ
ニ
ン
グ
プ
ロ
セ
ス
特
論
II

2
　

2
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
11
34

溶
接
プ
ロ
セ
ス
学
特
論

2
　

2
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
11
35

溶
接
施
工
管
理
論
Ⅰ

2
　

2
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
11
36

溶
接
施
工
管
理
論
Ⅱ

　
2

2
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
11
37

溶
接
施
工
管
理
論
Ⅲ

　
2

2
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
09
49

ジ
ョ
イ
ニ
ン
グ
プ
ロ
セ
ス
特
論
Ⅰ

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
07
89

加
工
物
理
学
I

　
2

2
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
03
29

先
端
構
造
評
価
論

　
2

2
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
07
92

構
造
化
評
価
学

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
01
15

機
能
材
料
学

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
02
45

材
料
機
能
化
設
計
学

　
2

2
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
09
51

接
合
プ
ロ
セ
ス
メ
タ
ラ
ジ
ー
論

　
2

2
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
07
80

材
料
加
工
学

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
07
61

機
械
材
料
学

　
2

2
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
03
48

弾
塑
性
学

　
2

2
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
09
65

構
造
体
強
度
論

　
2

2
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
09
01

応
用
鋼
構
造
学

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
02
28

鋼
構
造
設
計
工
学

　
2

2
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
06
52

材
料
創
成
論

　
2

2
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

 専
門
外
で
授
業
に
つ
い
て
い
け
る
か
不
安
に
思
わ
れ
る
方
へ

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
高
度
溶
接
技
術
者
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
各
開
講
科
目
は
相
当
専
門
的
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
、「
溶
接
」
は
、
も
と
も
と
学
際
的
な

分
野
で
、
こ
れ
ま
で
も
、
専
門
の
異
な
る
教
員
同
士
が
協
力
し
て
教
育
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
よ
っ
て
、
専
門
外
の
方
で
、
授
業
に
つ
い
て
い
け
る

か
不
安
に
思
わ
れ
る
方
で
も
、
少
し
で
も
興
味
が
あ
れ
ば
、
気
楽
に
問
合
せ
先
に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。
可
能
で
あ
れ
ば
、
個
別
に
、
各
人
の
動
機
や

専
門
分
野
、
学
習
環
境
等
を
伺
っ
た
上
で
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
れ
ば
、
と
考
え
て
い
ま
す
。
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プ
ロ
グ
ラ
ム
名
称

国
際
標
準
化

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
部
局

工
学
研
究
科

連
携
部
局

国
際
公
共
政
策
研
究
科
、
全
学
教
育
推
進
機
構

履
修
対
象
者

修
士
　
・
　
博
士

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

及
び
教
育
目
標

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
】

　
国
際
標
準
化
は
経
営
戦
略
の
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
競
争
と
協
調
を
司
る
も
の

で
あ
り
、
文
理
を
問
わ
ず
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
心
を
持
つ
大
学
院
生
が
身
に
つ
け
て
お
き
た
い
高
度
教
養
で
あ
る
。

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
は
、
様
々
な
領
域
に
お
い
て
進
め
ら
れ
て
い
る
国
際
標
準
化
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う

に
学
ん
で
い
く
。

・
日
本
の
成
長
の
鍵
と
な
る
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
と
標
準
化
の
関
わ
り
に
つ
い
て
広
く
学
ぶ
こ
と
を
通
し
て
、
国
際
標
準

化
の
意
義
に
つ
い
て
理
解
す
る

・
次
に
学
協
会
や
企
業
活
動
な
ど
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
形
成
に
よ
る
具
体
的
な
標
準
化
の
取
組
み
を
学
ぶ

・
標
準
化
へ
の
取
組
み
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
知
的
財
産
権
に
関
す
る
知
を
修
得
す
る

・
標
準
化
案
を
、
複
数
の
国
の
利
害
を
超
え
て
合
意
形
成
し
ま
と
め
る
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占

め
る
交
渉
力
に
つ
い
て
実
践
を
交
え
て
身
に
つ
け
る

【
教
育
目
標
】

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
学
修
を
通
し
て
以
下
の
能
力
を
身
に
つ
け
た
方
に
修
了
証
を
授
与
す
る
。

①
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
標
準
化
の
重
要
性
と
国
際
標
準
を
策
定
す
る
機
関
や
仕
組
み
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

②
国
際
標
準
化
を
進
め
る
際
に
重
要
と
な
る
知
的
財
産
権
に
関
す
る
知
識
を
身
に
つ
け
、
標
準
化
と
の
関
係
を
理
解

し
て
い
る
。

③
学
協
会
・
企
業
活
動
な
ど
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
よ
る
具
体
的
な
国
際
標
準
化
の
取
組
み
を
理
解
し
て
い
る
。

④
交
渉
（
ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
）
の
基
本
的
な
考
え
方
を
身
に
つ
け
て
い
る
。

⑤
国
際
標
準
化
に
つ
い
て
相
当
の
知
識
を
有
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
標
準
化
マ
イ
ン
ド
を
持
つ
将
来
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
を
持
っ
て
い
る
。

【
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色
】

　
学
修
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
以
下
の
よ
う
な
科
目
が
提
供
さ
れ
系
統
的
な
学
修
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
各
科

目
は
次
の
よ
う
な
能
力
の
獲
得
と
対
応
し
て
い
る
。

①
必
修
科
目
「
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
と
標
準
化
」
に
よ
り
、
国
際
標
準
化
の
概
要
を
把
握
し
、
標
準
化
の
重
要
性
と
国
際

標
準
を
策
定
す
る
機
関
や
仕
組
み
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

②
「
知
的
財
産
権
/演
習
」
に
よ
り
、
国
際
標
準
化
を
進
め
る
際
に
重
要
と
な
る
知
的
財
産
権
に
関
す
る
知
識
を
身

に
つ
け
、
標
準
化
と
の
関
係
を
理
解
す
る
。

③
「
企
業
ビ
ジ
ネ
ス
と
国
際
標
準
化
」
お
よ
び
「
情
報
通
信
と
国
際
標
準
化
」
に
よ
り
、
学
協
会
・
企
業
活
動
な
ど

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
よ
る
具
体
的
な
国
際
標
準
化
の
取
組
み
を
理
解
す
る
。

④
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
（
ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
I）
Ｍ
」
に
よ
り
、
交
渉
（
ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
）
の
基
本
的
な

考
え
方
を
身
に
つ
け
る
。

⑤
「
知
価
社
会
論
」、
「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
デ
ザ
イ
ン
論
」、
「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
デ
ザ
イ
ン
演
習
」、
「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
デ
ザ

イ
ン
特
論
」、
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
よ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
標
準
化
マ
イ
ン
ド

を
持
つ
将
来
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
を
身
に
つ
け
る
。

履
修
資
格
・
条
件

　
特
に
無
し
。
た
だ
し
、
国
際
標
準
化
に
つ
い
て
、
教
員
、
講
師
と
受
講
生
と
共
に
、
真
剣
に
学
び
考
え
議
論
す
る

意
欲
を
持
つ
学
生
の
受
講
を
期
待
す
る
。

　
ま
た
、
国
際
標
準
化
は
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
本
的
な
考
え
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
に
少
し
で
も
関

心
の
あ
る
学
生
の
積
極
的
な
受
講
を
歓
迎
す
る
。

前
提
知
識
の
要
否
・
目
安

前
提
知
識
は
特
に
要
し
な
い
。
グ
ル
ー
プ
討
論
等
へ
の
積
極
的
に
取
り
組
む
マ
イ
ン
ド
が
必
要
。

修
了
要
件

８
単
位
以
上

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先
等

問
い
合
わ
せ
先
（
担
当
教
員
）：
松
行
輝
昌
 （
06
-6
85
0-
69
85
, t
m
a@
ce
la
s.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp
）

説
明
会
の
日
程

■
合
同
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
吹
田
）
平
成
２
８
年
４
月
 ８
日
（
金
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
産
学
連
携
本
部
C
棟
３
階
 e
-s
qu
ar
e
さ
い
え
ん
す
工
房

（
豊
中
）
平
成
２
８
年
４
月
１
２
日
（
火
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
基
礎
工
学
国
際
棟
１
階
 セ
ミ
ナ
ー
室

特
記
事
項

構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
択

28
11
58

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
と
標
準
化

2
集
中

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

C
50
10
1
学
際
科
目
（
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
と
標
準
化
）

全
学
教
育
推
進
機
構
（
院
）

28
06
45

知
的
財
産
権

　
2

2
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
06
46

知
的
財
産
権
演
習
※
1

　
1

2
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
06
49

知
価
社
会
論

　
2

2
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

31
09
83

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習

（
ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
)Ｍ

　
2

集
中

国
際
公
共
政
策
研
究
科（
博
士
前
期
）
　

W
-1
51
7
情
報
通
信
と
国
際
標
準
化

　
2

2
学
期

早
稲
田
大
学

国
際
情
報
通
信
研
究
科

部
局
間
で
単
位
互

換
協
定
を
締
結
済

み
。
遠
隔
講
義
で

開
講

W
-1
51
8
企
業
ビ
ジ
ネ
ス
と
国
際
標
準
化

　
2

1
学
期

早
稲
田
大
学

国
際
情
報
通
信
研
究
科

28
06
41

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
デ
ザ
イ
ン
論

　
2

2
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
06
42

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
デ
ザ
イ
ン
演
習
※
2

　
1

2
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
62
09

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
デ
ザ
イ
ン
特
論

　
2

2
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
後
期
）

　

23
20
73

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
2

1
学
期

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

※
1
必
ず
知
的
財
産
権
と
セ
ッ
ト
で
履
修
す
る
こ
と
。
演
習
の
み
の
受
講
は
認
め
ら
れ
な
い
。

※
2
必
ず
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
デ
ザ
イ
ン
論
と
セ
ッ
ト
で
履
修
す
る
こ
と
。
演
習
の
み
の
受
講
は
認
め
ら
れ
な
い
。



39

プ
ロ
グ
ラ
ム
名
称

量
子
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
研
究
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
部
局

工
学
研
究
科

連
携
部
局

理
学
研
究
科
、情
報
科
学
研
究
科
、基
礎
工
学
研
究
科
、産
業
科
学
研
究
所
、超
高
圧
電
子
顕
微
鏡
セ
ン
タ
ー
、

ア
ト
ミ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー

履
修
対
象
者

修
士
　
・
　
博
士

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

及
び
教
育
目
標

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
】

　
工
学
研
究
科
英
語
コ
ー
ス
「
量
子
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
研
究
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Q
ED
C）
」

在
籍
の
留
学
生
を
対
象
と
し
た
国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
高
度
副
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
開
講
し
て
い
ま
す
。

【
教
育
目
標
】

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
む
研
究
機
関
や
企
業
で
活
躍
で
き
る
国
際
的
な
視
野
を
持
っ
た
研
究
者
の
育
成
を

目
指
し
ま
す
。

【
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色
】

　
英
語
で
の
講
義
や
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
通
じ
、
教
員
、
留
学
生
、
日
本
人
学
生
が
交
流
し
ま
す
。

履
修
資
格
・
条
件

特
に
な
し
。

前
提
知
識
の
要
否
・
目
安
初
等
量
子
力
学
の
知
識
の
あ
る
方
が
望
ま
し
い
。

修
了
要
件

８
単
位
以
上

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先
等

量
子
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
研
究
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
務
局
：

工
学
研
究
科
精
密
科
学
・
応
用
物
理
学
専
攻

e-
m
ai
l：
qe
dc
-o
ffi  
ce
@
dy
n.
ap
.e
ng
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp

説
明
会
の
日
程

■
合
同
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
吹
田
）
平
成
２
８
年
４
月
 ８
日
（
金
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
産
学
連
携
本
部
C
棟
３
階
 e
-s
qu
ar
e
さ
い
え
ん
す
工
房

（
豊
中
）
平
成
２
８
年
４
月
１
２
日
（
火
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
基
礎
工
学
国
際
棟
１
階
 セ
ミ
ナ
ー
室

特
記
事
項

特
に
な
し
。

構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
択

24
11
68

化
学
反
応
論
(I)

　
1

1
学
期

理
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
01
18

極
限
精
密
加
工
学
特
論

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
04
61

半
導
体
物
性
論

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
04
76

表
面
・
界
面
物
性

　
2

2
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
04
78

表
面
原
子
制
御
特
論

　
2

2
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
04
88

物
性
物
理

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
04
98

分
子
電
子
工
学

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
12
70

電
子
線
ナ
ノ
計
測
学

　
2

2
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
06
51

機
能
創
成
デ
ザ
イ
ン
論

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
07
69

量
子
材
料
物
性
論

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
07
72

表
面
制
御
工
学

　
2

2
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
07
97

ナ
ノ
プ
ラ
ズ
マ
工
学

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
09
39

解
析
力
学

　
2

2
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
12
17

計
算
機
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン

チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
Ⅰ
 

　
1

2
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
12
18

計
算
機
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン

チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
Ⅱ

　
1

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
10
73

計
算
科
学
特
論
Ⅰ

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
11
64

量
子
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
特
論

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
11
98

核
融
合
物
理
学

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
60
50

計
算
物
理
特
論

　
2

2
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
後
期
）

　

28
60
60

原
子
制
御
プ
ロ
セ
ス
特
論

　
2

2
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
後
期
）

　

28
60
81

材
料
物
性
学
特
論

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
後
期
）

　

28
61
28

超
精
密
加
工
学
特
論

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
後
期
）

　

28
61
41

表
面
物
性
特
論

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
後
期
）

　

28
61
46

物
性
物
理
特
論

　
2

2
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
後
期
）

　

28
62
09

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
デ
ザ
イ
ン
特
論

　
2

2
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
後
期
）

　

28
62
62

先
端
集
積
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
工
学
特
論

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
後
期
）

　

28
63
50

計
算
機
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン

チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
Ⅲ
 

　
1

2
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
後
期
）

　

28
63
51

計
算
機
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン

チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
Ⅳ

　
1

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
後
期
）

　

29
04
33

理
論
物
質
科
学

　
2

1
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

29
06
23

固
体
力
学
特
論

　
2

1
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

29
06
24

計
算
力
学
特
論

　
2

2
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

33
12
05

数
値
情
報
解
析

　
2

2
学
期

情
報
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

33
32
02

情
報
非
線
形
数
理
学

　
2

2
学
期

情
報
科
学
研
究
科
（
博
士
後
期
）
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プ
ロ
グ
ラ
ム
名
称

環
境
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
部
局

工
学
研
究
科

連
携
部
局

人
間
科
学
研
究
科
、
経
済
学
研
究
科
、
国
際
公
共
政
策
研
究
科
、
法
学
研
究
科
、
基
礎
工
学
研
究
科
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
・
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｄ
）、
国
際
教
育
交
流
セ
ン
タ
ー

履
修
対
象
者

修
士
　
・
　
博
士

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

及
び
教
育
目
標

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
】

　
低
炭
素
・
循
環
型
・
安
全
安
心
社
会
を
実
現
す
る
上
で
は
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
・
シ
ナ
リ
オ
を
構
想
し
、

同
時
に
相
応
し
い
科
学
技
術
や
制
度
を
一
体
に
な
っ
て
創
造
す
る
と
い
う
「
想
創
技
術
社
会
」
の
形
成
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
将
来
の
社
会
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
デ
ザ
イ
ン
に
加
え
、
そ
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
実
現
す
る
た
め
の
様
ざ
ま
な
社
会
変
革
（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
を
誘
導
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。

【
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色
】

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
や
環
境
問
題
に
関
連
す
る
様
々
な
学
問
領
域
の
俯
瞰
的
・

構
造
的
理
解
に
加
え
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
研
究
成
果
を
結
び
付
け
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
誘
導
す
る
た
め
の
学
問
的
ア
プ
ロ
ー
チ
（
環
境
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
）
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

と
く
に
コ
ア
科
目
の
中
で
は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
機
会
を
設
け
、
座
学
だ
け
で

は
な
く
実
践
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
構
成
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
実
地
見
学
や
短
期

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
実
施
し
、
現
場
に
い
る
人
た
ち
、
他
大
学
と
の
学
生
と
交
流
す
る
機
会
も
提
供
し
ま
す
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
大
阪
大
学
の
学
生
が
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
や
環
境
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
デ

ザ
イ
ン
学
の
知
識
・
考
え
方
を
身
に
つ
け
た
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
と
し
て
、
広
く
社
会
で
活
躍
す
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

履
修
資
格
・
条
件

環
境
・
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
心
が
あ
る
人
、
自
分
の
専
門
を
生
か
し
て
社
会
を
変
え
た
い
と
思
う
人
、

学
内
外
を
含
め
い
ろ
い
ろ
な
人
と
交
流
の
機
会
を
持
ち
た
い
人
、
理
系
・
文
系
を
問
わ
ず
全
学
か
ら
の
学

生
を
歓
迎
し
ま
す
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
皆
さ
ん
の
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
が
持
続
可
能
な
社
会
構
築
と

ど
の
よ
う
に
結
び
つ
く
の
か
、
ぜ
ひ
探
求
し
て
く
だ
さ
い
。

前
提
知
識
の
要
否
・
目
安
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

修
了
要
件

８
単
位
以
上

１
．
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
群
（
必
修
選
択
コ
ア
科
目
5
科
目
、選
択
科
目
29
科
目
）

　
　
の
中
か
ら
4
科
目
8
単
位
を
履
修
し
ま
す
。

２
．
必
修
選
択
科
目
5
科
目
の
中
か
ら
2
科
目
4
単
位
以
上
を
履
修
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先
等

担
当
：
原
 圭
史
郎

〒
56
5-
08
71
 大
阪
府
吹
田
市
山
田
丘
2-
1　
産
学
連
携
本
部
D
棟
6F

Te
l 0
6-
68
79
-4
15
0

E-
m
ai
l：
ha
ra
@
ce
id
s.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp

U
RL
：
ht
tp
://
w
w
w
.c
ei
ds
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp
/

説
明
会
の
日
程

■
合
同
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
吹
田
）
平
成
２
８
年
４
月
 ８
日
（
金
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
産
学
連
携
本
部
C
棟
３
階
 e
-s
qu
ar
e
さ
い
え
ん
す
工
房

（
豊
中
）
平
成
２
８
年
４
月
１
２
日
（
火
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
基
礎
工
学
国
際
棟
１
階
 セ
ミ
ナ
ー
室

特
記
事
項

環
境
・
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
心
が
あ
る
人
、
自
分
の
専
門
を
生
か
し
て
社
会
を
変
え
た
い
と
思
う
人
、

学
内
外
を
含
め
い
ろ
い
ろ
な
人
と
交
流
の
機
会
を
持
ち
た
い
人
、
理
系
・
文
系
を
問
わ
ず
全
学
か
ら
の
学

生
を
歓
迎
し
ま
す
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
皆
さ
ん
の
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
が
持
続
可
能
な
社
会
構
築
と

ど
の
よ
う
に
結
び
つ
く
の
か
、
ぜ
ひ
探
求
し
て
く
だ
さ
い
。

構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
択

28
10
10

サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
評
価
・
技
術
論

2
　

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

36
02
19

28
11
88

G
lo
ba
l T
hr
ea
ts
 a
nd
 S
us
ta
in
ab
ili
ty

2
　

1
学
期

CS
CD
（
院
）
工
学
研
究
科

（
博
士
前
期
）

　

36
04
13

28
11
89

Fr
on
tie
r o
f S
us
ta
in
ab
ili
ty
 S
ci
en
ce

2
　

1
学
期

CS
CD
（
院
）
工
学
研
究
科

（
博
士
前
期
）

　

28
12
53

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
実
践

2
　

2
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

72
03
07

Fo
od
 se
cu
rit
y,
 G
lo
ba
liz
at
io
n 
an
d 

Su
st
ai
na
bi
lit
y

　
2

不
開
講

国
際
教
育
交
流
セ
ン
タ
ー
（
院
）

　

31
07
78

特
殊
講
義
（
開
発
と
環
境
）

　
2

2
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科（
博
士
前
期
）
　

36
01
31

36
02
26

科
学
技
術
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
2

1,
2

学
期

CS
CD
（
院
）

科
目
コ
ー
ド

36
00
01

21
05
82

環
境
心
理
学
特
講
Ⅰ

　
2

2
学
期

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

22
04
09

法
政
策
学

　
2

1
学
期

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

29
00
51

科
学
技
術
論
A

　
2

1
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

23
21
11

ア
ジ
ア
環
境
･
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
2

1
学
期

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

23
21
23

事
例
研
究（
ア
ジ
ア
に
お
け
る
環
境
保
全
活
動
）
　

2
2
学
期

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
12
44

En
er
gy
 E
co
no
m
ic
s

　
2

不
開
講

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
10
42

生
物
資
源
工
学
特
論

　
2

2
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
08
49

需
要
端
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
工
学

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
08
45

共
生
都
市
環
境
論

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
09
07

交
通
・
地
域
計
画
論

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
09
09

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
論

　
2

2
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
07
71

機
能
材
料
化
学

　
2

2
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
07
77

環
境
材
料
工
学

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
04
53

燃
焼
工
学

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
09
47

機
械
工
学
特
別
講
義
II

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
09
99

環
境
化
学

　
2

2
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
09
20

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
学
特
別
講
義
Ⅰ

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
09
21

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
学
特
別
講
義
II

　
2

2
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
11
38

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
･
要
素
論

　
2

2
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
00
25

パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
理
論

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
06
81

電
力
シ
ス
テ
ム
工
学

　
2

2
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
12
60

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
論

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

28
08
44

産
業
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
06
58

都
市
・
地
域
再
生
論

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）
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プ
ロ
グ
ラ
ム
名
称

デ
ジ
タ
ル
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
：
分
析
方
法
論
と
実
践

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
部
局

言
語
文
化
研
究
科

連
携
部
局

－

履
修
対
象
者

修
士
　
・
　
博
士

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

及
び
教
育
目
標

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
】

　
Pr
oj
ec
t 
G
ut
en
be
rg
や
G
oo
gl
e 
Bo
ok
s
に
代
表
さ
れ
る
大
規
模
な
テ
ク
ス
ト
ア
ー
カ
イ
ブ
の
出
現
、

W
eb
 2
.0
の
登
場
を
契
機
に
指
数
関
数
的
に
増
加
す
る
W
eb
ペ
ー
ジ
、
各
種
電
子
コ
ー
パ
ス
の
整
備
・
普

及
、
さ
ら
に
ユ
ー
ザ
ー
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
を
備
え
た
高
機
能
コ
ン
コ
ー
ダ
ン
サ
ー
の

開
発
は
、
言
語
研
究
は
も
ち
ろ
ん
、
人
文
学
研
究
一
般
に
も
新
た
な
次
元
を
も
た
ら
し
つ
つ
あ
る
。
デ
ジ

タ
ル
化
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
の
利
点
は
な
に
よ
り
も
ノ
ン
リ
ニ
ア
な
分
析
処
理
を
可
能
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

デ
ジ
タ
ル
テ
ク
ス
ト
は
単
な
る
文
字
列
、
単
語
の
集
合
体
で
は
な
く
、
時
に
は
ベ
ク
ト
ル
や
数
値
行
列
に

変
換
さ
れ
、
統
計
解
析
を
施
す
こ
と
に
よ
り
、
従
来
の
リ
ニ
ア
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
不
可
能
な
パ
タ
ー
ン

や
現
象
を
視
覚
化
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
こ
う
し
た
デ
ジ
タ
ル
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
の
取
り
組
み
、

方
法
論
と
実
践
を
通
し
て
人
文
学
デ
ー
タ
を
新
た
な
角
度
か
ら
読
み
な
お
す
こ
と
が
当
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目

指
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

【
教
育
目
標
】

　
当
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
提
供
す
る
コ
ー
ス
ワ
ー
ク
を
通
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
人
文
学
的
デ
ー
タ
を
的

確
に
処
理
し
、
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
情
報
の
鉱
脈
を
掘
り
当
て
活
用
す
る
高
度
な
「
デ
ジ
タ
ル
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
テ
ィ
ー
ズ
・
リ
テ
ラ
シ
ー
」
を
修
得
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

【
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色
】

　
当
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
自
然
言
語
処
理
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
と
コ
ー
パ
ス
マ
イ
ニ
ン
グ
、
統
計
数
理
解
析
に
関

す
る
モ
ジ
ュ
ー
ル
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
で
基
礎
理
論
と
応
用
実
践
の

方
法
論
を
有
機
的
に
組
み
合
わ
せ
て
教
授
す
る
。
自
然
言
語
処
理
で
は
言
語
デ
ー
タ
を
取
り
扱
う
た
め
の

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
、
処
理
ツ
ー
ル
を
駆
使
す
る
技
法
を
習
得
す
る
。
コ
ー
パ
ス
マ
イ
ニ
ン
グ
に
関
し
て

は
、
コ
ー
パ
ス
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
理
論
や
、
人
文
学
資
料
の
電
子
化
・
構
造
化
に
関
す
る
基
礎
論
か
ら

テ
ク
ス
ト
電
子
化
の
た
め
国
際
共
通
規
格
で
あ
る
TE
I (
Te
xt
 E
nc
od
in
g 
In
iti
at
iv
e)
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
。

さ
ら
に
，
デ
ー
タ
解
析
の
た
め
の
統
計
数
理
モ
デ
ル
に
関
す
る
講
義
を
行
う
と
と
も
に
、
実
践
的
な
コ
ー

パ
ス
分
析
か
ら
解
析
結
果
の
視
覚
化
(V
isu
al
iz
at
io
n)
技
術
を
応
用
し
、
い
わ
ゆ
る
 'D
ist
an
t 
Re
ad
in
g'
 

(F
ra
nc
o 
M
or
et
ti,
 2
01
3)
の
演
習
を
行
う
。

履
修
資
格
・
条
件

特
に
な
し
。

前
提
知
識
の
要
否
・
目
安
特
に
な
し
。

修
了
要
件

８
単
位
以
上

全
体
で
8
単
位
以
上
。
た
だ
し
、
自
然
言
語
処
理
Ａ
・
Ｂ
か
ら
２
単
位
以
上
コ
ー

パ
ス
言
語
学
研
究
Ａ
・
Ｂ
か
ら
２
単
位
以
上
を
取
得
す
る
こ
と
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先
等

言
語
文
化
研
究
科
大
学
院
係
（
豊
中
キ
ャ
ン
パ
ス
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
６
（
６
８
５
０
）
５
８
５
６
　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
ge
nb
un
-d
ai
ga
ku
in
@
offi
  c
e.
os
ak
a-
u.
ac
.jp

説
明
会
の
日
程

特
記
事
項

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
該
当
す
る
授
業
の
内
容
は
，
KO
AN
の
シ
ラ
バ
ス
と
各
授
業
の
第
１
回
目
に
ガ
イ
ダ
ン
ス

が
あ
り
ま
す
の
で
，
そ
れ
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
択

30
03
11

コ
ー
パ
ス
言
語
学
研
究
A

　
2

1
学
期

言
語
文
化
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

30
03
12

コ
ー
パ
ス
言
語
学
研
究
B

　
2

2
学
期

言
語
文
化
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

30
03
15

コ
ー
パ
ス
言
語
学
研
究
A

　
2

1
学
期

言
語
文
化
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

30
03
16

コ
ー
パ
ス
言
語
学
研
究
B

　
2

2
学
期

言
語
文
化
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

30
03
49

コ
ー
パ
ス
言
語
学
研
究
A

　
2

1
学
期

言
語
文
化
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

30
03
50

コ
ー
パ
ス
言
語
学
研
究
B

　
2

2
学
期

言
語
文
化
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

30
03
98

自
然
言
語
処
理
A

　
2

1
学
期

言
語
文
化
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

30
03
99

自
然
言
語
処
理
B

　
2

2
学
期

言
語
文
化
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

＜
該
当
授
業
と
講
師
、
そ
の
第
１
日
目
の
授
業
日
･
場
所
の
予
定
＞

　
コ
ー
パ
ス
言
語
学
研
究
Ａ
　
岩
根
　
久
　
　
　
水
曜
１
限
　
　
４
／
１
３
　「
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
セ
ミ
ナ
ー
室
」

　
コ
ー
パ
ス
言
語
学
研
究
Ｂ
　
岩
根
　
久
　
　
　
水
曜
１
限
　
　
１
０
／
５
　「
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
セ
ミ
ナ
ー
室
」

　
コ
ー
パ
ス
言
語
学
研
究
Ａ
　
田
畑
智
司
　
　
　
水
曜
４
限
　
　
４
／
１
３
　「
言
語
情
報
処
理
LL
シ
ス
テ
ム
室
」

　
コ
ー
パ
ス
言
語
学
研
究
Ｂ
　
田
畑
智
司
　
　
　
水
曜
４
限
　
　
１
０
／
５
　「
言
語
情
報
処
理
LL
シ
ス
テ
ム
室
」

　
コ
ー
パ
ス
言
語
学
研
究
Ａ
　
三
宅
真
紀
　
　
　
水
曜
５
限
　
　
４
／
１
３
　「
言
語
情
報
処
理
LL
シ
ス
テ
ム
室
」

　
コ
ー
パ
ス
言
語
学
研
究
Ｂ
　
三
宅
真
紀
　
　
　
水
曜
５
限
　
　
１
０
／
５
　「
言
語
情
報
処
理
LL
シ
ス
テ
ム
室
」

　
自
然
言
語
処
理
A　
ホ
ド
シ
チ
ェ
ク
 ボ
ル
　
　
金
曜
３
限
　
　
４
／
１
５
　「
言
語
情
報
処
理
LL
シ
ス
テ
ム
室
」

　
自
然
言
語
処
理
B　
ホ
ド
シ
チ
ェ
ク
 ボ
ル
　
　
金
曜
３
限
　
　
１
０
／
７
　「
言
語
情
報
処
理
LL
シ
ス
テ
ム
室
」 

 
 

　「
CA
LL
セ
ミ
ナ
ー
室
」
は
サ
イ
バ
ー
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
豊
中
教
育
研
究
棟
４
階
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー
室
、「
言
語
情
報
処
理
LL
シ
ス
テ

ム
室
（
30
7
室
）」
は
言
語
文
化
Ｂ
棟
３
階
で
す
。
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プ
ロ
グ
ラ
ム
名
称

文
化
と
植
民
地
主
義

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
部
局

言
語
文
化
研
究
科

連
携
部
局

文
学
研
究
科

履
修
対
象
者

修
士
　
・
　
博
士

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

及
び
教
育
目
標

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
】

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
言
語
文
化
と
植
民
地
主
義
と
の
関
係
を
多
角
的
に
考
察
す
る
力
を
育
成
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。

　
近
代
植
民
地
主
義
の
歴
史
は
、
古
く
は
15
世
紀
末
の
大
航
海
の
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
が
、
と
く

に
18
世
紀
以
降
は
、
旧
大
英
帝
国
を
は
じ
め
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
帝
国
に
よ
る
植
民
地
支
配
が
拡
大
し
、

世
界
各
地
の
言
語
文
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
ま
し
た
。
日
本
文
化
も
そ
の
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
20
世
紀
に
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
世
界
の
主
導
権
を
握
り
、
近
年
で
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
問
題
が
大
き
く
浮
上
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
動
き
も
近
代
植
民
地
主
義
の
歴
史
と
無
関
係
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
一
方
、
旧
植
民
地
が
次
々
に
独
立
を
果
た
し
た
20
世
紀
後
半
か
ら
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
イ
ー
ド
の
『
オ

リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
』（
19
78
年
）
を
は
じ
め
、
旧
植
民
地
の
視
点
か
ら
植
民
地
主
義
の
歴
史
や
そ
の
言
語

文
化
的
な
影
響
を
批
判
的
に
検
討
す
る
と
と
も
に
、
旧
植
民
地
に
お
け
る
活
発
な
文
化
活
動
に
着
目
す
る

研
究
、
す
な
わ
ち
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
研
究
が
力
強
く
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

【
教
育
目
標
】

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
こ
の
よ
う
な
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル

理
論
や
そ
の
関
連
理
論
、
旧
植
民
地
や
そ
の
先
住
民
の
言
語
文
化
、
植
民
地
主
義
に
か
か
わ
る
旧
宗
主
国

の
文
化
、
日
本
文
化
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
前
提
と
な
る
「
文
化
」
の
概
念
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、

受
講
生
の
理
論
的
な
理
解
力
や
、
各
種
の
言
語
文
化
に
対
す
る
分
析
力
を
高
め
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
学
習
目
標
を
達
成
し
た
受
講
生
に
修
了
認
定
証
を
授
与
し
ま
す
。

履
修
資
格
・
条
件

言
語
文
化
と
社
会
と
の
関
係
に
つ
い
て
関
心
が
あ
り
、
そ
の
関
心
を
深
め
る
意
欲
を
持
っ
て
い
る
こ
と
。

前
提
知
識
の
要
否
・
目
安
大
学
生
レ
ベ
ル
の
英
文
の
読
解
力
が
必
要

修
了
要
件

８
単
位
以
上

対
象
科
目
を
履
修
し
て
８
単
位
以
上
取
得
す
る
こ
と
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先
等

言
語
文
化
研
究
科
大
学
院
係
（
豊
中
キ
ャ
ン
バ
ス
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
６
（
６
８
５
０
）
５
８
５
６
　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
ge
nb
un
-d
ai
ga
ku
in
@
offi
  c
e.
os
ak
a-
u.
ac
.jp

説
明
会
の
日
程

■
個
別
ガ
イ
ダ
ン
ス

４
月
７
日
（
木
）　
12
:1
0
～
13
:0
0

豊
中
キ
ャ
ン
パ
ス
　
言
語
文
化
研
究
科
Ａ
棟
2
階
　
小
会
議
室

特
記
事
項

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
該
当
す
る
授
業
の
内
容
は
、
KO
AN
の
シ
ラ
バ
ス
と
各
授
業
の
第
１
回
目
に
ガ
イ
ダ
ン
ス

が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
択

30
02
37

現
代
超
域
文
化
論
Ａ

　
2

1
学
期

言
語
文
化
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

30
02
38

現
代
超
域
文
化
論
Ｂ

　
2

2
学
期

言
語
文
化
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

30
02
35

現
代
超
域
文
化
論
Ａ

　
2

1
学
期

言
語
文
化
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

30
02
36

現
代
超
域
文
化
論
Ｂ

　
2

2
学
期

言
語
文
化
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

30
02
13

言
語
文
化
変
容
論
A

　
2

1
学
期

言
語
文
化
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

30
02
14

言
語
文
化
変
容
論
B

　
2

2
学
期

言
語
文
化
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

30
03
86

言
語
文
化
理
論
研
究
A

　
2

1
学
期

言
語
文
化
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

30
03
87

言
語
文
化
理
論
研
究
B 

　
2

2
学
期

言
語
文
化
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

20
29
24

英
文
学
作
品
研
究
演
習

　
2

1
学
期

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

20
29
20

英
文
学
作
品
研
究
演
習

　
2

2
学
期

文
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）
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プ
ロ
グ
ラ
ム
名
称

グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
部
局

国
際
公
共
政
策
研
究
科

連
携
部
局

－

履
修
対
象
者

修
士

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

及
び
教
育
目
標

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
】

　
地
域
医
療
や
政
治
か
ら
環
境
、
開
発
、
人
権
や
国
際
紛
争
ま
で
、
公
共
に
関
わ
る
困
難
な
問
題
は
、
原

因
と
影
響
が
グ
ロ
ー
バ
ル
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
連
携
分
野
を
通
じ
た
社
学
連
携

を
最
大
限
に
活
用
し
つ
つ
、
国
際
機
関
、
行
政
機
関
、
外
交
、
政
治
、
企
業
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
実
際
に
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
活
躍
し
て
き
た
人
材
を
講
師
に
迎
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
に
取
り
組
む
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
必

要
と
さ
れ
る
考
え
方
と
方
法
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

【
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色
】

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
教
育
理
念
は
、「
学
び
合
う
。
社
会
と
学
ぶ
」
で
す
。
参
加
者
に
は
上
記
目
標
を
達

成
す
る
た
め
の
「
場
」
と
「
機
会
」
が
与
え
ら
れ
ま
す
。
対
話
的
授
業
（
ソ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
メ
ソ
ッ
ド
）、
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
、
他
大
学
と
の
合
同
模
擬
事
例
演
習
、
合
宿
、
音
楽
家
と
の
コ
ラ
ボ
な
ど
、
参
加
者
の
主
体

性
を
引
き
出
す
教
育
方
法
も
魅
力
で
す
。

　
よ
き
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
た
め
に
は
継
続
的
練
習
（
習
慣
づ
け
）
が
重
要
で
す
。
そ
こ
で
、
企
業
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
連
携
に
よ
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
了
生
、
卒
業
生
や
一
般
市
民
に
対
し
て
、
気
づ
き
と
学
習

の
連
鎖
を
う
な
が
す
よ
う
な
課
外
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

履
修
資
格
・
条
件

科
目
に
よ
っ
て
は
、
事
前
課
題
の
提
出
、
受
講
者
人
数
の
上
限
が
定
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
、
正
当
な
理

由
な
く
遅
刻
欠
席
を
し
な
い
こ
と
が
単
位
取
得
要
件
と
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
科
目
ご
と
の
受
講
要
件
は
、
シ
ラ
バ
ス
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

前
提
知
識
の
要
否
・
目
安
特
に
な
し
。

修
了
要
件

８
単
位
以
上

必
修
科
目
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
考
え
る
」
及
び
「
実
践
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
」
を
含
み
、
全
体
で
8
単
位
以
上
履
修
す
る
こ
と
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先
等

国
際
公
共
政
策
研
究
科
（
Ｏ
Ｓ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
）
G
LP
 事
務
局

【
E-
m
ai
l】
gl
p@
os
ip
p.
os
ak
a-
u.
ac
.jp
 （
G
LP
 事
務
局
）

【
TE
L】
06
-6
85
0-
56
29
（
直
通
） 
　【
FA
X】
06
-6
85
0-
56
29
（
直
通
）

説
明
会
の
日
程

■
合
同
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
吹
田
）
平
成
２
８
年
４
月
 ８
日
（
金
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
産
学
連
携
本
部
C
棟
３
階
 e
-s
qu
ar
e
さ
い
え
ん
す
工
房

（
豊
中
）
平
成
２
８
年
４
月
１
２
日
（
火
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
基
礎
工
学
国
際
棟
１
階
 セ
ミ
ナ
ー
室
１
階

※
個
別
の
説
明
会
に
つ
い
て
は
、
決
定
次
第
KO
AN
の
掲
示
板
で
通
知
し
ま
す
。

特
記
事
項

2
学
期
開
講
の
「
経
営
者
と
語
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」、
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
考
え
る
」
の
履
修
の
た
め
に

は
、
1
学
期
開
講
の
「
実
践
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
や
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
デ
ザ
イ
ン
」
の
受
講

を
す
す
め
ま
す
。
そ
の
他
に
つ
い
て
は
各
講
義
の
シ
ラ
バ
ス
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
択

31
01
19

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
（
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
考
え
る
）

2
　

2
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科（
博
士
前
期
）
　

31
11
27

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
（
実
践
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
）

2
　

1
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科（
博
士
前
期
）
　

31
10
75

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
（
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
デ
ザ
イ
ン
）

　
2

1
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科（
博
士
前
期
）
　

31
09
83

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
（
ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
１
）

　
2

1
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科（
博
士
前
期
）
　

31
09
84

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
（
ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
２
）

　
2

2
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科（
博
士
前
期
）
　

31
14
44

特
殊
講
義
（
経
営
者
と
語
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
）

　
2

2
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科（
博
士
前
期
）
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プ
ロ
グ
ラ
ム
名
称

科
学
技
術
文
明
に
お
け
る
公
共
倫
理
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
部
局

国
際
公
共
政
策
研
究
科

連
携
部
局

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
・
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｄ
）

履
修
対
象
者

修
士
　
・
　
博
士

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

及
び
教
育
目
標

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
】

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
大
阪
大
学
大
学
院
国
際
公
共
政
策
研
究
科
が
設
置
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
公
共
倫

理
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
稲
盛
財
団
）
寄
附
講
座
」
の
一
環
と
し
て
、「
科
学
技
術
文
明
」

に
関
わ
る
倫
理
的
な
諸
課
題
（
生
命
・
医
療
倫
理
、
環
境
倫
理
、
情
報
倫
理
、
等
）
に
つ
い
て
多
角
的
に

学
習
す
る
も
の
で
す
。
こ
こ
で
言
う
「
公
共
倫
理
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
と
は
、
国
際
社

会
及
び
国
内
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
解
決
に
お
い
て
実
現
さ
れ
る
べ
き
公
共
的
価
値
に
つ
い
て
、
そ

れ
が
社
会
に
と
っ
て
適
切
な
変
革
を
生
み
出
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
（「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

の
構
想
）
を
考
察
し
、
そ
う
し
た
社
会
変
革
に
携
わ
る
人
々
が
も
つ
べ
き
責
任
感
や
倫
理
観
に
つ
い
て
究

明
（「
公
共
倫
理
」
の
実
践
）
す
る
も
の
で
す
。

【
教
育
目
標
】

　
高
度
な
科
学
技
術
は
人
類
に
恩
恵
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
そ
の
制
御
を
誤
っ
た
と
き
に
も
た
ら
さ
れ

る
惨
害
は
人
類
の
手
に
余
る
も
の
と
な
り
得
ま
す
。
そ
の
た
め
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
現
代
世
界
の
直

面
す
る
具
体
的
な
課
題
を
発
見
し
、
そ
の
課
題
の
本
質
を
見
極
め
る
目
を
養
う
と
と
も
に
、
高
度
な
倫
理

観
を
も
っ
て
そ
の
解
決
に
あ
た
り
、
よ
り
よ
い
文
明
・
世
界
・
社
会
を
構
築
す
る
た
め
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
（
革
新
）
を
実
現
で
き
る
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
（
革
新
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
）
を
育
成
す
る
こ
と
で
す
。

【
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色
】

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
必
修
科
目
た
る
総
論
科
目
、
各
人
の
関
心
に
従
い
受
講
す
る
各
論
科
目
及
び
公
共

的
諸
課
題
と
日
本
と
の
関
係
を
考
え
る
「
ま
と
め
科
目
」
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。

履
修
資
格
・
条
件

資
格
や
条
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。

科
学
技
術
文
明
の
あ
り
方
や
科
学
技
術
の
賢
明
な
使
い
方
に
つ
い
て
、
深
い
関
心
を
持
つ
学
生
の
皆
さ
ん

に
は
ぜ
ひ
受
講
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
と
く
に
、
３
・
１
１
震
災
以
後
、
科
学
技
術
の
あ
り
方
を
め

ぐ
っ
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
お
こ
な
わ
れ
、
根
底
的
な
見
直
し
が
要
請
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
う
し
た
観
点
か
ら
、
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
、
科
学
技
術
政
策
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
考
え
、

ご
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
に
も
ぜ
ひ
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形

式
の
授
業
が
中
心
な
の
で
、
自
分
の
意
見
を
し
っ
か
り
と
持
ち
、
他
人
の
意
見
も
聞
き
つ
つ
、
積
極
的
に

議
論
に
参
加
し
て
下
さ
い
。

前
提
知
識
の
要
否
・
目
安
特
に
な
し

修
了
要
件

８
単
位
以
上

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
指
定
す
る
必
修
科
目
（
2
単
位
）
と
選
択
科
目
を
合
わ
せ
て

8
単
位
以
上
取
得
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先
等

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　
ht
tp
://
w
w
w
.o
sip
p.
os
ak
a-
u.
ac
.jp
/in
am
or
i/

問
い
合
わ
せ
先
　
e-
m
ai
l：
ky
om
u@
os
ip
p.
os
ak
a-
u.
ac
.jp

説
明
会
の
日
程

■
合
同
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
吹
田
）
平
成
２
８
年
４
月
 ８
日
（
金
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
産
学
連
携
本
部
C
棟
３
階
 e
-s
qu
ar
e
さ
い
え
ん
す
工
房

（
豊
中
）
平
成
２
８
年
４
月
１
２
日
（
火
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
基
礎
工
学
国
際
棟
１
階
 セ
ミ
ナ
ー
室

特
記
事
項

・
新
規
受
付
は
平
成
28
年
度
ま
で
と
し
、
平
成
29
年
度
以
降
は
行
わ
な
い
予
定
で
す
。

・
必
修
科
目
と
※
印
の
選
択
科
目
の
開
講
は
平
成
28
年
度
ま
で
と
し
、
平
成
29
年
度
以
降
は
開
講
し
な

い
予
定
で
す
。

構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
択

31
13
14

特
殊
講
義

（
グ
ロ
ー
バ
ル
公
共
政
策
の
倫
理
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
論
Ⅰ
）

2
　

１
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科

（
博
士
前
期
）

①
隔
週
講
義

31
13
30

特
殊
研
究

（
グ
ロ
ー
バ
ル
公
共
政
策
の
倫
理
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
論
Ⅰ
）

2
　

１
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科

（
博
士
後
期
）

①
隔
週
講
義

36
01
32

科
学
技
術
社
会
論
基
礎

　
2

１
学
期

CS
CD
（
院
）

　

36
01
31

科
学
技
術
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
2

1
学
期

CS
CD
（
院
）

②

36
02
26

科
学
技
術
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
2

2
学
期

CS
CD
（
院
）

②

36
04
28

科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
理
論
と
実
践

　
2

１
学
期

CS
CD
（
院
）

集
中
講
義

31
08
78

国
際
公
共
政
策
の
た
め
の
法
律
学

　
2

１
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科

（
博
士
前
期
）

　

31
11
67

演
習
（
核
兵
器
と
国
際
関
係
）

　
2

2
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科

（
博
士
前
期
）

　

31
13
17

特
殊
講
義

（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
デ
ザ
イ
ン
思
考
）

　
2

2
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科

（
博
士
前
期
）

不
開
講

31
13
20

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習

（
科
学
技
術
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
）

　
2

2
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科

（
博
士
前
期
）

　

31
10
75

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
（
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
デ
ザ
イ
ン
）

　
2

１
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科

（
博
士
前
期
）

　

31
13
65

特
殊
講
義
（
公
共
倫
理
を
考
え
る
Ⅰ
）

　
2

１
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科

（
博
士
前
期
）

※

31
13
66

特
殊
講
義
（
公
共
倫
理
を
考
え
る
Ⅱ
）

　
2

2
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科

（
博
士
前
期
）

※

36
01
39

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
い
ろ
は

　
2

1
学
期

CS
CD
（
院
）

③
隔
週
講
義

36
02
32

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
い
ろ
は

　
2

2
学
期

CS
CD
（
院
）

③
隔
週
講
義

31
14
52

特
殊
講
義
（
人
材
流
動
化
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）

　
2

2
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科

（
博
士
前
期
）

④
※

31
14
53

特
殊
研
究
（
人
材
流
動
化
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）

　
2

2
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科

（
博
士
後
期
）

④
※

①
～
④
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
一
科
目
の
た
め
、
い
ず
れ
か
1
科
目
の
み
登
録
す
る
こ
と
。
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プ
ロ
グ
ラ
ム
名
称

国
際
協
力
活
動
に
お
け
る
公
共
倫
理
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
部
局

国
際
公
共
政
策
研
究
科

連
携
部
局

国
際
教
育
交
流
セ
ン
タ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
・
セ
ン
タ
ー
（
CS
CD
）

履
修
対
象
者

修
士
　
・
　
博
士

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

及
び
教
育
目
標

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
】

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
大
阪
大
学
大
学
院
国
際
公
共
政
策
研
究
科
が
設
置
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
公
共
倫

理
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
稲
盛
財
団
）
寄
附
講
座
」
の
一
環
と
し
て
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
公

共
政
策
」
の
諸
課
題
（
平
和
と
安
全
、
外
交
・
政
治
、
開
発
と
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
人
権
と
人
道
、
多

文
化
共
生
、
等
）
の
解
決
に
向
け
た
対
応
や
協
力
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
公
共
倫
理
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
観
点
か
ら
、学
習
す
る
も
の
で
す
。
こ
こ
で
言
う
「
公
共
倫
理
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
」
と
は
、
国
際
社
会
及
び
国
内
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
解
決
に
お
い
て
実
現
さ
れ
る
べ
き
公

共
的
価
値
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
社
会
に
と
っ
て
適
切
な
変
革
を
生
み
出
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
（「
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
の
構
想
）
を
考
察
し
、
そ
う
し
た
社
会
変
革
に
携
わ
る
人
々
が
も
つ
べ
き
責
任

感
や
倫
理
観
に
つ
い
て
究
明
（「
公
共
倫
理
」
の
実
践
）
す
る
も
の
で
す
。

【
教
育
目
標
】

　
主
た
る
教
育
目
標
は
、
現
代
世
界
の
直
面
す
る
具
体
的
な
課
題
を
発
見
し
、
そ
の
課
題
の
本
質
を
見
極

め
る
目
を
養
う
と
と
も
に
、
高
度
な
倫
理
観
を
も
っ
て
そ
の
解
決
に
あ
た
り
、
よ
り
よ
い
文
明
・
世
界
・

社
会
を
構
築
す
る
た
め
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
革
新
）
を
実
現
で
き
る
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
（
革
新
を
リ
ー
ド

す
る
人
材
）
を
育
成
す
る
こ
と
で
す
。

【
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色
】

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
必
修
科
目
た
る
総
論
科
目
、
各
人
の
関
心
に
従
い
受
講
す
る
各
論
科
目
及
び
公
共

的
諸
課
題
と
日
本
と
の
関
係
を
考
え
る
「
ま
と
め
科
目
」
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。

履
修
資
格
・
条
件

資
格
や
条
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。

前
提
知
識
の
要
否
・
目
安
こ
れ
か
ら
自
分
の
専
門
性
を
国
際
協
力
に
生
か
し
て
み
た
い
方
は
も
ち
ろ
ん
、
国
際
協
力
に
関
心
を
持
ち

つ
つ
も
実
践
や
学
習
の
機
会
が
な
か
っ
た
方
、
あ
る
い
は
、
自
分
の
専
門
性
を
ど
う
社
会
に
生
か
し
て
い

く
の
か
迷
っ
て
い
る
方
な
ど
、
幅
広
い
方
に
受
講
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

修
了
要
件

８
単
位
以
上

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
指
定
す
る
必
修
科
目
（
2
単
位
）
と
選
択
科
目
を
合
わ
せ
て

8
単
位
以
上
取
得
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先
等

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　
ht
tp
://
w
w
w
.o
sip
p.
os
ak
a-
u.
ac
.jp
/in
am
or
i/

問
い
合
わ
せ
先
　
e-
m
ai
l：
ky
om
u@
os
ip
p.
os
ak
a-
u.
ac
.jp

説
明
会
の
日
程

■
合
同
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
吹
田
）
平
成
２
８
年
４
月
 ８
日
（
金
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
産
学
連
携
本
部
C
棟
３
階
 e
-s
qu
ar
e
さ
い
え
ん
す
工
房

（
豊
中
）
平
成
２
８
年
４
月
１
２
日
（
火
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
基
礎
工
学
国
際
棟
１
階
 セ
ミ
ナ
ー
室

特
記
事
項

・
新
規
受
付
は
平
成
28
年
度
ま
で
と
し
、
平
成
29
年
度
以
降
は
行
わ
な
い
予
定
で
す
。

・
必
修
科
目
と
※
印
の
選
択
科
目
の
開
講
は
平
成
28
年
度
ま
で
と
し
、
平
成
29
年
度
以
降
は
開
講
し
な

い
予
定
で
す
。

構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
択

31
13
14

特
殊
講
義

（
グ
ロ
ー
バ
ル
公
共
政
策
の
倫
理
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
論
Ⅰ
）

2
　

1
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科

（
博
士
前
期
）

①
隔
週
講
義

31
13
30

特
殊
研
究

（
グ
ロ
ー
バ
ル
公
共
政
策
の
倫
理
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
論
Ⅰ
）

2
　

1
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科

（
博
士
後
期
）

①
隔
週
講
義

31
13
15

特
殊
講
義

（
グ
ロ
ー
バ
ル
公
共
政
策
の
倫
理
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
論
Ⅱ
）

　
2

2
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科

（
博
士
前
期
）

②
隔
週
講
義
※

31
13
31

特
殊
研
究

（
グ
ロ
ー
バ
ル
公
共
政
策
の
倫
理
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
論
Ⅱ
）

　
2

2
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科

（
博
士
後
期
）

②
隔
週
講
義
※

31
13
16

特
殊
講
義
（
人
間
の
安
全
保
障
）

　
2

2
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科

（
博
士
前
期
）

不
開
講

31
00
14

国
際
安
全
保
障
論

　
2

1
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科

（
博
士
前
期
）

不
開
講

31
00
13

国
際
連
合
シ
ス
テ
ム
論

　
2

通
   
年

国
際
公
共
政
策
研
究
科

（
博
士
前
期
）

③
集
中
講
義

31
06
29

特
殊
研
究
（
国
際
連
合
シ
ス
テ
ム
論
）

　
2

通
   
年

国
際
公
共
政
策
研
究
科

（
博
士
後
期
）

③
集
中
講
義

31
04
12

経
済
開
発
論

　
2

1
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科

（
博
士
前
期
）

　

31
07
78

特
殊
講
義
（
開
発
と
環
境
）

　
2

2
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科

（
博
士
前
期
）

　

31
00
16

国
際
人
権
法

　
2

1
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科

（
博
士
前
期
）

集
中
講
義

31
13
13

特
殊
講
義
(難
民
問
題
か
ら
世
界
を
見
る
）

　
2

2
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科

（
博
士
前
期
）

　

72
01
59

難
民
問
題
か
ら
世
界
を
見
る

　
2

2
学
期

国
際
教
育
交
流
セ
ン

タ
ー
（
院
）

31
14
56

特
殊
講
義
（
武
力
紛
争
法
）

　
2

1
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科

（
博
士
前
期
）

　

31
13
01

特
殊
講
義
（
国
際
人
道
法
）

　
2

1
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科

（
博
士
前
期
）

不
開
講

31
13
19

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
（
グ
ロ
ー
バ
ル
公
益
と
日
本
）

　
2

2
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科

（
博
士
前
期
）

④

31
13
33

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
（
グ
ロ
ー
バ
ル
公
益
と
日
本
）

　
2

2
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科

（
博
士
後
期
）

④

31
14
82

特
殊
講
義
（
民
主
化
論
）

　
2

2
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科

（
博
士
前
期
）

⑤

31
14
83

特
殊
研
究
（
民
主
化
論
）

　
2

2
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科

（
博
士
後
期
）

⑤

31
13
51

特
殊
講
義
（
政
策
評
価
の
た
め
の
定
量
的
手
法
）

　
2

1
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科

（
博
士
前
期
）

⑥
集
中
講
義
※

31
13
53

特
殊
研
究
（
政
策
評
価
の
た
め
の
定
量
的
手
法
）

　
2

1
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科

（
博
士
後
期
）

⑥
集
中
講
義
※

31
13
52

特
殊
講
義
（
身
体
文
化
論
）

　
2

2
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科

（
博
士
前
期
）

集
中
講
義
※

36
01
39

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
い
ろ
は

　
2

1
学
期

CS
CD
（
院
）

⑦
隔
週
講
義

36
02
32

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
い
ろ
は

　
2

2
学
期

CS
CD
（
院
）

⑦
隔
週
講
義

①
～
⑦
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
一
科
目
の
た
め
、
い
ず
れ
か
1
科
目
の
み
登
録
す
る
こ
と
。
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プ
ロ
グ
ラ
ム
名
称

組
込
み
シ
ス
テ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
部
局

情
報
科
学
研
究
科

連
携
部
局

－

履
修
対
象
者

修
士
（
博
士
前
期
課
程
１
年
生
）

※
他
学
年
の
希
望
者
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

及
び
教
育
目
標

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
】

　
本
高
度
副
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
組
込
み
シ
ス
テ
ム
」
は
，
大
阪
大
学
の
大
学
院
生
に
対
し
て
，
近
年
注
目
を

集
め
て
い
る
組
込
み
シ
ス
テ
ム
を
理
解
，
構
築
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
教
育
を
提
供
し
ま
す
．
現
代
は
，

身
の
回
り
の
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
使
用
さ
れ
て
い
る
時
代
で
す
．
我
々
は
，
意
識
し

て
い
る
意
識
し
て
い
な
い
に
関
わ
ら
ず
，
日
々
多
数
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
て
い
ま
す
．
組
込
み
シ

ス
テ
ム
は
，
マ
イ
ク
ロ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
組
込
ま
れ
た
専
用
の
シ
ス
テ
ム
で
，
ア
ン
ビ
エ
ン
ト
時
代
に
は

不
可
欠
な
技
術
と
な
り
ま
す
．
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
，
組
込
み
シ
ス
テ
ム
を
理
解
す
る
た
め
に
必
要
と
な

る
理
論
を
理
解
す
る
と
と
も
に
，
演
習
で
は
組
込
み
プ
ロ
セ
ッ
サ
を
実
際
に
動
作
さ
せ
，
そ
の
構
造
と
そ

の
プ
ロ
セ
ッ
サ
の
上
で
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
ど
の
よ
う
に
動
作
す
る
の
か
を
理
解
し
ま
す
．

【
教
育
目
標
】

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
履
修
す
る
こ
と
で
，
以
下
の
内
容
を
理
解
で
き
ま
す
．

　
- 組
込
み
シ
ス
テ
ム
の
概
要

　
- ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
／
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
コ
デ
ザ
イ
ン

　
- 組
込
み
プ
ロ
セ
ッ
サ
設
計

　
- 組
込
み
シ
ス
テ
ム
設
計

　
- L
SI
設
計
手
法

　
- 高
信
頼
設
計
手
法

履
修
資
格
・
条
件

博
士
前
期
課
程
1
年
生
（
他
学
年
の
希
望
者
は
担
当
者
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。）

＊
募
集
者
が
多
数
の
場
合
は
、
担
当
者
が
選
考
し
受
講
生
を
決
定
し
ま
す
。

前
提
知
識
の
要
否
・
目
安
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
動
作
に
つ
い
て
基
礎
的
な
知
識
を
有
す
る
こ
と
.

修
了
要
件

8
単
位
以
上

指
定
さ
れ
た
授
業
科
目
よ
り
８
単
位
以
上
修
得
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
専

攻
の
修
了
に
必
要
な
最
低
単
位
数
以
外
に
最
低
４
単
位
は
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

単
位
と
し
て
修
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先
等

大
学
院
情
報
科
学
研
究
科
　
情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻

武
内
　
良
典
　
准
教
授

電
話
：
06
-6
87
9-
45
21
　
　
FA
X ：
06
-6
87
9-
45
24

E-
m
ai
l: 
ta
ke
uc
hi
@
ist
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp

説
明
会
の
日
程

■
個
別
ガ
イ
ダ
ン
ス

平
成
28
年
4
月
6
日
　（
情
報
科
学
研
究
科
入
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
時
に
実
施
）

他
研
究
科
の
学
生
は
、
問
い
合
わ
せ
先
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

特
記
事
項

特
に
な
し

構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
択

33
14
01

シ
ス
テ
ム
レ
ベ
ル
設
計
手
法

　
2

１
学
期

情
報
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

隔
年
開
講

33
14
02

VL
SI
設
計
論

　
2

１
学
期

情
報
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

隔
年
開
講

33
14
08

コ
ン
カ
レ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

　
2

１
学
期

情
報
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

隔
年
開
講

33
14
20

デ
ィ
ペ
ン
ダ
ブ
ル
シ
ス
テ
ム

　
2

１
学
期

情
報
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

隔
年
開
講

33
14
19

応
用
集
積
シ
ス
テ
ム

　
2

１
学
期

情
報
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

隔
年
開
講

33
14
04

計
算
機
援
用
設
計
論

　
2

１
学
期

情
報
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

隔
年
開
講

33
14
13

情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
演
習
Ⅰ

2
　

１
学
期

情
報
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

33
13
25

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
基
礎
論

　
2

１
学
期

情
報
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

33
15
25

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
学
基
礎
論

　
2

２
学
期

情
報
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

33
13
05

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
論

　
2

2
学
期

情
報
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）
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プ
ロ
グ
ラ
ム
名
称

大
規
模
適
応
設
計
プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
部
局

情
報
科
学
研
究
科

連
携
部
局

－

履
修
対
象
者

修
士
（
博
士
前
期
課
程
１
年
生
）

※
他
学
年
の
希
望
者
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

及
び
教
育
目
標

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
】

　
本
高
度
副
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
い
わ
ゆ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
分
析
手
法
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
分
野
の
創
出

と
い
っ
た
社
会
の
具
体
的
な
課
題
を
、
ク
ラ
ウ
ド
技
術
を
活
用
し
解
決
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
複
数
人
の
学
生
で
チ
ー
ム
を
組
ん
で
実
施
す
る
演
習
や
分
散
環
境
で
行
う
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
開
発
演
習
を
通
じ
て
、
実
践
的
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
技
術
を
学
び
ま
す
。
先
ず
、
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ

ム
の
開
発
の
た
め
の
基
礎
知
識
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発

プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
の
基
盤
技
術
を
学
び
ま
す
。
次
に
、
夏
休
み
期
間
の
合
宿
で
、
簡
単
な
ク
ラ
ウ
ド
シ

ス
テ
ム
の
開
発
や
ク
ラ
ウ
ド
の
応
用
技
術
等
を
学
び
ま
す
。
最
後
に
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析
、
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
提
案
と
い
っ
た
ク
ラ
ウ
ド
技
術
の
活
用
演
習
を
行
い
ま
す
。

【
教
育
目
標
】

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
学
習
を
通
し
て
、
以
下
の
能
力
を
備
え
た
方
に
修
了
認
定
証
を
授
与
し
ま
す
。

　
①
チ
ー
ム
に
よ
る
小
規
模
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
を
う
ま
く
管
理
で
き
る
。

　
②
各
種
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
工
学
技
法
を
用
い
て
簡
単
な
W
eb
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
開
発
で
き
る
。

　
③
ク
ラ
ウ
ド
環
境
を
利
用
し
た
開
発
が
で
き
る
。

　
④
ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
し
た
大
規
模
デ
ー
タ
解
析
が
で
き
る
。

　
⑤
ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
提
案
が
で
き
る
。

【
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色
】

　
上
記
の
教
育
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
5
つ
の
科
目
群
を
設
置
し
、
系
統
的
履
修
を
促
し
ま
す
。
各
科

目
群
と
上
記
①
～
⑤
の
対
応
は
、
構
成
科
目
の
備
考
欄
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

　
授
業
は
主
に
金
曜
日
の
2
限
～
5
限
に
中
之
島
セ
ン
タ
ー
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
夏
休
み
期
間
の
合
宿
（
ク

ラ
ウ
ド
基
礎
PB
L
と
ク
ラ
ウ
ド
開
発
応
用
）
は
7
月
～
9
月
に
集
中
講
義
で
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

履
修
資
格
・
条
件

博
士
前
期
課
程
1
年
生
（
定
員
は
10
名
程
度
）（
他
学
年
の
希
望
者
は
en
Pi
T
事
務
局
ま
で
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。）
＊
応
募
者
が
多
数
の
場
合
は
、
事
務
局
で
選
考
し
、
受
講
者
を
決
定
し
ま
す
。
 

前
提
知
識
の
要
否
・
目
安
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
経
験
が
あ
る
こ
と

修
了
要
件

8
単
位

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先
等

en
Pi
T
事
務
局
 (
Ｂ
51
1)

〒
56
5-
08
71
大
阪
府
吹
田
市
山
田
丘
1-
5

電
話
：
06
-6
87
9-
43
95
　
　
FA
X ：
06
-6
87
9-
46
49

Em
ai
l: 
cl
ou
d-
sp
ira
l-i
nf
o@
ist
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp

ht
tp
://
cl
ou
d-
sp
ira
l.e
np
it.
jp
/

説
明
会
の
日
程

平
成
28
年
4
月
6
日
　（
情
報
科
学
研
究
科
入
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
時
に
実
施
）

特
記
事
項

詳
細
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

en
Pi
T
事
務
局
：
cl
ou
d-
sp
ira
l-i
nf
o@
ist
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp

構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
択

33
13
32

ク
ラ
ウ
ド
開
発
基
礎

2
　

1
学
期

情
報
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

集
中
，
①
，
②
，

③

33
13
35

ク
ラ
ウ
ド
基
礎
PB
L

1
　

1
学
期

情
報
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

集
中
，
①
，
②
，

③

33
13
34

ク
ラ
ウ
ド
開
発
応
用

1
　

1
学
期

情
報
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

集
中
，
④
，
⑤

33
13
36

ク
ラ
ウ
ド
発
展
PB
L

2
　

2
学
期

情
報
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

集
中
，
④
，
⑤

33
13
33

ク
ラ
ウ
ド
開
発
演
習

2
　

通
年

情
報
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

集
中
，①
，②
，③
，

④
，
⑤
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プ
ロ
グ
ラ
ム
名
称

感
染
症
学
免
疫
学
融
合
プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
部
局

微
生
物
病
研
究
所

連
携
部
局

医
学
系
研
究
科
・
免
疫
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー

履
修
対
象
者

博
士

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

及
び
教
育
目
標

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
】

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
い
っ
た
新
興
感
染
症
や
社
会
的
に
影
響
の
大
き
い
AI
D
S
や
マ
ラ
リ
ア
等
の
感

染
症
の
治
療
法
の
開
発
に
は
、
宿
主
側
の
免
疫
応
答
の
理
解
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
近
年
、
常
在
微

生
物
に
よ
る
免
疫
系
に
対
す
る
イ
ン
パ
ク
ト
が
自
己
免
疫
疾
患
の
発
症
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
こ
と
も

分
か
っ
て
き
て
お
り
、
こ
う
し
た
免
疫
系
疾
患
の
治
療
法
の
開
発
に
は
微
生
物
と
宿
主
の
相
互
作
用
の
理

解
が
不
可
欠
で
す
。
こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
従
来
別
個
の
学
問
と
し
て
発
展
し
て
き
た
感
染
症
学
と
免
疫

学
の
両
方
に
精
通
し
て
い
る
研
究
者
の
育
成
が
緊
喫
の
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
そ
の
よ
う
な
研
究
者
の
養
成
を
目
指
し
て
、
微
生
物
病
研
究
所
・
免
疫
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
・

医
学
系
研
究
科
と
い
う
感
染
症
学
、
免
疫
学
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
研
究
者
が
多
数
集
積
し
て
い
る
有
利
な

環
境
を
最
大
限
に
生
か
し
た
教
育
を
行
い
ま
す
。

【
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色
】

　「
感
染
症
学
免
疫
学
融
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
感
染
症
学
と
免
疫
学
の
分
野
の
第
一
線
の
講
師
陣
が
、

(1
) 基
本
概
念
の
レ
ク
チ
ャ
ー
と
 (2
) 関
連
す
る
領
域
の
重
要
な
文
献
に
関
す
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
い

う
２
つ
を
１
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
、
こ
の
領
域
で
、
指
導
的
な
役
割
を
果
た
せ
る
研

究
者
の
育
成
を
実
践
的
に
行
い
ま
す
。

　「
ア
ド
バ
ン
ス
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
学
外
か
ら
講
師
を
招
へ
い
し
、
感
染
症
学
・
免
疫
学
に
関
す
る

最
新
の
知
識
を
得
る
た
め
の
専
門
的
な
レ
ク
チ
ャ
ー
を
行
い
ま
す
。

履
修
資
格
・
条
件

広
く
生
物
学
・
医
学
の
研
究
に
携
わ
っ
て
い
る
大
学
院
博
士
（
後
期
）
課
程
学
生

前
提
知
識
の
要
否
・
目
安
大
学
教
養
課
程
程
度
の
生
物
学
の
知
識
が
あ
る
方
が
望
ま
し
い
。

修
了
要
件

１
０
単
位
以
上

・
２
年
間
の
課
程
で
あ
り
、
受
講
開
始
は
、
偶
数
年
度
・
奇
数
年
度
（
西
暦
）

の
ど
ち
ら
か
ら
で
も
可
能
。

・
感
染
症
学
免
疫
学
融
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
１
、
２
及
び
ア
ド
バ
ン
ス
ト
プ
ロ
グ
ラ

ム
１
、
２
は
全
て
必
修
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先
等

大
阪
大
学
微
生
物
病
研
究
所
　
感
染
症
学
免
疫
学
融
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
推
進
室

H
P:
 h
tt
p:
//
w
w
w
.b
ik
en
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp
/s
ui
sh
in
/s
ub
pr
o/
su
bp
ro
.h
tm
l

E-
m
ai
l: 
su
ish
in
@
bi
ke
n.
os
ak
a-
u.
ac
.jp

Te
l: 
06
-6
87
9-
83
20

説
明
会
の
日
程

■
個
別
ガ
イ
ダ
ン
ス

日
時
：
平
成
２
８
年
４
月
５
日
（
火
）
１
０
時
３
０
分
～
１
１
時
に
実
施
予
定

　
　
　
微
生
物
病
研
究
所
　
本
館
１
階
　
微
研
ホ
ー
ル

■
合
同
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
吹
田
）
平
成
２
８
年
４
月
 ８
日
（
金
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
産
学
連
携
本
部
C
棟
３
階
 e
-s
qu
ar
e
さ
い
え
ん
す
工
房

（
豊
中
）
平
成
２
８
年
４
月
１
２
日
（
火
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
基
礎
工
学
国
際
棟
１
階
 セ
ミ
ナ
ー
室

特
記
事
項

特
に
な
し
。

構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
択

25
D
P0
1
感
染
症
学
免
疫
学
融
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
１

4
　

通
年

医
学
系
研
究
科
（
博
士
）

偶
数
年
度

（
西
暦
）
の
み
開
講

25
D
P0
2
感
染
症
学
免
疫
学
融
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
２

4
　

通
年

医
学
系
研
究
科
（
博
士
）

奇
数
年
度

（
西
暦
）
の
み
開
講

25
D
P0
3
ア
ド
バ
ン
ス
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
１

1
　

通
年

医
学
系
研
究
科
（
博
士
）

偶
数
年
度

（
西
暦
）
の
み
開
講

25
D
P0
4
ア
ド
バ
ン
ス
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
２

1
　

通
年

医
学
系
研
究
科
（
博
士
）

奇
数
年
度

（
西
暦
）
の
み
開
講
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プ
ロ
グ
ラ
ム
名
称

イ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
•コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
理
論
と
実
践

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
部
局

国
際
教
育
交
流
セ
ン
タ
ー

連
携
部
局

言
語
文
化
研
究
科

履
修
対
象
者

修
士
　
・
　
博
士

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

及
び
教
育
目
標

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
】

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
ボ
ー
ダ
レ
ス
化
の
進
展
に
伴
い
、
言
語
や
文
化
を
必
ず
し
も
共
有
し
な
い
人
々
の
間

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性
が
大
い
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
「
イ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ュ

ラ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
多
様
な
価
値
観
や
思
考
様
式
へ
の
気
づ
き
を
促
す
契
機
と
な
る
一

方
で
、
様
々
な
誤
解
や
対
立
を
引
き
起
こ
す
場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
問
題
は
、
自
文
化
で
当
然

と
さ
れ
る
言
語
行
動
様
式
等
が
共
有
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
原
因
で
あ
る
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。

【
教
育
目
標
】

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
現
代
社
会
の
多
言
語
・
多
文
化
化
の
現
状
や
イ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
基
礎
理
論
を
学
ぶ
と
同
時
に
、
実
際
の
イ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
場
面
で
生
じ
る
問
題
へ
の
対
処
方
法
に
つ
い
て
、
実
践
的
な
課
題
を
通
じ
て
考
え
ま
す
。
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
標
は
こ
れ
ら
の
過
程
を
通
じ
て
多
様
性
へ
の
自
覚
を
促
し
、
地
球
市
民
と
し
て
の
知
恵

と
態
度
を
涵
養
す
る
こ
と
で
す
。

【
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色
】

　
専
門
分
野
に
か
か
わ
ら
ず
、
各
人
の
興
味
関
心
に
応
じ
て
以
下
の
科
目
を
自
由
に
組
み
合
わ
せ
て
受
講

し
て
く
だ
さ
い
。

　（
１
）「
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
」：
言
語
の
学
習
・
教
育
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
心
が
あ

る
人
向
け

　（
２
）「
言
語
技
術
研
究
」：
書
記
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
心
が
あ
る
人
向
け

　（
３
）「
言
語
文
化
教
育
論
」、
「
言
語
文
化
政
策
論
」：
言
語
政
策
、
政
治
・
社
会
に
関
心
を
持
つ
人
向
け

履
修
資
格
・
条
件

特
に
資
格
等
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
異
文
化
へ
の
関
心
が
高
い
人
も
あ
ま
り
関
心
を
持
た
な
い
人
も
歓
迎
し

ま
す
。
ま
た
、
現
在
、
異
文
化
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
問
題
を
感
じ
て
い
る
人
や
、
将
来
多

文
化
的
な
環
境
の
中
で
生
活
す
る
可
能
性
や
必
要
性
を
感
じ
る
人
も
、
受
講
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
な
お
、
ど
の
授
業
に
お
い
て
も
、
受
講
者
同
士
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
歓
迎
し
ま
す
。
ま
た
、

受
講
者
は
自
身
の
専
門
分
野
に
つ
い
て
、
他
の
受
講
者
に
対
し
、
可
能
な
限
り
明
確
に
、
か
つ
平
易
に
説

明
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

前
提
知
識
の
要
否
・
目
安
専
門
的
な
前
提
知
識
は
特
に
必
要
と
し
ま
せ
ん
。

修
了
要
件

８
単
位
以
上

原
則
と
し
て
1
年
で
8
単
位
以
上
取
得
す
る
こ
と
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先
等

ht
tp
://
w
w
w
.c
ie
e.
os
ak
a-
u.
ac
.jp

学
生
交
流
推
進
課

（
ko
ku
sa
i-g
ak
us
ei
-r
yu
ga
ku
se
i@
offi
  c
e.
os
ak
a-
u.
ac
.jp

内
線
31
27
 ま
た
は
06
-6
87
9-
71
18
）

説
明
会
の
日
程

■
合
同
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
吹
田
）
平
成
２
８
年
４
月
 ８
日
（
金
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
産
学
連
携
本
部
C
棟
３
階
 e
-s
qu
ar
e
さ
い
え
ん
す
工
房

■
各
授
業
の
初
日
に
お
い
て
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
た
め
、
受
講
希
望
者
は
、
履
修
希
望
の

　
授
業
の
初
日
に
で
き
る
だ
け
出
席
す
る
こ
と
。

特
記
事
項

特
に
な
し
。

構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
択

30
02
55

言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
A

　
2

1
学
期

言
語
文
化
研
究
科
(博
士
前
期
)

　

30
02
56

言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
B

　
2

2
学
期

言
語
文
化
研
究
科
(博
士
前
期
)

　

30
02
67

言
語
技
術
研
究
A

　
2

1
学
期

言
語
文
化
研
究
科
(博
士
前
期
)

　

30
02
68

言
語
技
術
研
究
B

　
2

2
学
期

言
語
文
化
研
究
科
(博
士
前
期
)

　

30
02
81

言
語
文
化
教
育
論
A

　
2

1
学
期

言
語
文
化
研
究
科
(博
士
前
期
)

　

30
02
82

言
語
文
化
教
育
論
B

　
2

2
学
期

言
語
文
化
研
究
科
(博
士
前
期
)

　

30
02
17

言
語
文
化
政
策
論
A

　
2

1
学
期

言
語
文
化
研
究
科
(博
士
前
期
)

　

30
02
18

言
語
文
化
政
策
論
B

　
2

2
学
期

言
語
文
化
研
究
科
(博
士
前
期
)
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プ
ロ
グ
ラ
ム
名
称

臨
床
医
工
学
・
情
報
学
融
合
領
域
の
人
材
育
成
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
：
　
専
門
科

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
部
局

国
際
医
工
情
報
セ
ン
タ
ー

連
携
部
局

医
学
系
研
究
科
、
薬
学
研
究
科
、
工
学
研
究
科
、
基
礎
工
学
研
究
科
、
情
報
科
学
研
究
科
、
全
学
教
育
推

進
機
構
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
・
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｄ
）

履
修
対
象
者

修
士
　
・
　
博
士

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

及
び
教
育
目
標

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
】

　
高
度
先
進
医
療
福
祉
社
会
を
築
く
こ
と
は
、
我
が
国
の
緊
急
課
題
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
新
規
融
合

科
学
で
あ
る
「
臨
床
医
工
学
・
情
報
科
学
融
合
領
域
」
の
社
会
に
適
合
し
た
発
展
が
必
須
で
あ
り
、
決
定

的
に
不
足
し
て
い
る
こ
の
領
域
の
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
急
務
で
す
。

【
教
育
目
標
】

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
大
学
院
修
士
・
博
士
課
程
学
生
を
対
象
に
、
最
先
端
の
工
学
・
情
報
科
学
と
医
学
・

医
療
の
双
方
に
精
通
し
、
社
会
ニ
ー
ズ
・
医
療
ニ
ー
ズ
・
患
者
ニ
ー
ズ
を
理
解
し
た
医
療
技
術
者
な
ど
、

こ
の
領
域
の
高
度
技
術
者
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

【
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色
】

　
具
体
的
に
は
、
次
の
3
つ
の
専
門
コ
ー
ス
と
1
群
の
共
通
科
目
、
お
よ
び
入
門
科
目
を
設
定
し
、
必
要

な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
専
門
コ
ー
ス
ご
と
に
構
成
し
ま
す
。

　（
１
）
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
コ
ー
ス

　（
２
）
バ
イ
オ
マ
テ
リ
ア
ル
学
コ
ー
ス

　（
３
）
高
度
診
断
治
療
工
学
コ
ー
ス

履
修
資
格
・
条
件

特
に
な
し
。

前
提
知
識
の
要
否
・
目
安
特
に
な
し
。

修
了
要
件

９
単
位
以
上

①
1
つ
の
コ
ー
ス
の
中
か
ら
、
講
義
科
目
8
単
位
以
上
、
お
よ
び
②
演
習
科

目
か
ら
1
単
位
以
上
を
修
得
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
①
に
つ
い
て
は
、
8
単
位

の
う
ち
4
単
位
以
上
は
所
属
研
究
科
外
（
医
学
系
研
究
科
に
お
い
て
は
医
科
学

専
攻
と
保
健
学
専
攻
は
別
研
究
科
と
み
な
し
ま
す
。）
の
講
義
科
目
と
し
ま
す
。

入
門
科
お
よ
び
共
通
科
の
授
業
科
目
に
つ
い
て
は
、
コ
ー
ス
修
了
要
件
と
し
て

は
そ
れ
ぞ
れ
2
単
位
ま
で
を
認
定
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先
等

詳
細
は
Ｍ
Ｅ
Ｉ
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

ht
tp
://
w
w
w
.m
ei
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp
/

説
明
会
の
日
程

■
合
同
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
吹
田
）
平
成
２
８
年
４
月
 ８
日
（
金
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
産
学
連
携
本
部
C
棟
３
階
 e
-s
qu
ar
e
さ
い
え
ん
す
工
房

（
豊
中
）
平
成
２
８
年
４
月
１
２
日
（
火
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
基
礎
工
学
国
際
棟
１
階
 セ
ミ
ナ
ー
室

特
記
事
項

特
に
な
し
。

構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
択

国
際
医
工
情
報
セ
ン
タ
ー
作
成
の
冊
子
（
履
修
手
引
き
）
お
よ
び
本
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
シ
ラ
バ
ス
を
参
照
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プ
ロ
グ
ラ
ム
名
称

臨
床
医
工
学
・
情
報
学
融
合
領
域
の
人
材
育
成
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
：
　
高
度
職
業
人
育
成
科

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
部
局

国
際
医
工
情
報
セ
ン
タ
ー

連
携
部
局

経
済
学
研
究
科
、
医
学
系
研
究
科
、
薬
学
研
究
科
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
・
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｄ
）

履
修
対
象
者

修
士
　
・
　
博
士

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

及
び
教
育
目
標

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
】

　
臨
床
医
工
学
・
情
報
学
分
野
の
職
業
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
教
育
を
目
指
し
、
次
の
4
つ
の
コ
ー
ス
を
構
成
し

ま
す
。

（
１
）
ク
リ
ニ
カ
ル
リ
サ
ー
チ
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
育
成
コ
ー
ス

　「
患
者
か
ら
は
じ
ま
る
医
療
」
の
確
立
を
志
向
し
、
高
い
倫
理
観
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
高
度
の

専
門
的
知
識
と
技
能
、
豊
富
な
経
験
と
実
践
力
を
兼
ね
備
え
、
質
の
高
い
臨
床
研
究
を
計
画
・
遂
行
で
き
る
、

良
質
な
臨
床
研
究
専
門
家
（
臨
床
試
験
専
門
医
、医
学
統
計
家
、デ
ー
タ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、臨
床
研
究
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
な
ど
）
の
育
成
を
目
標
と
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
国
際
共
同
臨
床
試
験
へ
の
参
画
な
ど
を
踏
ま
え
て
、

人
材
の
国
際
性
に
つ
い
て
も
配
慮
し
、
こ
れ
ら
の
教
育
・
指
導
に
あ
た
る
担
当
者
の
育
成
を
目
標
と
し
ま
す
。

（
２
）
分
子
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
創
薬
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
育
成
コ
ー
ス

医
学
、
歯
学
、
薬
学
、
理
学
、
工
学
、
情
報
科
学
の
学
術
的
複
合
領
域
で
あ
る
分
子
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
の
分
野

に
お
い
て
、
先
端
的
知
識
を
活
用
で
き
る
研
究
者
、
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
医
療
技
術
者
、
企
業
研

究
者
、
治
験
計
画
立
案
者
な
ど
を
養
成
す
る
と
共
に
、
プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ナ
ル
な
人
材
育
成
を
目
的
と
し
ま
す
。

（
３
）
予
測
社
会
医
学
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
育
成
コ
ー
ス

医
療
環
境
を
改
善
す
る
た
め
に
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
適
用
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
る
影

響
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
そ
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
シ
ス
テ
ム
を
修
正
し
、
現
場
に
応
用
し
ま
す
。
さ
ら

に
は
シ
ス
テ
ム
運
用
の
結
果
と
し
て
生
じ
た
影
響
を
検
証
し
問
題
点
を
克
服
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
修
正
を

行
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
が
、
よ
り
良
い
医
療
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
は
必
須
で
す
。
こ
の
コ
ー
ス

で
は
、
公
衆
衛
生
学
・
実
験
経
済
学
・
基
礎
統
計
学
を
基
本
的
に
理
解
し
、
そ
れ
ら
を
融
合
し
た
医
療
経
済

学
を
、
実
践
的
研
究
を
通
じ
て
学
ぶ
場
を
提
供
し
ま
す
。

（
４
）
医
工
連
携
が
ん
研
究
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
育
成
コ
ー
ス

が
ん
の
診
断
・
治
療
の
向
上
の
た
め
に
は
工
学
の
知
識
・
技
術
を
医
療
に
応
用
す
る
医
工
連
携
研
究
が
必
須

で
す
。
本
コ
ー
ス
は
医
工
連
携
教
育
に
よ
り
が
ん
の
先
端
的
な
基
礎
的
・
臨
床
的
研
究
を
推
進
す
る
理
工
系

の
人
材
を
養
成
す
る
も
の
で
す
。
理
工
系
の
各
専
門
分
野
の
知
識
・
技
術
に
加
え
て
、
が
ん
に
関
す
る
基
礎

お
よ
び
臨
床
医
学
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
領
域
横
断
的
な
研
究
者
が
養
成
さ
れ
、
新
た
な
医
療
機
器
、

医
療
材
料
、
医
薬
品
の
開
発
や
情
報
科
学
、
数
理
統
計
学
の
医
療
へ
の
応
用
を
め
ざ
し
た
人
材
の
育
成
を
め

ざ
し
ま
す
。

履
修
資
格
・
条
件

特
に
な
し
。

前
提
知
識
の
要
否
・
目
安

特
に
な
し
。

修
了
要
件

(1
)ク
リ
ニ
カ
ル
リ
サ
ー
チ
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
育
成
コ
ー
ス
:1
0
単
位
以
上

コ
ー
ス
科
目
か
ら
10
単
位
以
上
を
修
得
す
る
こ
と
。
な
お
、
平
成

27
年
度
以
前
に
本
コ
ー
ス
受
講
申
請
者
で
在
学
中
の
者
は
、
従
前

の
修
了
要
件
又
は
上
記
修
了
要
件
の
ど
ち
ら
か
を
充
足
す
れ
ば
よ
い

こ
と
と
す
る
。

(2
)分
子
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
創
薬
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
育
成
コ
ー
ス
：
11
単
位
以
上

必
修
科
目
5
単
位
、
選
択
科
目
か
ら
6
単
位
以
上
を
修
得
す
る
こ
と
。

(3
)予
測
社
会
医
学
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

育
成
コ
ー
ス
：
11
単
位
以
上

必
修
科
目
5
単
位
、
選
択
科
目
か
ら
6
単
位
以
上
を
修
得
す
る
こ
と
。

(4
)医
工
連
携
が
ん
研
究
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
育
成
コ
ー
ス
：
10
単
位
以
上

必
修
科
目
6
単
位
、
選
択
科
目
か
ら
4
単
位
以
上
を
修
得
す
る
こ
と
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先
等

詳
細
は
Ｍ
Ｅ
Ｉ
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

ht
tp
://
w
w
w
.m
ei
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp
/

説
明
会
の
日
程

■
合
同
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
吹
田
）
平
成
２
８
年
４
月
 ８
日
（
金
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
産
学
連
携
本
部
C
棟
３
階
 e
-s
qu
ar
e
さ
い
え
ん
す
工
房

（
豊
中
）
平
成
２
８
年
４
月
１
２
日
（
火
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
基
礎
工
学
国
際
棟
１
階
 セ
ミ
ナ
ー
室

特
記
事
項

特
に
な
し
。

構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
択

国
際
医
工
情
報
セ
ン
タ
ー
作
成
の
冊
子
（
履
修
手
引
き
）
お
よ
び
本
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
シ
ラ
バ
ス
を
参
照
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プ
ロ
グ
ラ
ム
名
称

公
共
圏
に
お
け
る
科
学
技
術
政
策

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
部
局

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
・
セ
ン
タ
ー
（
CS
CD
）

連
携
部
局

人
間
科
学
研
究
科
、
法
学
研
究
科
、
医
学
系
研
究
科
、
工
学
研
究
科
、
基
礎
工
学
研
究
科
、
国
際
公
共
政

策
研
究
科
、
国
際
教
育
交
流
セ
ン
タ
ー
、
全
学
教
育
推
進
機
構

履
修
対
象
者

学
部
5,
6
年
次
・
修
士
・
博
士

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

及
び
教
育
目
標

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
】

　
第
4
期
科
学
技
術
基
本
計
画
が
掲
げ
る
「
社
会
及
び
公
共
の
た
め
の
政
策
」「
社
会
と
と
も
に
創
り
進
め

る
政
策
」
と
し
て
の
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
の
形
成
の
た
め
に
は
、
科
学
技
術
や
公
共
政
策
に

対
す
る
社
会
の
期
待
・
懸
念
・
問
題
認
識
を
把
握
し
、
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
定
量
的
な
エ
ビ
デ
ン
ス
に
加
え
、
社
会
の
多
様
な
主
体
に
よ
る
熟
議
（
対
話
と
熟
慮
）
を
ふ

く
む
「
科
学
技
術
へ
の
公
共
的
関
与
（
pu
bl
ic
 e
ng
ag
em
en
t）
」
や
「
科
学
技
術
の
倫
理
的
・
法
的
・
社

会
的
問
題
（
EL
SI
）」
研
究
が
生
み
出
す
エ
ビ
デ
ン
ス
が
不
可
欠
で
す
。
 

　
こ
の
認
識
の
も
と
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、「
科
学
技
術
の
倫
理
的
・
法
的
・
社
会
的
問
題
（
EL
SI
）
に
関
す

る
研
究
を
基
盤
と
し
て
公
共
的
関
与
の
活
動
と
分
析
を
行
い
、
学
問
諸
分
野
間
な
ら
び
に
学
問
と
政
策
・

社
会
の
間
を
「
つ
な
ぐ
」
こ
と
を
通
じ
て
政
策
形
成
に
寄
与
で
き
る
人
材
」
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
な
お
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
文
部
科
学
省
「
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
に
お
け
る
『
政
策
の
た

め
の
科
学
』
推
進
事
業
」
の
基
盤
的
研
究
・
人
材
育
成
拠
点
を
担
う
も
の
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

【
教
育
目
標
】

　
自
ら
の
専
門
分
野
の
枠
組
み
を
超
え
て
、
広
く
俯
瞰
的
・
多
角
的
に
科
学
技
術
と
社
会
の
諸
問
題
・
課

題
を
洞
察
・
理
解
し
、
か
つ
公
共
的
関
与
の
活
動
と
分
析
を
行
え
る
よ
う
な
知
識
と
セ
ン
ス
、
実
践
的
な

能
力
を
備
え
た
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

履
修
資
格
・
条
件

特
に
な
し
。

前
提
知
識
の
要
否
・
目
安
特
に
な
し
。

修
了
要
件

８
単
位
以
上

必
修
科
目
：
2
単
位

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先
等

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
ht
tp
://
w
w
w
.c
sc
d.
os
ak
a-
u.
ac
.jp
/le
ar
n/
gp
/s
tip
s.p
hp

全
学
教
育
推
進
機
構
等
事
務
部
 コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
科
目
担
当

E-
m
ai
l: 
st
ip
s-
st
aff
 @
cs
cd
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp

説
明
会
の
日
程

■
合
同
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
吹
田
）
平
成
２
８
年
４
月
 ８
日
（
金
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
産
学
連
携
本
部
C
棟
３
階
 e
-s
qu
ar
e
さ
い
え
ん
す
工
房

（
豊
中
）
平
成
２
８
年
４
月
１
２
日
（
火
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
基
礎
工
学
国
際
棟
１
階
 セ
ミ
ナ
ー
室

特
記
事
項

学
際
融
合
教
育
支
援
シ
ス
テ
ム
の
受
講
ガ
イ
ダ
ン
ス
機
能
を
利
用
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

(h
tt
ps
://
id
isc
p.
os
ak
a-
u.
ac
.jp
/g
ak
us
ai
/)

構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
択

36
01
30

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
概
論

2
　

1
学
期

Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｄ
（
学
部
5,
6
年
・
院
）

　

36
04
28

科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
理
論
と
実
践

　
2

1
学
期

Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｄ
（
学
部
5,
6
年
・
院
）

　

36
01
31

36
02
26

科
学
技
術
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
2

1
学
期

2
学
期

Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｄ
（
学
部
5,
6
年
・
院
）

36
01
32

科
学
技
術
社
会
論
基
礎

　
2

1
学
期

Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｄ
（
学
部
・
院
）

　

36
02
27

科
学
技
術
と
社
会
特
論

　
2

2
学
期

Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｄ
（
学
部
・
院
）

　

36
02
36

科
学
技
術
と
公
共
政
策

　
2

2
学
期

Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｄ
（
学
部
5,
6
年
・
院
）

　

21
15
46

フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
法
特
講

　
2

不
開
講

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

21
16
86

社
会
に
お
け
る
科
学
技
術
特
定
演
習

　
2

不
開
講

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

21
17
19

科
学
技
術
と
文
化
特
講

　
2

2
学
期

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

21
17
22

科
学
技
術
と
文
化
特
定
研
究
Ⅰ

　
2

1
学
期

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

21
17
23

科
学
技
術
と
文
化
特
定
研
究
Ⅱ

　
2

2
学
期

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

21
17
31

科
学
技
術
と
文
化
特
別
研
究
Ⅰ

　
2

1
学
期

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
後
期
）

　

21
17
32

科
学
技
術
と
文
化
特
別
研
究
Ⅱ

　
2

2
学
期

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
後
期
）

　

22
05
15

総
合
演
習
（
生
命
倫
理
と
法
）

　
2

2
学
期

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

22
14
07

特
定
研
究
（
生
命
倫
理
と
法
）

　
2

2
学
期

法
学
研
究
科
（
博
士
後
期
）

　

25
05
20

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
の
倫
理
と
公
共
政
策
学

　
2

1
学
期

医
学
系
研
究
科
（
医
・
修
士
）

　

28
10
10

サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
評
価
・
技
術
論

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
08
44

産
業
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
12
60

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
論

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

29
05
66

科
学
技
術
移
転
論

　
2

2
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

29
07
30

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
社
会
受
容
特
論
A

　
2

1
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

（
ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
デ
ザ
イ
ン
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー
提
供
）

　

31
04
02

公
共
政
策
Ⅰ

　
2

2
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科（
博
士
前
期
）
　

31
05
71

環
境
法

　
2

1
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科（
博
士
前
期
）
　

31
06
55

特
殊
研
究
(環
境
法
)

　
2

1
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科（
博
士
後
期
）
　

31
07
78

特
殊
講
義
（
開
発
と
環
境
）

　
2

2
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科（
博
士
前
期
）
　

31
07
79

特
殊
研
究
（
開
発
と
環
境
）

　
2

2
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科（
博
士
後
期
）
　

31
13
20

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習

（
科
学
技
術
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
）

　
2

2
学
期

国
際
公
共
政
策
研
究
科（
博
士
前
期
）
　

31
13
10

特
殊
講
義
（
人
事
マ
イ
ク
ロ
デ
ー
タ
分
析
１
）

　
2

通
年

国
際
公
共
政
策
研
究
科（
博
士
前
期
）
　

31
13
24

特
殊
研
究
（
人
事
マ
イ
ク
ロ
デ
ー
タ
分
析
３
）

　
2

通
年

国
際
公
共
政
策
研
究
科（
博
士
後
期
）
　

72
01
02

グ
ロ
ー
バ
ル
健
康
環
境

　
2

不
開
講

国
際
教
育
交
流
セ
ン
タ
ー
（
院
）

　

72
03
07

Fo
od
 S
ec
ur
ity
, G
lo
ba
liz
at
io
n 
an
d 
Su
st
ai
na
bi
lit
y

　
2

不
開
講

国
際
教
育
交
流
セ
ン
タ
ー
（
院
）

　

C
50
30
6
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
：
社
会
ニ
ー
ズ
を

世
界
で
学
ぶ

　
2

不
開
講

全
学
教
育
推
進
機
構

（
産
学
連
携
本
部
）
(院
)

　



53

プ
ロ
グ
ラ
ム
名
称

デ
ー
タ
科
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
部
局

数
理
・
デ
ー
タ
科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

連
携
部
局

基
礎
工
学
研
究
科
、
経
済
学
研
究
科
、
人
間
科
学
研
究
科
、
医
学
系
研
究
科
、
工
学
研
究
科
、
理
学
研
究
科
、
情
報

科
学
研
究
科

履
修
対
象
者

修
士
　
・
　
博
士

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

及
び
教
育
目
標

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
】

　
デ
ー
タ
科
学
に
は
定
ま
っ
た
定
義
は
な
い
が
、
デ
ー
タ
科
学
を
デ
ー
タ
が
関
わ
る
研
究
を
行
う
学
問
と
考
え
る
な

ら
ば
そ
の
守
備
範
囲
は
広
大
で
あ
る
。
大
学
は
学
問
の
府
で
あ
る
か
ら
、
デ
ー
タ
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
実
証
研

究
に
直
結
す
る
研
究
の
デ
ザ
イ
ン
や
デ
ー
タ
の
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
の
方
法
（
統
計
手
法
）
の
習
得
が
、
デ
ー
タ
科
学
の

中
で
も
、
肝
要
で
あ
る
。
本
副
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
こ
う
い
っ
た
意
味
で
の
デ
ー
タ
科
学
の
実
践
的
か
つ
包
括
的
な
教

育
コ
ー
ス
を
提
供
す
る
。
実
証
研
究
の
デ
ー
タ
科
学
を
身
に
付
け
た
修
了
生
は
、
実
社
会
で
も
デ
ー
タ
に
関
わ
る
実

務
に
お
い
て
そ
の
ス
キ
ル
を
十
分
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
各
専
攻
に
お
い
て
基
本
的
な
デ
ー
タ
処
理
の
教
育
は
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
十
分
と
は
言
え
な
い

で
あ
ろ
う
。
実
際
、
実
証
研
究
を
中
心
に
行
う
専
攻
で
は
、
自
身
の
研
究
テ
ー
マ
に
直
結
す
る
デ
ー
タ
分
析
の
手
続

き
は
よ
く
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
が
、
デ
ー
タ
分
析
の
基
礎
的
な
事
柄
の
理
解
は
危
う
く
、
状
況
が
変
化
す
る

と
適
切
に
分
析
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
。
一
方
、
数
理
統
計
学
や
デ
ー
タ
科
学
の
基
礎
を
学
ぶ
専
攻
で
は
、
実

際
の
デ
ー
タ
分
析
を
体
験
し
た
り
批
判
を
受
け
る
こ
と
は
少
な
く
、
統
計
手
法
の
応
用
上
の
意
味
や
分
析
の
困
難
さ

を
学
べ
な
い
。

【
教
育
目
標
】

　
本
副
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
鑑
み
、
下
記
の
目
的
を
も
っ
て
開
設
す
る
。
な
お
、
主
専
攻
と
は

受
講
生
自
身
が
所
属
す
る
専
攻
で
あ
る
。

　
・
デ
ー
タ
科
学
の
基
本
的
な
考
え
方
と
統
計
手
法
の
数
理
的
基
礎
を
理
解
す
る

　
・
主
専
攻
の
研
究
分
野
に
直
結
す
る
統
計
手
法
を
体
系
的
に
学
ぶ

　
・
主
専
攻
で
な
い
分
野
に
お
け
る
デ
ー
タ
科
学
を
知
り
学
際
的
な
視
点
を
養
う

　
・
最
新
の
統
計
手
法
に
関
す
る
情
報
を
得
る

　
・
デ
ー
タ
科
学
の
教
育
に
お
け
る
課
題
を
発
見
し
教
育
方
法
の
改
善
に
資
す
る

【
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色
】

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
7
つ
の
コ
ー
ス
を
お
く
。

　
・
統
計
数
理
コ
ー
ス
　
　
　
　
  ・
機
械
学
習
コ
ー
ス

　
・
人
文
社
会
統
計
学
コ
ー
ス
　
・
保
健
医
療
統
計
学
コ
ー
ス

　
・
経
済
経
営
統
計
学
コ
ー
ス
　
・
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
＆
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
コ
ー
ス

　
・
St
at
ist
ic
s-
in
-E
ng
lis
h 
co
ur
se

　
コ
ー
ス
を
修
了
す
る
た
め
に
は
、
コ
ー
ス
ご
と
に
指
定
さ
れ
た
選
択
必
修
科
目
と
選
択
科
目
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
、

6
単
位
な
ら
び
に
2
単
位
以
上
、
合
計
10
単
位
以
上
を
修
得
す
る
必
要
が
あ
る
。
統
計
検
定
（
日
本
統
計
学
会
公

式
認
定
）
の
受
験
を
推
奨
す
る
。

　
主
専
攻
に
関
わ
る
コ
ー
ス
に
お
い
て
も
他
専
攻
の
講
義
が
い
く
つ
か
配
し
て
あ
り
、
そ
れ
ら
の
履
修
を
勧
め
る
。

さ
ら
に
、
主
専
攻
と
は
異
な
る
視
点
で
デ
ー
タ
科
学
を
観
る
た
め
、
他
専
攻
の
コ
ー
ス
修
了
を
推
奨
す
る
。
多
く
の

異
な
っ
た
分
野
に
お
け
る
固
有
の
技
術
や
概
念
を
学
習
し
デ
ー
タ
科
学
の
観
点
か
ら
そ
れ
ら
を
見
つ
め
直
す
こ
と

は
、
学
際
的
・
俯
瞰
的
な
視
野
の
醸
成
に
資
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
文
部
科
学
省
 平
成
24
年
度
採
択
 大
学
間
連
携
共
同
教
育
推
進
事
業
の
取
組
「
デ
ー

タ
に
基
づ
く
課
題
解
決
型
人
材
育
成
に
資
す
る
統
計
教
育
質
保
証
」
の
活
動
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
る
。

履
修
資
格
・
条
件

統
計
関
連
科
目
を
受
講
し
て
い
る
こ
と
。
研
究
や
実
務
等
に
お
い
て
実
デ
ー
タ
解
析
を
行
っ
た
経
験
が
あ
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

前
提
知
識
の
要
否
・
目
安

統
計
検
定
2
級
対
応
「
統
計
学
基
礎
」
東
京
図
書
の
レ
ベ
ル
を
基
準
と
す
る
。
デ
ー
タ
解
析
環
境
R
の
経
験
が
あ
っ

た
ほ
う
が
よ
い
。

修
了
要
件

10
単
位

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先
等

ht
tp
://
w
w
w
.si
gm
at
h.
es
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp
/~
Es
ta
t/
su
bp
ro
gr
am
.h
tm
l

西
田
 豊
：
 n
ish
id
a@
sig
m
at
h.
es
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp

狩
野
 裕
：
 k
an
o@
sig
m
at
h.
es
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp

説
明
会
の
日
程

■
M
M
DS
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
金
融
・
保
険
、
数
理
モ
デ
ル
、
デ
ー
タ
科
学
の
説
明
会
）

日
時
：
４
月
８
日
（
金
）
１
８
：
０
０
～
２
０
：
０
０

会
場
：
法
経
講
義
棟
1
階
1
番
講
義
室

■
合
同
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
吹
田
）
平
成
２
８
年
４
月
 ８
日
（
金
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
産
学
連
携
本
部
C
棟
３
階
 e
-s
qu
ar
e
さ
い
え
ん
す
工
房

（
豊
中
）
平
成
２
８
年
４
月
１
２
日
（
火
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
基
礎
工
学
国
際
棟
１
階
 セ
ミ
ナ
ー
室

特
記
事
項

な
し

構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
択

統
計
数
理
コ
ー
ス
，
主
要
担
当
部
局
：
基
礎
工
学
研
究
科

29
07
24

デ
ー
タ
科
学
特
論
 I

2
　

1
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

奇
数
年
度
開
講

29
07
29

デ
ー
タ
科
学
特
論
II

2
　

1
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

偶
数
年
度
開
講

29
03
50

統
計
的
推
測

2
　

2
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　
29
01
57

多
変
量
解
析

2
　

2
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　
29
03
52

時
系
列
解
析

　
2

1
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　
29
03
46

確
率
解
析

　
2

1
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　
29
05
90

確
率
微
分
方
程
式

　
2

2
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　
21
16
89

行
動
統
計
科
学
特
講
 II
　

　
2

1
学
期

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

非
常
勤
、
H
28
年
度
に
限
り
数
理
特
論
Ⅱ
と
同
一
内
容

24
00
33

統
計
・
情
報
数
学
概
論

　
2

1
学
期

理
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　
29
07
49

D
at
a 
Sc
ie
nc
e 
an
d 
Ca
se
 S
tu
di
es
 I

　
2

1
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

集
中
（
6
月
,7
月
予
定
）

H2
7
年
度
「
数
理
計
量
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
特
別
講
義
Ⅰ
」
と
同
一

機
械
学
習
コ
ー
ス
，
主
要
担
当
部
局
：
工
学
研
究
科

29
07
24

デ
ー
タ
科
学
特
論
 I

2
　

1
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

奇
数
年
度
開
講

29
07
29

デ
ー
タ
科
学
特
論
 II

2
　

1
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

偶
数
年
度
開
講

28
08
34

デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
工
学
　

2
　

2
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　
29
03
49

統
計
解
析

2
　

1
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　
28
06
53

リ
ス
ク
評
価
論

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　
33
12
20

知
能
と
学
習

　
2

1
学
期

情
報
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　
29
07
28

統
計
モ
デ
リ
ン
グ

　
2

1
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　
29
00
20

デ
ー
タ
解
析

　
2

2
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　
29
07
23

数
理
特
論
 II

　
2

1
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

非
常
勤
、
H
28
年
度
に
限
り
行
動
統
計
科
学
特
講
Ⅱ
と
同
一
内
容

29
07
49

D
at
a 
Sc
ie
nc
e 
an
d 
Ca
se
 S
tu
di
es
 I

　
2

1
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

集
中
（
6
月
,7
月
予
定
）

H2
7
年
度
「
数
理
計
量
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
特
別
講
義
Ⅰ
」
と
同
一

人
文
社
会
統
計
学
コ
ー
ス
，
主
要
担
当
部
局
：
人
間
科
学
研
究
科

29
07
24

デ
ー
タ
科
学
特
論
 I

2
　

1
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

奇
数
年
度
開
講

29
07
29

デ
ー
タ
科
学
特
論
II

2
　

1
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

偶
数
年
度
開
講

21
16
88

行
動
統
計
科
学
特
講
 I　

2
　

2
学
期

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

多
変
量
デ
ー
タ
科
学

21
11
87

経
験
社
会
学
特
講
　

2
　

2
学
期

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　
21
16
89

行
動
統
計
科
学
特
講
 II

　
2

1
学
期

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

非
常
勤
、
H
28
年
度
に
限
り
数
理
特
論
Ⅱ
と
同
一
内
容

21
06
46

計
量
社
会
学
特
講

　
2

1
学
期

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

偶
数
年
度
開
講

21
12
61

教
育
動
態
学
特
講
　

　
2

2
学
期

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

奇
数
年
度
開
講

29
01
57

多
変
量
解
析

　
2

2
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　
23
07
22

標
本
調
査

　
2

2
学
期

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

奇
数
年
度
開
講

29
07
49

D
at
a 
Sc
ie
nc
e 
an
d 
Ca
se
 S
tu
di
es
 I

　
2

1
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

集
中
（
6
月
,7
月
予
定
）

H2
7
年
度
「
数
理
計
量
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
特
別
講
義
Ⅰ
」
と
同
一

保
健
医
療
統
計
学
コ
ー
ス
，
主
要
担
当
部
局
：
医
学
系
研
究
科

29
07
24

デ
ー
タ
科
学
特
論
 I

2
　

1
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

奇
数
年
度
開
講

29
07
29

デ
ー
タ
科
学
特
論
 II

2
　

1
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

偶
数
年
度
開
講

25
50
05

保
健
情
報
論

2
　

1
学
期

医
学
系
研
究
科
（
保
・
博
士
前
期
）

　
25
05
46

医
学
統
計
学
総
論

2
　

1
学
期

医
学
系
研
究
科
（
保
・
博
士
前
期
）

旧
「
臨
床
統
計
疫
学
特
論
A」

同
科
目
は
3
単
位
で
あ
る
が
2
単
位
分
を
認
定
す
る

25
02
69

医
学
統
計
学
応
用

　
2

1
学
期

医
学
系
研
究
科
（
保
・
博
士
前
期
）

H
28
年
度
不
開
講

25
02
76

臨
床
試
験
デ
ザ
イ
ン
基
礎

　
2

2
学
期

医
学
系
研
究
科
（
保
・
博
士
前
期
）

H
28
年
度
不
開
講

25
02
84

観
察
研
究
の
統
計
的
方
法

　
2

1
学
期

医
学
系
研
究
科
（
保
・
博
士
前
期
）

H
28
年
度
不
開
講

25
05
47

医
学
統
計
学
各
論

　
2

通
年

医
学
系
研
究
科
（
保
・
博
士
前
期
）

旧
「
臨
床
統
計
疫
学
特
論
B」

同
科
目
は
3
単
位
で
あ
る
が
2
単
位
分
を
認
定
す
る

28
06
53

リ
ス
ク
評
価
論

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　
21
16
88

行
動
統
計
科
学
特
講
 I　

　
2

2
学
期

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

多
変
量
デ
ー
タ
科
学

21
16
89

行
動
統
計
科
学
特
講
 II
　

　
2

1
学
期

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

非
常
勤
、
H
28
年
度
に
限
り
数
理
特
論
Ⅱ
と
同
一
内
容

29
07
49

D
at
a 
Sc
ie
nc
e 
an
d 
Ca
se
 S
tu
di
es
 I

　
2

1
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

集
中
（
6
月
,7
月
予
定
）

H2
7
年
度
「
数
理
計
量
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
特
別
講
義
Ⅰ
」
と
同
一

経
済
経
営
統
計
学
コ
ー
ス
，
主
要
担
当
部
局
：
経
済
学
研
究
科

29
07
24

デ
ー
タ
科
学
特
論
 I

2
　

1
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

奇
数
年
度
開
講

29
07
29

デ
ー
タ
科
学
特
論
 II

2
　

1
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

偶
数
年
度
開
講

23
00
17

エ
コ
ノ
メ
ト
リ
ッ
ク
ス
 I

2
　

1
学
期

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　
21
16
88

行
動
統
計
科
学
特
講
 I　

2
　

2
学
期

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

多
変
量
デ
ー
タ
科
学

23
20
20

統
計
解
析

　
2

1
学
期

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　
23
00
18

エ
コ
ノ
メ
ト
リ
ッ
ク
ス
 II

　
2

2
学
期

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　
23
20
21

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
サ
イ
エ
ン
ス

　
2

2
学
期

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　
23
07
22

標
本
調
査

　
2

2
学
期

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

奇
数
年
度
開
講

29
01
57

多
変
量
解
析

　
2

2
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　
29
00
20

デ
ー
タ
解
析

　
2

2
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　
29
07
37

数
理
特
論
III
(意
思
決
定
と
デ
ー
タ
科
学
)

　
2

2
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

意
思
決
定
と
デ
ー
タ
科
学

29
07
49

D
at
a 
Sc
ie
nc
e 
an
d 
Ca
se
 S
tu
di
es
 I

　
2

1
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

集
中
（
6
月
,7
月
予
定
）

H2
7
年
度
「
数
理
計
量
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
特
別
講
義
Ⅰ
」
と
同
一

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
＆
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
コ
ー
ス
，
主
要
担
当
部
局
：
情
報
科
学
研
究
科

29
07
24

デ
ー
タ
科
学
特
論
 I

2
　

1
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

奇
数
年
度
開
講

29
07
29

デ
ー
タ
科
学
特
論
 II

2
　

1
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

偶
数
年
度
開
講

29
07
37

数
理
特
論
 II
I（
意
思
決
定
と
デ
ー
タ
科
学
）

2
　

2
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　
33
16
35

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
工
学

2
　

1
学
期

情
報
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

奇
数
年
度
開
講

33
13
04

並
列
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
理
論

2
　

1
学
期

情
報
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

偶
数
年
度
開
講

33
16
36

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析

　
2

1
学
期

情
報
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

偶
数
年
度
開
講

28
08
34

デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
工
学

　
2

2
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

偶
数
年
度
開
講

33
13
03

並
列
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

　
2

1
学
期

情
報
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

奇
数
年
度
開
講

29
07
49

D
at
a 
Sc
ie
nc
e 
an
d 
Ca
se
 S
tu
di
es
 I

　
2

1
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

集
中
（
6
月
,7
月
予
定
）

H2
7
年
度
「
数
理
計
量
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
特
別
講
義
Ⅰ
」
と
同
一

St
at
is
ti
cs
-i
n
-E
n
g
li
sh
 c
ou
rs
e，
主
要
担
当
部
局
：
基
礎
工
学
研
究
科

29
07
49

D
at
a 
Sc
ie
nc
e 
an
d 
Ca
se
 S
tu
di
es
 I

2
　

1
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

集
中
（
6
月
,7
月
予
定
）

H2
7
年
度
「
数
理
計
量
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
特
別
講
義
Ⅰ
」
と
同
一

29
07
38

En
gl
ish
 fo
r E
ng
in
ee
rin
g 
Sc
ie
nc
e

2
　

2
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　
21
16
88

Be
ha
vi
or
al
 S
ta
tis
tic
s I

2
　

2
学
期

人
間
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　
23
00
17

Ec
on
om
et
ric
s I

2
　

1
学
期

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　
29
06
50

To
pi
cs
 in
 M
at
he
m
at
ic
al
 S
ta
tis
tic
s I

　
2

1
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

偶
数
年
度
開
講

29
06
48

To
pi
cs
 in
 M
at
he
m
at
ic
al
 S
ta
tis
tic
s I
I

　
2

1
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

奇
数
年
度
開
講

23
00
18

Ec
on
om
et
ric
s I
I

　
2

2
学
期

経
済
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）
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プ
ロ
グ
ラ
ム
名
称

数
理
モ
デ
ル

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
部
局

数
理
・
デ
ー
タ
科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

連
携
部
局

基
礎
工
学
研
究
科
、 
経
済
学
研
究
科
、
理
学
研
究
科
、
工
学
研
究
科
、
情
報
科
学
研
究
科

履
修
対
象
者

修
士
　
・
　
博
士

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

及
び
教
育
目
標

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
】

　
数
理
モ
デ
ル
を
用
い
て
具
体
的
実
体
を
記
述
し
、
数
学
を
用
い
て
現
象
を
予
測
す
る
能
力
は
、
理
論
科

学
や
応
用
科
学
に
と
ど
ま
ら
ず
、
社
会
的
な
要
請
も
高
い
。
技
術
革
新
と
社
会
構
造
の
変
化
に
対
処
し
、

新
規
性
の
あ
る
研
究
を
牽
引
す
る
人
材
の
育
成
の
た
め
に
は
、
個
別
の
部
局
や
研
究
室
を
こ
え
、
産
業
と

の
協
働
も
視
野
に
入
れ
た
大
学
院
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必
要
で
あ
る
。
本
副
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
修
了
生
が

数
理
モ
デ
ル
を
自
在
に
操
る
ス
キ
ル
を
習
得
し
、
社
会
や
学
術
研
究
に
還
元
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

【
教
育
目
標
】

　
本
副
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
モ
デ
リ
ン
グ
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
数
学
解
析
に
関
す
る
包
括
的
な
教
育
コ
ー
ス

で
あ
り
、
下
記
の
目
的
を
も
っ
て
開
設
す
る
。
な
お
、
主
専
攻
と
は
受
講
生
自
身
が
所
属
す
る
専
攻
で
あ
る
。

　
・
数
理
モ
デ
リ
ン
グ
の
基
本
的
な
考
え
方
と
数
理
的
基
礎
を
理
解
す
る
 

　
・
主
専
攻
の
研
究
分
野
に
直
結
す
る
数
理
モ
デ
ル
を
体
系
的
に
習
得
す
る

　
・
主
専
攻
で
な
い
分
野
に
お
け
る
数
理
モ
デ
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
学
際
的
な
視
点
を
養
う
 

　
・
数
理
モ
デ
リ
ン
グ
に
関
す
る
最
新
の
動
向
を
知
る
 

　
・
数
学
・
数
理
科
学
の
有
用
性
を
認
識
し
、
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
を
発
掘
し
て
魅
力
的
な
進
路
先
を
開
拓
す
る

【
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色
】

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
2
つ
の
コ
ー
ス
を
お
く
。
 

　
・
応
用
数
学
コ
ー
ス
 

　
・
シ
ス
テ
ム
数
理
コ
ー
ス

　
コ
ー
ス
を
修
了
す
る
た
め
に
は
、
コ
ー
ス
ご
と
に
指
定
さ
れ
た
選
択
必
修
科
目
か
ら
4
単
位
と
そ
れ
ら
以
外

に
選
択
必
修
科
目
と
選
択
科
目
か
ら
8
単
位
以
上
、
合
計
12
 単
位
以
上
を
修
得
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
主
専
攻
に
関
わ
る
コ
ー
ス
に
お
い
て
も
他
専
攻
の
講
義
が
い
く
つ
か
配
し
て
あ
り
、そ
れ
ら
の
履
修
を
勧
め
る
。

履
修
資
格
・
条
件

特
に
な
し

前
提
知
識
の
要
否
・
目
安
学
部
に
お
け
る
全
学
共
通
教
育
科
目
の
数
学
（
微
積
と
線
形
代
数
）
の
知
識
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
前
提

と
す
る
。
そ
の
上
で
各
コ
ー
ス
（
応
用
数
学
、
シ
ス
テ
ム
数
理
）
の
構
成
科
目
に
対
応
す
る
学
部
の
専
門

科
目
（
現
代
解
析
学
、
基
礎
物
理
学
等
）
の
い
く
つ
か
を
履
修
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

修
了
要
件

12
単
位
以
上

選
択
必
修
4
単
位
を
含
み
合
計
12
単
位
以
上
を
修
得
す
る
こ
と

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先
等

宛
先
：
 大
阪
大
学
　
数
理
・
デ
ー
タ
科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

所
在
地
：
 〒
56
0-
85
31
　
大
阪
府
豊
中
市
待
兼
山
町
　
１
-３

Ph
on
e：
 (0
6)
 6
85
0-
60
91
(代
表
)  
　
(0
6)
 6
85
0-
62
79
(教
務
関
係
)

FA
X：
(0
6)
68
50
-6
09
2

W
eb
sit
e：
w
w
w
-m
m
ds
.si
gm
at
h.
es
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp

E-
m
ai
l：
 m
m
ds
-q
ue
st
io
ns
@
sig
m
at
h.
es
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp

説
明
会
の
日
程

■
M
M
DS
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
金
融
・
保
険
、
数
理
モ
デ
ル
、
デ
ー
タ
科
学
の
説
明
会
）

日
時
：
４
月
８
日
(金
)１
８
：
０
０
～
２
０
：
０
０

会
場
：
法
経
講
義
棟
１
階
１
番
講
義
室

■
合
同
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
吹
田
）
平
成
２
８
年
４
月
 ８
日
（
金
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
産
学
連
携
本
部
C
棟
３
階
 e
-s
qu
ar
e
さ
い
え
ん
す
工
房

（
豊
中
）
平
成
２
８
年
４
月
１
２
日
（
火
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
基
礎
工
学
国
際
棟
１
階
 セ
ミ
ナ
ー
室

特
記
事
項

“同
一
科
目
が
研
究
科
ご
と
に
違
う
科
目
名
”で
開
講
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

構
成
科
目

セ
ン
タ
ー
科
目
名

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
択

応
用
数
学
コ
ー
ス

数
理
モ
デ
ル
特
論
Ⅰ
 （
基
礎
科
目
）

29
07
44

数
理
モ
デ
ル
特
論
Ⅰ

2
　

1
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
(博
士
前
期
)
　

数
理
モ
デ
ル
特
論
Ⅱ
（
基
礎
科
目
）

29
07
45

数
理
モ
デ
ル
特
論
Ⅱ

2
　

2
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
(博
士
前
期
)
　

数
理
医
学
概
論

29
07
42

数
理
医
学
概
論

　
2

1学
期（
集
中
）

基
礎
工
学
研
究
科
(博
士
前
期
)
　

非
線
形
現
象
解
析

29
03
01

非
線
形
現
象
解
析

　
2

2学
期（
集
中
）

基
礎
工
学
研
究
科
(博
士
前
期
)
　

現
代
解
析
学
Ⅰ（
関
数
解
析
）（
基
礎
科
目
）
29
05
85

関
数
解
析
Ⅰ

2
　

1
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
(博
士
前
期
)

理
学
研
究
科
に
も
同
一
科
目
あ
り

現
代
解
析
学
Ⅱ
（
関
数
解
析
）

29
05
86

関
数
解
析
Ⅱ

　
2

2
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
(博
士
前
期
)

理
学
研
究
科
に
も
同
一
科
目
あ
り

応
用
解
析
学
Ⅰ
 (
基
礎
科
目
）

33
12
06

非
線
形
解
析
学

2
　

1
学
期

情
報
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

応
用
解
析
学
Ⅱ

29
07
47

応
用
解
析
学

　
2

2
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
(博
士
前
期
)
　

非
線
形
数
理
モ
デ
ル
Ⅰ

28
02
99
 
数
理
解
析
学

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

非
線
形
数
理
モ
デ
ル
Ⅱ

28
08
29

フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
工
学

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

非
線
形
数
理
モ
デ
ル
Ⅲ

29
07
46

微
分
方
程
式
特
論

　
2

1
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
(博
士
前
期
)
　

非
線
形
数
理
モ
デ
ル
Ⅳ

29
01
20

数
理
モ
デ
ル
論

　
2

2
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
(博
士
前
期
)
　

流
体
数
理
Ⅰ
（
基
礎
科
目
）（
学
部
科
目
）

09
03
71
 
流
体
力
学
　（
学
部
3，
4
年
）

2
　

２
学
期

基
礎
工
学
部

　

流
体
数
理
Ⅱ

29
06
37
 
乱
流
力
学
特
論

　
2

1
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
(博
士
前
期
)
　

流
体
数
理
Ⅲ

29
04
50
 
非
線
形
力
学
特
論

　
2

２
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
(博
士
前
期
)
　

流
体
数
理
Ⅳ

29
07
31
 
混
相
流
工
学
特
論

　
2

２
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
(博
士
前
期
)
　

確
率
モ
デ
リ
ン
グ
概
論
（
学
部
科
目
）

09
00
68

応
用
数
理
Ａ

2
　

1
学
期

基
礎
工
学
部

　

数
理
モ
デ
ル
概
論
（
基
礎
科
目
）

29
05
21
 
非
線
形
構
造
解
析
 

2
　

1
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
(博
士
前
期
)
　

力
学
系
理
論

29
07
48

力
学
系
理
論

　
2

1
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
(博
士
前
期
)
　

ダ
イ
ナ
ミ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
論

28
08
14
 
ダ
イ
ナ
ミ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
論

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

応
用
情
報
解
析
学

33
12
07

応
用
情
報
解
析
学

　
2

1
学
期

情
報
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

情
報
計
算
工
学

33
12
03

情
報
計
算
工
学

　
2

２
学
期

情
報
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

応
用
数
理
演
習

29
07
43

応
用
現
象
数
理
特
論

　
2

2
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
(博
士
前
期
)
　

数
理
概
論
Ⅰ

29
06
47

数
理
概
論
Ⅰ

　
2

2
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
(博
士
前
期
)
　

数
理
概
論
Ⅱ

29
06
51

数
理
概
論
Ⅱ

　
2

2
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
(博
士
前
期
)
　

シ
ス
テ
ム
数
理
コ
ー
ス

シ
ス
テ
ム
数
理
特
別
講
義
Ⅰ

29
07
51

シ
ス
テ
ム
数
理
特
別
講
義
Ⅰ

　
2

偶
数
年
・
集
中

基
礎
工
学
研
究
科
(博
士
前
期
)
　

シ
ス
テ
ム
数
理
特
別
講
義
Ⅱ

29
07
52

シ
ス
テ
ム
数
理
特
別
講
義
Ⅱ

　
2

偶
数
年
・
集
中

基
礎
工
学
研
究
科
(博
士
前
期
)
　

シ
ス
テ
ム
数
理
特
別
講
義
Ⅲ
[予
定
]

未
定

シ
ス
テ
ム
数
理
特
別
講
義
Ⅲ

　
2

奇
数
年
・
集
中

基
礎
工
学
研
究
科
(博
士
前
期
)
　

シ
ス
テ
ム
数
理
特
別
講
義
Ⅳ
[予
定
]

未
定

シ
ス
テ
ム
数
理
特
別
講
義
Ⅳ

　
2

奇
数
年
・
集
中

基
礎
工
学
研
究
科
(博
士
前
期
)
　

分
散
シ
ス
テ
ム
論

29
07
39

分
散
シ
ス
テ
ム
論

2
　

２
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
(博
士
前
期
)
　

非
線
形
シ
ス
テ
ム
論

29
06
49
 
非
線
形
シ
ス
テ
ム
論
 

2
　

1
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
(博
士
前
期
)
　

シ
ス
テ
ム
計
画
論

29
00
07
 
シ
ス
テ
ム
計
画
論

2
　

1
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
(博
士
前
期
)
　

知
的
計
画
論

29
05
88

知
的
計
画
論

2
　

２
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

非
線
形
数
理
モ
デ
ル
 （
数
理
モ
デ
ル
論
）

29
01
20

数
理
モ
デ
ル
論

　
2

２
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
(博
士
前
期
)
　

力
学
系
理
論
 （
数
理
解
析
）

29
07
48

力
学
系
理
論
 

　
2

1
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
(博
士
前
期
)
　

微
分
方
程
式
特
論
 

29
07
46

微
分
方
程
式
特
論

　
2

1
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
(博
士
前
期
)
　

確
率
微
分
方
程
式

29
05
90

確
率
微
分
方
程
式
 

　
2

２
学
期

基
礎
工
学
研
究
科
(博
士
前
期
)

経
済
学
研
究
科
、
理
学
研
究
科
に
も

同
一
科
目
あ
り

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
設
計
論

33
13
07

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
設
計
論

2
　

２
学
期

情
報
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

デ
ィ
ペ
ン
ダ
ブ
ル
シ
ス
テ
ム

33
14
20

デ
ィ
ペ
ン
ダ
ブ
ル
シ
ス
テ
ム
 

　
2

1
学
期

情
報
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

ダ
イ
ナ
ミ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
論

28
08
14
 
ダ
イ
ナ
ミ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
論

2
　

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

応
用
情
報
解
析
学

33
12
07

応
用
情
報
解
析
学

2
　

1
学
期

情
報
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

応
用
シ
ス
テ
ム
数
理

28
12
66

応
用
シ
ス
テ
ム
数
理

2
　

2
学
期

工
学
研
究
科
(博
士
前
期
)

　

数
理
シ
ス
テ
ム
計
画
論

28
02
98
 
数
理
シ
ス
テ
ム
計
画
論

2
　

1
学
期

工
学
研
究
科
(博
士
前
期
)

　

情
報
計
算
工
学

33
12
03

情
報
計
算
工
学

　
2

２
学
期

情
報
科
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

公
共
経
済
Ⅰ

23
01
54

公
共
経
済
Ⅰ

　
2

１
学
期

経
済
学
研
究
科
(博
士
前
期
)

博
士
後
期
課
程
に
も
同
一
科
目
あ
り

公
共
経
済
Ⅱ

23
01
55
 
公
共
経
済
Ⅱ

　
2

２
学
期

経
済
学
研
究
科
(博
士
前
期
)

博
士
後
期
課
程
に
も
同
一
科
目
あ
り



55

構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
択

29
06
27

ナ
ノ
テ
ク
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
特
論

2
　

１
学
期

基
礎
工
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）

吹
田
・
豊
中

Ｔ
Ｖ
配
信

29
07
30

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
社
会
受
容
特
論
Ａ

2
不
開
講

(偶
数
年
開
講
)
基
礎
工
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）

　

29
07
34

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
社
会
受
容
特
論
Ｂ

　
2

集
中

（
奇
数
年
開
講
）
基
礎
工
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）

　

29
07
05

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
デ
ザ
イ
ン
特
論
Ａ

　
2

不
開
講

(偶
数
年
開
講
)
基
礎
工
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）

　

29
07
06

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
デ
ザ
イ
ン
特
論
Ｂ

　
2

集
中

（
奇
数
年
開
講
）
基
礎
工
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）

　

29
07
35

国
際
ナ
ノ
理
工
学
特
論
Ａ

　
1

集
中

基
礎
工
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）

　

29
07
40

国
際
ナ
ノ
理
工
学
特
論
Ｂ

　
1

集
中

基
礎
工
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）

29
07
41

国
際
ナ
ノ
理
工
学
特
論
Ｃ

　
1

集
中

基
礎
工
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）

①
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
・
ナ
ノ
デ
バ
イ
ス
デ
ザ
イ
ン
学

29
04
33

理
論
物
質
科
学

　
2

１
学
期

基
礎
工
学
研
究
科

（
博
士
前
期
）

　

24
12
56

ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
・
ナ
ノ
デ
バ
イ
ス
デ
ザ
イ
ン
学

1
　

通
年

理
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）

集
中
実
習

②
ナ
ノ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
･
ナ
ノ
材
料
学

28
07
76

結
晶
成
長
工
学

　
2

１
学
期

工
学
研
究
科

（
博
士
前
期
）

　

24
09
28

ナ
ノ
プ
ロ
セ
ス
・
物
性
・
デ
バ
イ
ス
学

1
　

通
年

理
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）

集
中
実
習

③
超
分
子
ナ
ノ
バ
イ
オ
プ
ロ
セ
ス
学

29
04
37

ミ
ク
ロ
分
子
分
光
学

　
2

2
学
期

基
礎
工
学
研
究
科

（
博
士
前
期
）

　

24
09
29

超
分
子
ナ
ノ
バ
イ
オ
プ
ロ
セ
ス
学

1
　

通
年

理
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）

集
中
実
習

④
ナ
ノ
構
造
・
機
能
計
測
解
析
学

28
01
19

極
微
構
造
解
析
学
 

　
2

2
学
期

工
学
研
究
科

（
博
士
前
期
）

　

24
09
30

ナ
ノ
構
造
・
機
能
計
測
解
析
学

1
　

通
年

理
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）

集
中
実
習

⑤
ナ
ノ
フ
ォ
ト
ニ
ク
ス
学

28
02
06

光
量
子
工
学

　
2

１
学
期

工
学
研
究
科

（
博
士
前
期
）

　

24
09
31

ナ
ノ
フ
ォ
ト
ニ
ク
ス
学

1
　

通
年

理
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）

集
中
実
習

⑥
ナ
ノ
テ
ク
文
理
融
合
プ
ロ
グ
ラ
ム

29
05
66

科
学
技
術
移
転
論

　
2

２
学
期

基
礎
工
学
研
究
科

（
博
士
前
期
）

　

　
①
～
⑤
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
の
集
中
実
習
の
い
ず
れ
か

を
選
択

1
　

通
年

理
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）

集
中
実
習

　
実
習
で
選
択
し
た
①
～
⑤
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
で
リ
ス

ト
さ
れ
た
講
義
科
目

　
　

　
　

　

※
上
記
科
目
は
、
各
コ
ー
ス
の
一
部
の
科
目
の
み
表
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
他
の
科
目
に
つ
い
て
は
、
ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス

　
デ
ザ
イ
ン
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
発
行
す
る
案
内
冊
子
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
名
称

ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
・
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
高
度
学
際
教
育
研
究
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
(博
士
前
期
課
程
高
度
学
際
教
育
)

【
略
称
：
ナ
ノ
高
度
学
際
教
育
研
究
訓
練
(前
期
課
程
)】

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
部
局

ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
デ
ザ
イ
ン
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

連
携
部
局

理
学
研
究
科
、
医
学
系
研
究
科
、
薬
学
研
究
科
、
工
学
研
究
科
、
基
礎
工
学
研
究
科
、
生
命
機
能
研
究
科
、
産
業
科

学
研
究
所
、
接
合
科
学
研
究
所
、
超
高
圧
電
子
顕
微
鏡
セ
ン
タ
ー
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
レ
ー

ザ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
研
究
セ
ン
タ
ー

履
修
対
象
者

修
士

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

及
び
教
育
目
標

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
】

　
大
阪
大
学
大
学
院
の
各
部
局
で
従
来
個
別
に
実
施
し
て
き
た
学
際
性
の
極
め
て
強
い
ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
・
ナ
ノ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
関
連
す
る
大
学
院
講
義
を
部
局
横
断
型
に
再
編
統
合
し
、
複
数
の
高
度
学
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
編

成
し
て
あ
り
ま
す
。

【
教
育
目
標
】

　
こ
れ
ら
の
高
度
学
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
修
に
よ
り
、
従
来
の
専
門
領
域
に
加
え
て
ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
・
ナ
ノ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
体
系
化
さ
れ
た
幅
広
い
知
識
を
修
得
さ
せ
、
よ
っ
て
有
能
な
ナ
ノ
関
連
分
野
の
基
礎
研
究
開
発
能

力
と
社
会
で
の
活
用
能
力
を
持
つ
国
際
的
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
ま
す
。

【
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色
】

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
構
成
は
、
ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
・
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
関
わ
る
学
生
が
広
く
聴
講
す
べ
き
講
義
群

を
、
基
盤
講
義
（
基
盤
講
義
群
）、
個
々
の
分
野
の
専
門
性
が
強
い
講
義
（
専
門
講
義
群
）、
及
び
、
研
究
者
と
し
て

巣
立
つ
た
め
の
講
義
群
（
ｱﾄ
ﾞﾊ
ﾞﾝ
ｽ講
義
群
）
に
分
類
し
て
、
こ
れ
に
社
会
に
お
け
る
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用

実
例
や
社
会
受
容
に
お
け
る
課
題
を
講
義
す
る
ナ
ノ
テ
ク
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
特
論
（
必
修
、吹
田
・
豊
中
遠
隔
中
継
）、

同
社
会
受
容
特
論
Ａ
/Ｂ
、
お
よ
び
同
デ
ザ
イ
ン
特
論
Ａ
/Ｂ
（
選
択
科
目
、
吹
田
、
豊
中
、
中
之
島
遠
隔
中
継
）

を
加
え
て
、
全
学
の
学
生
に
対
し
て
履
修
を
推
奨
し
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
講
義
の
み
な
ら
ず
夏
期
集
中
で

部
局
横
断
的
な
演
習
、実
験
を
含
め
た
高
度
実
習
訓
練
（
約
20
課
題
）
を
行
う
こ
と
を
特
徴
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

科
学
技
術
の
国
際
化
に
向
け
て
、英
語
で
開
講
中
の「
国
際
ナ
ノ
理
工
学
特
論
Ａ
」に
加
え
て
、平
成
28
年
度
よ
り「
国

際
ナ
ノ
理
工
学
特
論
Ｂ
」
及
び
「
国
際
ナ
ノ
理
工
学
特
論
Ｃ
」
を
開
講
し
、
海
外
と
の
交
換
講
義
、
外
国
人
教
員
に

よ
る
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　
大
学
院
博
士
前
期
課
程
副
専
攻
の
高
度
学
際
教
育
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
以
下
の
６
つ
の
コ
ー
ス
を

平
成
28
年
度
に
実
施
し
ま
す
。

　
①
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
・
ナ
ノ
デ
バ
イ
ス
デ
ザ
イ
ン
学
　
　
②
ナ
ノ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
･
ナ
ノ
材
料
学

　
③
超
分
子
ナ
ノ
バ
イ
オ
プ
ロ
セ
ス
学
　
　
　
　
　
　
　
　
④
ナ
ノ
構
造
・
機
能
計
測
解
析
学

　
⑤
ナ
ノ
フ
ォ
ト
ニ
ク
ス
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
ナ
ノ
テ
ク
文
理
融
合
コ
ー
ス

履
修
資
格
・
条
件

特
に
な
し
。

前
提
知
識
の
要
否
・
目
安

一
般
に
、
理
工
系
の
学
部
レ
ベ
ル
の
知
識
を
必
要
と
し
ま
す
が
、
理
工
系
に
強
い
関
心
を
持
つ
文
系
出
身
者
向
け
に

は
、
ナ
ノ
テ
ク
技
術
活
用
を
広
く
見
渡
せ
る
、
⑥
ナ
ノ
テ
ク
文
理
融
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
準
備
さ
れ
て
お
り
、
理
系
専

門
科
目
を
必
ず
し
も
履
修
し
て
い
な
く
て
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
履
修
が
可
能
で
す
(「
修
了
要
件
」
参
照
)。

修
了
要
件

９
単
位

以
上

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
認
定
に
は
、
１
つ
の
コ
ー
ス
の
中
か
ら
講
義
科
目
８
単
位
（
う
ち
所
属
の
専
攻

ま
た
は
領
域
の
授
業
科
目
に
な
い
講
義
科
目
†
４
単
位
以
上
を
含
む
）、
お
よ
び
集
中
実
習
科
目
１

単
位
を
修
得
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
修
得
し
た
単
位
の
う
ち
最
低
４
単
位
は
、
所
属
研

究
科
の
修
了
に
直
接
関
わ
ら
な
い
単
位
と
し
て
修
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

文
系
出
身
者
向
け
「
ナ
ノ
テ
ク
文
理
融
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
つ
い
て
は
、
ナ
ノ
テ
ク
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
特
論
（
必
修
）、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
社
会
受
容
特
論
Ａ
/Ｂ
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
デ
ザ
イ
ン
特

論
Ａ
/Ｂ
、
科
学
技
術
移
転
論
の
講
義
科
目
の
中
か
ら
８
単
位
と
、
①
～
⑤
の
コ
ー
ス
の
中
か
ら
実

習
1
科
目
（
必
修
）
を
選
択
す
れ
ば
、
理
系
専
門
科
目
を
必
ず
し
も
履
修
し
な
く
て
も
プ
ロ
グ
ラ
ム

修
了
が
可
能
で
す
。

†
：「
ナ
ノ
テ
ク
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
特
論
」
(必
修
科
目
)、
「
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
社
会
受
容
特
論

Ａ
/Ｂ
」
(選
択
科
目
)、
「
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
デ
ザ
イ
ン
特
論
Ａ
/Ｂ
」
(選
択
科
目
)、
「
国
際
ナ

ノ
理
工
学
特
論
Ａ
/Ｂ
/Ｃ
」
(選
択
科
目
)を
含
み
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先
等

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
全
般
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、
ナ
ノ
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
務
局
へ
行
っ
て
下
さ
い
。
電
子
メ
ー
ル

の
際
に
は
、
必
ず
所
属
研
究
科
・
専
攻
・
研
究
室
名
、
履
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
名
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

ナ
ノ
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
務
局
：
豊
中
地
区
 文
理
融
合
型
研
究
棟
3
階
30
3
号
室

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：
na
no
-p
ro
gr
am
@
in
sd
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp
 T
EL
：
06
-6
85
0-
63
98

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
ht
tp
://
w
w
w
.si
gm
a.
es
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp
/p
ub
/n
an
o/
 内
線
(6
39
8)

説
明
会
の
日
程

■
ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
デ
ザ
イ
ン
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
説
明
会

【
吹
田
】
平
成
28
年
4
月
7
日
（
木
）
12
時
10
分
～
12
時
50
分
　
工
学
研
究
科
U2
-2
11
(U
棟
2
階
)

【
豊
中
】
平
成
28
年
4
月
11
日
（
月
）
12
時
10
分
～
12
時
50
分
　
基
礎
工
学
研
究
科
G5
09
（
G
棟
5
階
）

【
豊
中
】
平
成
28
年
4
月
14
日
（
木
）
12
時
10
分
～
12
時
50
分
　
理
学
研
究
科
G1
03
（
G
棟
1
階
　
塩
見
記
念
室
）

■
合
同
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
吹
田
）
平
成
28
年
4
月
8
日
（
金
）
11
時
30
分
～
13
時
30
分
　
産
学
連
携
本
部
C
棟
3
階
e-
sq
ua
re
さ
い
え
ん
す
工
房

（
豊
中
）
平
成
28
年
4
月
12
日
（
火
）
11
時
30
分
～
13
時
30
分
　
基
礎
工
学
国
際
棟
１
階
 セ
ミ
ナ
ー
室

特
記
事
項

・
２
年
目
以
降
履
修
の
場
合
に
は
、
ナ
ノ
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
務
局
へ
の
直
接
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
「
前
期
課

程
プ
ロ
グ
ラ
ム
履
修
申
請
書
」
を
事
務
局
へ
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
択

29
07
30

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
社
会
受
容
特
論
Ａ

　
2

不
開
講

(偶
数
年
開
講
)
基
礎
工
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）

１
科
目

選
択
必
修

29
07
34

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
社
会
受
容
特
論
Ｂ

　
2

集
中

（
奇
数
年
開
講
）
基
礎
工
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）

29
07
05

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
デ
ザ
イ
ン
特
論
Ａ

　
2

不
開
講

(偶
数
年
開
講
)
基
礎
工
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）

29
07
06

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
デ
ザ
イ
ン
特
論
Ｂ

　
2

集
中

（
奇
数
年
開
講
）
基
礎
工
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）

①
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
・
ナ
ノ
デ
バ
イ
ス
デ
ザ
イ
ン
学

全
３
科
目

29
05
93

ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
・
ナ
ノ
デ
バ
イ
ス
デ
ザ
イ
ン
A

4
　

通
年

基
礎
工
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）
　

29
05
94

ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
・
ナ
ノ
デ
バ
イ
ス
デ
ザ
イ
ン
B

4
　

通
年

基
礎
工
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）
　

24
12
56

ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
・
ナ
ノ
デ
バ
イ
ス
デ
ザ
イ
ン
学

1
通
年

理
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）
集
中
実
習

②
ナ
ノ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
･
ナ
ノ
材
料
学

全
３
科
目

29
07
00

ナ
ノ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
･
ナ
ノ
材
料
Ａ

4
　

通
年

基
礎
工
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）
　

29
07
01

ナ
ノ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
･
ナ
ノ
材
料
Ｂ

4
　

通
年

基
礎
工
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）
　

24
09
28

ナ
ノ
プ
ロ
セ
ス
・
物
性
・
デ
バ
イ
ス
学

1
通
年

理
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）
集
中
実
習

③
超
分
子
・
ナ
ノ
バ
イ
オ
学

全
３
科
目

29
07
02

超
分
子
ナ
ノ
バ
イ
オ
・
フ
ォ
ト
ニ
ク
ス
A

4
　

通
年

基
礎
工
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）
　

29
07
03

超
分
子
ナ
ノ
バ
イ
オ
・
フ
ォ
ト
ニ
ク
ス
B

4
　

通
年

基
礎
工
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）
　

24
09
29

超
分
子
ナ
ノ
バ
イ
オ
プ
ロ
セ
ス
学

1
通
年

理
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）
集
中
実
習

④
ナ
ノ
構
造
・
機
能
計
測
解
析
学

全
３
科
目

29
05
99

ナ
ノ
構
造
・
機
能
計
測
解
析
学
Ａ

4
　

通
年

基
礎
工
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）
　

29
06
00

ナ
ノ
構
造
・
機
能
計
測
解
析
学
Ｂ

4
　

通
年

基
礎
工
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）
　

24
09
30

ナ
ノ
構
造
・
機
能
計
測
解
析
学

　
1

通
年

理
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）
集
中
実
習

⑤
ナ
ノ
フ
ォ
ト
ニ
ク
ス
学

開
講
せ
ず

プ
ロ
グ
ラ
ム
名
称

ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
・
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
高
度
学
際
教
育
研
究
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
博
士
後
期
課
程
社
会
人
特
別
選
抜
）

【
略
称
：
ナ
ノ
高
度
学
際
教
育
研
究
訓
練
(後
期
課
程
社
会
人
)】

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
部
局

ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
デ
ザ
イ
ン
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

連
携
部
局

理
学
研
究
科
、
医
学
系
研
究
科
、
薬
学
研
究
科
、
工
学
研
究
科
、
基
礎
工
学
研
究
科
、
生
命
機
能
研
究
科
、
産
業
科

学
研
究
所
、
接
合
科
学
研
究
所
、
超
高
圧
電
子
顕
微
鏡
セ
ン
タ
ー
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
レ
ー

ザ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
研
究
セ
ン
タ
ー

履
修
対
象
者

博
士

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

及
び
教
育
目
標

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
】

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
将
来
の
研
究
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
ナ
ノ
関
連
の
複
数
分
野
の
最
新
科
学
技
術
を
選
択
的
に

導
入
し
統
合
す
る
能
力
と
見
識
の
涵
養
、
技
術
の
社
会
受
容
の
重
要
性
を
十
分
に
認
識
し
た
研
究
の
立
案
や
推
進
な

ど
の
研
究
統
括
能
力
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
・
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
関
係
に
現

在
従
事
し
て
い
る
か
、
将
来
従
事
し
た
い
と
考
え
て
い
る
社
会
人
特
別
選
抜
学
生
が
、
主
専
攻
以
外
に
付
加
価
値
と

し
て
ナ
ノ
テ
ク
の
深
化
や
多
様
化
に
つ
い
て
副
専
攻
的
に
受
講
す
る
こ
と
は
、
上
記
の
視
点
で
大
い
に
役
立
つ
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
社
会
人
Ｄ
Ｃ
の
場
合
、
遠
隔
地
勤
務
で
は
ス
ク
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
講
義
受
講
・
討
論
等

は
難
し
く
、
遠
隔
講
義
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
で
の
受
講
は
本
人
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に
も
繋
が

り
ま
す
。

【
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色
】

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
現
在
社
会
人
教
育
向
け
に
開
講
さ
れ
て
い
る
講
義
群
を
社
会
人
特
別
選
抜
学
生
に
も
開
放

し
、１
つ
の
コ
ー
ス
を
選
ん
で
遠
隔
受
講
を
許
可
し
、土
曜
集
中
講
座（
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
社
会
受
容
特
論
Ａ
/Ｂ
、

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
デ
ザ
イ
ン
特
論
Ａ
/Ｂ
）、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
実
習
(以
上
、
選
択
科
目
)も
合
わ
せ
て
聴
講
可
と

す
る
副
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
講
し
ま
す
。

以
下
の
コ
ー
ス
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
①
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
・
ナ
ノ
デ
バ
イ
ス
デ
ザ
イ
ン
学
　
　
②
ナ
ノ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
･
ナ
ノ
材
料
学
 

　
③
超
分
子
・
ナ
ノ
バ
イ
オ
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
ナ
ノ
構
造
・
機
能
計
測
解
析
学

　
⑤
ナ
ノ
フ
ォ
ト
ニ
ク
ス
学
(H
28
年
度
は
開
講
せ
ず
)

　
な
お
、
コ
ー
ス
横
断
型
の
テ
ー
ラ
ー
メ
ー
ド
コ
ー
ス
「
Ａ
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
ナ
ノ
理
工
学
」、
「
Ｂ
ナ
ノ
機
能
化

学
」
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
下
記
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

ht
tp
://
w
w
w
.si
gm
a.
es
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp
/p
ub
/n
an
o/
03
_b
os
yu
/fi 
le
/2
7s
ha
ka
iji
nS
yl
la
bu
s.p
df

（
１
つ
の
テ
ー
マ
に
基
づ
き
ス
１
～
４
の
基
本
コ
ー
ス
を
跨
い
で
講
義
の
構
成
を
再
編
し
て
い
る
た
め
、
構
成
科
目

表
に
は
記
載
し
て
い
ま
せ
ん
。）

履
修
資
格
・
条
件

博
士
後
期
課
程
に
在
学
す
る
社
会
人
特
別
選
抜
学
生
を
対
象
と
し
、
職
場
の
関
係
で
来
学
が
困
難
な
者
が
遠
隔
講
義

シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
に
て
ラ
イ
ブ
受
講
す
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

前
提
知
識
の
要
否
・
目
安

一
般
に
、
理
工
系
の
学
部
レ
ベ
ル
の
知
識
を
必
要
と
し
ま
す
。

修
了
要
件

10
単
位

以
上

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
了
認
定
に
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
の
①
～
④
の
コ
ー
ス
か
ら
１
つ
を
選
び
、
土
曜

集
中
講
座
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
集
中
実
習
を
含
め
て
１
０
単
位
以
上
を
修
得
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

な
お
、
修
得
し
た
単
位
の
う
ち
最
低
４
単
位
は
、
所
属
研
究
科
の
修
了
に
直
接
関
わ
ら
な
い
単
位
と
し

て
修
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先
等

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
全
般
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、
ナ
ノ
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
務
局
へ
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
電
子
メ
ー

ル
の
際
に
は
、
必
ず
所
属
研
究
科
・
専
攻
・
研
究
室
名
、
履
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
名
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

ナ
ノ
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
務
局
：
豊
中
地
区
 文
理
融
合
型
研
究
棟
3
階
30
3
号
室

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：
na
no
-p
ro
gr
am
@
in
sd
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp
 T
EL
：
06
-6
85
0-
63
98

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
ht
tp
://
w
w
w
.si
gm
a.
es
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp
/p
ub
/n
an
o/
 内
線
(6
39
8)

説
明
会
の
日
程

下
記
日
時
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
が
、
4
月
1
日
の
履
修
指
導
に
引
き
続
く
特
別
講
義
か
ら
開
始
の
た
め
、
事
前

の
説
明
会
は
行
い
ま
せ
ん
。
随
時
ナ
ノ
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
務
局
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
講
義
内
容
等
は
、
ナ
ノ

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
社
会
人
教
育
の
項
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

■
社
会
人
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｈ
27
年
度
開
講
式
（
履
修
指
導
）
及
び
特
別
講
義

平
成
28
年
4
月
1
日
（
金
）
18
：
00
～
21
：
00
　
大
阪
大
学
中
之
島
セ
ン
タ
ー
10
Ｆ
　
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル

■
合
同
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
吹
田
）
平
成
28
年
4
月
8
日
（
金
）
11
時
30
分
～
13
時
30
分
　
産
学
連
携
本
部
C
棟
3
階
e-
sq
ua
re
さ
い
え
ん
す
工
房

（
豊
中
）
平
成
28
年
4
月
12
日
（
火
）
11
時
30
分
～
13
時
30
分
　
基
礎
工
学
国
際
棟
１
階
 セ
ミ
ナ
ー
室

特
記
事
項

・
い
ず
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
、
所
属
研
究
科
の
博
士
研
修
（
主
専
攻
）
と
は
別
に
副
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
付
加
的
に

受
講
す
る
も
の
で
す
の
で
、
十
分
な
意
欲
が
必
要
で
あ
り
、
現
在
博
士
後
期
課
程
１
、
２
年
に
在
学
中
が
最
も
ふ

さ
わ
し
い
時
期
と
言
え
ま
す
。
希
望
者
は
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
趣
旨
と
テ
ー
マ
内
容
の
概
要
を
参
考
に
し
て
、
説
明

会
開
催
時
期
、
課
題
内
容
、
履
修
条
件
な
ど
の
詳
細
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
必
ず
確
認
の
上
、
説
明
会
で
の
指
示

に
従
っ
て
主
専
攻
の
指
導
教
員
の
許
可
を
得
て
、
添
付
の
履
修
申
請
書
（
後
期
課
程
用
）
を
ナ
ノ
プ
ロ
グ
ラ
ム
事

務
局
へ
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
択

29
07
30

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
社
会
受
容
特
論
Ａ

　
2

不
開
講

(偶
数
年
開
講
)
基
礎
工
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）

Ａ
ま
た
は
Ｂ
を

選
択
必
修

29
07
34

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
社
会
受
容
特
論
Ｂ

　
2

集
中

（
奇
数
年
開
講
）
基
礎
工
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）

29
07
05

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
デ
ザ
イ
ン
特
論
Ａ

　
2

不
開
講

(偶
数
年
開
講
)
基
礎
工
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）

Ａ
ま
た
は
Ｂ
を

選
択
必
修

29
07
06

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
デ
ザ
イ
ン
特
論
Ｂ

　
2

集
中

（
奇
数
年
開
講
）
基
礎
工
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）

29
07
35

国
際
ナ
ノ
理
工
学
特
論
Ａ

　
1

集
中

基
礎
工
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）

29
07
40

国
際
ナ
ノ
理
工
学
特
論
Ｂ

　
1

集
中

基
礎
工
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）

29
07
41

国
際
ナ
ノ
理
工
学
特
論
Ｃ

　
1

集
中

基
礎
工
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）

24
13
25

産
学
リ
エ
ゾ
ン
Ｐ
Ａ
Ｌ
教
育
研
究
訓
練

　
5

通
年

理
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）

い
ず
れ
か

１
科
目
を
選
択

24
13
26

高
度
学
際
萌
芽
研
究
訓
練

　
5

通
年

理
学
研
究
科

（
専
攻
・
領
域
外
科
目
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
名
称

ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
・
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
高
度
学
際
教
育
研
究
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
(博
士
後
期
課
程
教
育
研
究
訓
練

プ
ロ
グ
ラ
ム
)【
略
称
：
ナ
ノ
高
度
学
際
教
育
研
究
訓
練
(後
期
課
程
)】

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
部
局

ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
デ
ザ
イ
ン
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

連
携
部
局

理
学
研
究
科
、
医
学
系
研
究
科
、
薬
学
研
究
科
、
工
学
研
究
科
、
基
礎
工
学
研
究
科
、
生
命
機
能
研
究
科
、
産
業
科

学
研
究
所
、
接
合
科
学
研
究
所
、
超
高
圧
電
子
顕
微
鏡
セ
ン
タ
ー
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
レ
ー

ザ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
研
究
セ
ン
タ
ー

履
修
対
象
者

博
士

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

及
び
教
育
目
標

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
】

　
所
属
研
究
科
の
博
士
研
修
（
主
専
攻
）
と
は
別
に
副
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
付
加
的
に
受
講
す
る
教
育
研
究
訓
練
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
、
主
専
攻
の
研
究
以
外
に
複
眼
的
に
幅
広
く
企
業
の
研
究
開
発
手
法
を
経
験
し
た
り
、
異
分
野
の
研
究

を
経
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
博
士
人
材
と
し
て
必
要
な
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色
】

　
将
来
、
ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
・
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
分
野
の
教
育
研
究
開
発
に
携
わ
る
場
合
に
不
可
欠
な
知
識
を

身
に
つ
け
る
た
め
に
、講
義
と
討
論
か
ら
な
る
土
曜
集
中
講
義
「
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
社
会
受
容
特
論
Ａ
/Ｂ
」（
１

科
目
選
択
必
修
）、
「
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
デ
ザ
イ
ン
特
論
Ａ
/Ｂ
」（
１
科
目
選
択
必
修
）
を
修
得
す
る
と
同
時
に
、

以
下
の
２
種
類
の
コ
ー
ス
（
１
年
間
に
わ
た
る
週
1
回
の
教
育
研
究
訓
練
）
の
い
ず
れ
か
を
選
択
し
て
履
修
し
ま
す
。

ま
た
、
科
学
技
術
の
国
際
化
に
向
け
て
、
英
語
で
開
講
中
の
「
国
際
ナ
ノ
理
工
学
特
論
Ａ
」
に
加
え
て
、
平
成
28

年
度
よ
り
「
国
際
ナ
ノ
理
工
学
特
論
Ｂ
」
及
び
「
国
際
ナ
ノ
理
工
学
特
論
Ｃ
」
を
開
講
し
、
海
外
と
の
交
換
講
義
、

外
国
人
教
員
に
よ
る
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

１
．「
産
学
リ
エ
ゾ
ン
Ｐ
Ａ
Ｌ
教
育
研
究
訓
練
」

　
産
学
リ
エ
ゾ
ン
Ｐ
Ａ
Ｌ
教
育
研
究
訓
練
は
、
１
週
間
に
１
回
程
度
（
集
中
の
場
合
も
あ
り
）
の
割
で
企
業
併
任
特

任
教
授
と
学
内
教
員
の
共
同
指
導
の
下
に
、
企
画
討
論
、
研
究
実
施
、
中
間
報
告
、
企
業
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、

企
業
の
若
手
研
究
者
と
の
交
流
等
を
経
て
、
最
終
報
告
書
作
成
に
至
る
１
年
間
の
長
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
次
段
階

の
研
究
訓
練
で
は
、
よ
り
企
業
と
の
共
同
研
究
的
色
彩
が
強
く
な
り
ま
す
。

２
．「
高
度
学
際
萌
芽
研
究
訓
練
」

　
高
度
学
際
萌
芽
研
究
訓
練
は
、
１
週
間
に
１
回
程
度
（
集
中
実
施
の
場
合
も
あ
り
）
の
割
で
学
内
教
員
の
指
導
の

下
に
、
異
分
野
の
大
学
院
生
が
ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
に
集
ま
っ
て
、
企
画
討
論
、
研
究
実
施
、
中
間
報

告
等
を
経
て
、
最
終
報
告
書
作
成
に
至
る
１
年
間
の
長
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

履
修
資
格
・
条
件

特
に
な
し
。

前
提
知
識
の
要
否
・
目
安

一
般
に
、
理
工
系
の
学
部
レ
ベ
ル
の
知
識
を
必
要
と
し
ま
す
。

修
了
要
件

８
単
位

以
上

「
産
学
リ
エ
ゾ
ン
Ｐ
Ａ
Ｌ
教
育
研
究
訓
練
」
(５
単
位
)あ
る
い
は
「
高
度
学
際
萌
芽
研
究
訓
練
」

(５
単
位
)の
い
ず
れ
か
を
選
択
し
、同
時
に「
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
社
会
受
容
特
論
Ａ
/Ｂ
」（
２
単
位
：

い
ず
れ
か
1
科
目
必
修
），
「
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
デ
ザ
イ
ン
特
論
Ａ
/Ｂ
」（
２
単
位
：
い
ず
れ
か

1
科
目
必
修
）
を
組
み
合
わ
せ
て
、
9
単
位
以
上
を
修
得
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先
等

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
全
般
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、
ナ
ノ
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
務
局
へ
行
っ
て
下
さ
い
。
電
子
メ
ー
ル

の
際
に
は
、
必
ず
所
属
研
究
科
・
専
攻
・
研
究
室
名
、
履
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
名
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

ナ
ノ
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
務
局
：
豊
中
地
区
 文
理
融
合
型
研
究
棟
3
階
30
3
号
室

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：
na
no
-p
ro
gr
am
@
in
sd
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp
 T
EL
：
06
-6
85
0-
63
98

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
ht
tp
://
w
w
w
.si
gm
a.
es
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp
/p
ub
/n
an
o/
 内
線
(6
39
8)

説
明
会
の
日
程

■
合
同
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
吹
田
）
平
成
28
年
4
月
8
日
（
金
）
11
時
30
分
～
13
時
30
分
　
産
学
連
携
本
部
C
棟
3
階
e-
sq
ua
re
さ
い
え
ん
す
工
房

（
豊
中
）
平
成
28
年
4
月
12
日
（
火
）
11
時
30
分
～
13
時
30
分
　
基
礎
工
学
国
際
棟
１
階
 セ
ミ
ナ
ー
室

上
記
と
は
別
に
テ
ー
マ
説
明
会
を
開
催
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
上
記
ナ
ノ
プ
ロ
グ
ラ
ム
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
。

特
記
事
項

・
い
ず
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
、
所
属
研
究
科
の
博
士
研
修
（
主
専
攻
）
と
は
別
に
副
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
付
加
的
に

受
講
す
る
も
の
で
す
の
で
、
十
分
な
意
欲
が
必
要
で
あ
り
、
現
在
博
士
後
期
課
程
１
、
２
年
に
在
学
中
が
最
も
ふ

さ
わ
し
い
時
期
と
言
え
ま
す
。
希
望
者
は
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
趣
旨
と
テ
ー
マ
内
容
の
概
要
を
参
考
に
し
て
、
説
明

会
開
催
時
期
、
課
題
内
容
、
履
修
条
件
な
ど
の
詳
細
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
必
ず
確
認
の
上
、
説
明
会
で
の
指
示

に
従
っ
て
主
専
攻
の
指
導
教
員
の
許
可
を
得
て
、
添
付
の
履
修
申
請
書
（
後
期
課
程
用
）
を
ナ
ノ
プ
ロ
グ
ラ
ム
事

務
局
へ
直
接
提
出
し
て
下
さ
い
。

・
複
数
年
度
に
ま
た
が
る
履
修
を
認
め
ま
す
。
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構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
択

22
13
45

特
許
法
１

　
4

1
学
期

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

22
13
51

意
匠
法
１

　
2

1
学
期

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

22
13
53

商
標
法
１

　
2

1
学
期

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

22
13
58

不
正
競
争
防
止
法

　
2

1
学
期

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

22
04
88

著
作
権
法
概
論

　
2

1
学
期

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

22
13
59

産
業
財
産
権
法
特
論

　
2

1
学
期

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

22
04
82

産
業
財
産
権
法
基
盤

　
2

1
学
期

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

夏
期
集
中

22
13
55

産
業
財
産
権
関
係
条
約
１

　
2

2
学
期

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

22
13
60

産
業
財
産
権
法
分
析
１

　
2

2
学
期

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

22
05
09

知
的
財
産
経
営

　
2

2
学
期

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

22
05
08

著
作
権
法
分
析

　
2

2
学
期

法
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

後
期
集
中

※
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
科
目
は
、「
産
業
財
産
権
法
基
盤
」
及
び
「
著
作
権
法
分
析
」
を
除
き
、
大
阪
大
学
中
之
島
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

　
平
日
夜
間
に
開
講
さ
れ
ま
す
。
豊
中
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
開
講
さ
れ
ま
せ
ん
。「
産
業
財
産
権
法
基
盤
」
は
、
夏
休
み
の
土
曜
日
に

　
集
中
的
に
開
講
さ
れ
ま
す
。「
著
作
権
法
分
析
」
は
、
2
学
期
の
土
曜
日
に
集
中
的
に
開
講
さ
れ
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
名
称

知
的
財
産
法
を
修
得
し
た
人
材
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
部
局

知
的
財
産
セ
ン
タ
ー

連
携
部
局

法
学
研
究
科

履
修
対
象
者

修
士
　
・
　
博
士

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

及
び
教
育
目
標

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
】

　「
知
的
財
産
立
国
」
が
国
家
目
標
と
さ
れ
て
い
る
現
在
、
日
々
生
み
出
さ
れ
る
知
的
財
産
を
活
用
・
発
展
さ
せ
る

こ
と
の
で
き
る
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
理
系
・
文
系
を
問
わ
ず
、
様
々
な
領

域
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
大
学
院
生
に
対
し
て
知
的
財
産
法
の
高
度
な
教
育
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
知
的
財
産

法
に
関
す
る
知
識
・
理
解
を
社
会
の
発
展
に
役
立
つ
よ
う
に
駆
使
す
る
こ
と
の
で
き
る
各
分
野
に
お
け
る
専
門
家
を

育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

【
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色
】

　
具
体
的
に
は
、
以
下
の
科
目
を
開
講
し
ま
す
。

　
・「
特
許
法
１
」　
　
　
　
　
　
　（
４
単
位
）　
・「
意
匠
法
１
」　
　
　
　
　
　（
２
単
位
）　

　
・「
商
標
法
１
」　
　
　
　
　
　
　（
２
単
位
）　
・「
不
正
競
争
防
止
法
」　
　
　（
２
単
位
）

　
・「
著
作
権
法
概
論
」　
　
　
　
　（
２
単
位
）　
・「
著
作
権
法
分
析
」　
　
　
　（
２
単
位
）

　
・「
産
業
財
産
権
法
特
論
」　
　
　（
２
単
位
）　
・「
産
業
財
産
権
法
基
盤
」　
　（
２
単
位
）

　
・「
産
業
財
産
権
関
係
条
約
１
」　
（
２
単
位
）　
・「
産
業
財
産
権
法
分
析
１
」　
（
２
単
位
）

　
修
了
要
件
単
位
数
は
８
単
位
以
上
で
す
。

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
科
目
は
、「
産
業
財
産
権
法
基
盤
」、
「
著
作
権
法
分
析
」
を
除
き
、
大
阪
大
学
中
之
島
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
平
日
夜
間
に
開
講
さ
れ
ま
す
。「
産
業
財
産
権
法
基
盤
」
は
、
夏
休
み
の
土
曜
日
に
、「
著
作
権
法
分
析
」

は
後
期
の
指
定
す
る
土
曜
日
１
～
５
限
、
集
中
的
に
開
講
さ
れ
ま
す
。

履
修
資
格
・
条
件

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
科
目
は
、
基
本
的
に
双
方
向
的
な
授
業
方
法
で
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
各
回
の
授
業
に
つ
い
て
、
受

講
生
は
予
習
・
復
習
を
各
２
時
間
程
度
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
成
績
は
、
平
常
点
２
割
、
期
末
試
験
（
筆
記

試
験
）
８
割
で
評
価
し
ま
す
が
（
た
だ
し
、
演
習
科
目
で
あ
る
「
産
業
財
産
権
法
特
論
」
及
び
「
産
業
財
産
権
法
分

析
１
」
に
つ
い
て
は
、平
常
点
４
割
、期
末
試
験
６
割
で
評
価
し
ま
す
）、
欠
席
に
関
し
て
は
、理
由
の
如
何
を
問
わ
ず
、

欠
席
回
数
が
４
回
（「
特
許
法
１
」
に
つ
い
て
は
、
８
回
）
を
超
え
る
場
合
は
不
合
格
と
し
ま
す
。
ま
た
、
遅
刻
に

関
し
て
は
、
３
回
の
遅
刻
で
１
回
の
欠
席
と
し
て
扱
い
、
１
５
分
以
上
の
遅
刻
は
欠
席
と
し
て
取
り
扱
い
ま
す
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
科
目
の
う
ち
、「
産
業
財
産
権
法
基
盤
」、
「
産
業
財
産
権
関
係
条
約
１
」
及
び
「
産
業
財
産
権
法

分
析
１
」
は
、「
特
許
法
１
」、
「
意
匠
法
１
」
及
び
「
商
標
法
１
」
を
履
修
済
み
で
あ
る
こ
と
、「
著
作
権
法
分
析
」

は
「
著
作
権
法
概
論
」
を
履
修
済
み
で
あ
る
こ
と
を
履
修
資
格
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
履
修
資
格
等
に
つ
い
て

は
、
KO
AN
の
シ
ラ
バ
ス
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

前
提
知
識
の
要
否
・
目
安

授
業
は
、
受
講
生
が
知
的
財
産
法
の
基
礎
的
な
知
識
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
進
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
本
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
し
よ
う
と
す
る
方
は
、
事
前
に
、
知
的
財
産
法
の
基
礎
的
な
知
識
を
取
得
し
て
お
く
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
た
と
え
ば
、
知
的
財
産
法
の
教
科
書
を
少
な
く
も
1
冊
は
読
ん
で
お
い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
各
回
の
授
業

に
つ
い
て
、
受
講
生
は
予
習
・
復
習
を
各
２
時
間
程
度
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
　

修
了
要
件

８
単
位

以
上

対
象
科
目
か
ら
、
８
単
位
以
上
を
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先
等

大
阪
大
学
知
的
財
産
セ
ン
タ
ー
（
　
陳
　
思
勤
）

E-
M
AI
L　
  c
he
ns
iq
in
@
ip
ris
m
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp

説
明
会
の
日
程

■
知
的
財
産
セ
ン
タ
ー
の
単
独
説
明
会

平
成
28
年
４
月
１
日
（
金
）
２
０
時
３
０
分
～
（
時
間
厳
守
）

大
阪
大
学
中
之
島
セ
ン
タ
ー
講
義
室
20
1（
２
階
）

■
合
同
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
吹
田
）
平
成
２
８
年
４
月
８
日
（
金
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分
　
産
学
連
携
本
部
C
棟
３
階
 e
-sq
ua
re
さ
い
え
ん
す
工
房

（
豊
中
）
平
成
２
８
年
４
月
１
２
日
（
火
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分
　
基
礎
工
学
国
際
棟
１
階
 セ
ミ
ナ
ー
室

特
記
事
項

＊
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
全
て
の
科
目
に
つ
い
て
、
受
講
人
数
の
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
KO
AN
登
録

の
前
に
、
担
当
教
員
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
科
目
の
内
容
は
、
KO
AN
の
シ
ラ
バ
ス
と
各
科
目
の
第
1
回
目
の
授
業
時
に
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
科
目
を
履
修
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
第
1
回
目

の
授
業
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
科
目
を
、
や
む
を
得
な
い
事
情
（
例
え
ば
、
同
じ
時
間
帯
に
他
の
科
目
を
履
修
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
）
に
よ
り
履
修
で
き
な
い
場
合
に
は
、
豊
中
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
受
講
を
認
め
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

（
た
だ
し
、
豊
中
キ
ャ
ン
パ
ス
で
「
特
許
法
１
」
を
受
講
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。）
。
そ
の
際
は
、
速
や
か
に

担
当
教
員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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プ
ロ
グ
ラ
ム
名
称

実
学
主
義
　
～
企
業
の
視
点
か
ら
科
学
す
る
～

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
部
局

産
学
連
携
本
部

連
携
部
局

全
学
教
育
推
進
機
構
、
理
学
研
究
科
、
工
学
研
究
科
、
基
礎
工
学
研
究
科
、
国
際
公
共
政
策
研
究
科
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
・
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｄ
）

履
修
対
象
者

修
士
　
・
　
博
士

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

及
び
教
育
目
標

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
】

　
実
学
主
義
は
、
企
業
と
大
学
が
協
働
し
て
、
主
と
し
て
実
践
型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
講
座
で
す
。

こ
の
講
座
で
は
、
実
学
の
現
場
に
重
点
を
置
き
、
大
学
で
学
ぶ
理
論
が
社
会
の
中
で
ど
の
よ
う
に
利
用
さ

れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
実
際
に
社
会
で
利
用
す
る
上
で
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
追
及
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
、

と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
実
践
の
中
で
理
解
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色
】

　
各
科
目
を
通
じ
て
、
複
数
の
企
業
に
参
加
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
の
視
点
で
ど
の
よ
う
に
製
品

開
発
が
成
さ
れ
て
い
る
の
か
実
体
験
し
て
も
ら
い
、
大
学
院
生
に
幅
広
い
分
野
の
製
品
に
関
わ
る
素
養
の

獲
得
と
、
実
社
会
に
通
用
す
る
高
度
な
専
門
性
の
習
得
と
そ
の
活
か
し
方
を
学
ぶ
契
機
と
し
ま
す
。

履
修
資
格
・
条
件

一
部
理
系
大
学
院
生
対
象
の
授
業
が
あ
り
ま
す
。

前
提
知
識
の
要
否
・
目
安
特
に
な
し

修
了
要
件

８
単
位
以
上

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先
等

産
学
連
携
本
部
　
e-
sq
ua
re
 ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ht
tp
://
e2
ha
nd
ai
.jp
/s
ch
oo
l/p
ro
gr
am
1/
s1
_a
bo
ut

説
明
会
の
日
程

■
合
同
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
吹
田
）
平
成
２
８
年
４
月
 ８
日
（
金
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
産
学
連
携
本
部
C
棟
３
階
 e
-s
qu
ar
e
さ
い
え
ん
す
工
房

（
豊
中
）
平
成
２
８
年
４
月
１
２
日
（
火
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
基
礎
工
学
国
際
棟
１
階
 セ
ミ
ナ
ー
室

特
記
事
項

実
習
場
の
都
合
に
よ
る
人
数
制
限
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
実
習
を
行
い
ま
す
の
で
、
学
生
教
育
研
究

災
害
障
害
保
険
に
加
入
は
必
須
で
す
。
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
う
予
定
で
す
。

構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
択

28
10
27

レ
ー
ザ
ー
分
光
学

　
2

2
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

24
14
20

先
端
機
器
制
御
学

　
2

集
中

理
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

28
06
97

時
空
間
フ
ォ
ト
ニ
ク
ス

　
2

1
学
期

工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）

　

29
07
12

高
度
な
学
び
の
職
業
へ
の
接
続
を
考
え
る

　
2

集
中

基
礎
工
学
研
究
科
（
博
士
前
期
）
　

C
50
30
1
製
品
企
画
　
発
想
の
源
を
探
る

　
2

集
中

全
学
教
育
推
進
機
構

（
産
学
連
携
本
部
）（
院
）

　

C
50
30
2
製
品
開
発
　
ニ
ー
ズ
調
査
と
発
想
法
を
学
ぶ

　
2

集
中

全
学
教
育
推
進
機
構

（
産
学
連
携
本
部
）（
院
）

　

C
50
30
3
製
品
開
発
　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と
制
御
を
学
ぶ

　
2

集
中

全
学
教
育
推
進
機
構

（
産
学
連
携
本
部
）（
院
）

　

C
50
30
4
製
品
開
発
　
先
端
技
術
開
発
現
場
体
験

　
2

集
中

全
学
教
育
推
進
機
構

（
産
学
連
携
本
部
）（
院
）

　

C
50
30
5
製
品
評
価
　
測
る
こ
と
で
見
え
る
製
品
ア
イ
デ
ア
へ
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

　
2

集
中

全
学
教
育
推
進
機
構

（
産
学
連
携
本
部
）（
院
）

　

C
50
30
6
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　
2

不
開
講

全
学
教
育
推
進
機
構

（
産
学
連
携
本
部
）（
院
）

　

C
50
30
7
製
品
開
発
　
商
品
ア
イ
デ
ア
を
練
る

　
2

集
中

全
学
教
育
推
進
機
構

（
産
学
連
携
本
部
）（
院
）

　



60

プ
ロ
グ
ラ
ム
名
称

大
阪
大
学
未
来
の
大
学
教
員
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
部
局

全
学
教
育
推
進
機
構

連
携
部
局

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
（
CS
CD
）

履
修
対
象
者

修
士
　
・
　
博
士

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

及
び
教
育
目
標

将
来
大
学
教
員
を
目
指
す
大
学
院
生
の
皆
さ
ん
、
教
育
力
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
十
分
で
す
か
？

研
究
科
の
枠
を
超
え
た
、「
教
育
」
で
つ
な
が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
ま
せ
ん
か
？

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
】

　
今
、
大
学
教
員
に
は
、
研
究
力
は
も
ち
ろ
ん
、
教
育
力
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
採
用
に
あ
た
っ
て
は
、

シ
ラ
バ
ス
の
提
示
が
求
め
ら
れ
た
り
、
模
擬
授
業
を
課
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
も
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

「
大
阪
大
学
未
来
の
大
学
教
員
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
大
学
教
員
と
し
て
教
え
る
た
め
の
知
識
や
技
術
、

公
募
書
類
の
書
き
方
、
模
擬
授
業
の
方
法
、
応
用
的
な
教
育
技
法
を
理
論
に
基
づ
き
な
が
ら
、
実
践
的
に

学
び
ま
す
。
大
学
教
員
志
望
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
企
業
や
研
究
所
で
の
人
材
育
成
や
能
力
開
発
に
関
心
が

あ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
大
学
院
生
が
履
修
で
き
ま
す
の
で
、
研
究
科
の
枠
を
超
え
て
様
々

な
方
と
交
流
し
て
く
だ
さ
い
。

【
教
育
目
標
】

＜
知
識
＞
大
学
生
を
教
え
る
上
で
必
要
な
教
育
・
学
習
理
論
な
ら
び
に
教
育
実
践
に
関
わ
る
基
本
的
な
知

識
を
習
得
し
て
い
る
。

＜
技
能
＞
わ
か
り
や
す
く
、
記
憶
に
残
り
、
動
機
を
高
め
続
け
る
授
業
や
文
章
指
導
が
で
き
る
。

＜
態
度
＞
学
生
の
深
く
て
積
極
的
な
学
び
に
強
く
関
心
を
持
ち
、
そ
れ
を
促
そ
う
と
す
る
強
い
意
欲
を
持
っ

て
い
る
。

【
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色
】

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
以
下
の
 3
つ
の
必
修
科
目
と
4
つ
の
選
択
科
目
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
①
【
必
修
】
大
学
授
業
開
発
論
Ⅰ
（
授
業
デ
ザ
イ
ン
と
基
本
的
な
教
育
技
法
に
関
わ
る
学
習
と
技
能

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

　
②
【
必
修
】
大
学
授
業
開
発
論
Ⅱ
（
教
育
・
学
習
の
理
論
、
応
用
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
授
業
実
習
、

授
業
参
観
）

　
③
【
必
修
】
大
学
授
業
開
発
論
Ⅲ
（
教
育
と
研
究
の
統
合
－
So
TL
の
実
践
－
）

　
④
【
選
択
】
学
術
的
文
章
の
作
法
と
そ
の
指
導
（
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
指
導
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

　
⑤
【
選
択
】
現
代
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
特
論
（
大
学
院
生
向
け
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
方
法
と
実
践
）

　
⑥
【
選
択
】
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
い
ろ
は
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る

基
礎
的
な
学
習
）

　
⑦
【
選
択
】
文
理
融
合
創
造
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
芸
術
そ
の
も
の
を
生
活
の
中
に
生
か
す
た
め
の
習
慣
づ
け
と

実
践
）

履
修
資
格
・
条
件

特
に
な
し

前
提
知
識
の
要
否
・
目
安
不
要

修
了
要
件

８
単
位
以
上

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先
等

プ
ロ
グ
ラ
ム
詳
細
と
 W
eb
 エ
ン
ト
リ
ー
は
こ
ち
ら
→
　
ht
tp
://
w
w
w
.tl
sc
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp
/ff
 p
  

問
い
合
わ
せ
先
：
 o
ffi  
ce
@
tls
c.
os
ak
a-
u.
ac
.jp
（
阪
大
 F
FP
 担
当
）

説
明
会
の
日
程

■
合
同
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
吹
田
）
平
成
２
８
年
４
月
 ８
日
（
金
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
産
学
連
携
本
部
C
棟
３
階
 e
-s
qu
ar
e
さ
い
え
ん
す
工
房

（
豊
中
）
平
成
２
８
年
４
月
１
２
日
（
火
）
１
１
時
３
０
分
～
１
３
時
３
０
分

　
　
　
基
礎
工
学
国
際
棟
１
階
 セ
ミ
ナ
ー
室

特
記
事
項

事
前
に
必
ず
W
eb
 サ
イ
ト
(h
tt
p:
//
w
w
w
.tl
sc
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp
/ff
 p
)で
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細
を
確
認
し
た

上
で
、
W
eb
エ
ン
ト
リ
ー
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
人
数
が
定
員
を
超
え
た
場
合
、
エ
ン
ト
リ
ー
内
容
を

も
と
に
選
抜
を
行
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

構
成
科
目

時
間
割

コ
ー
ド

授
業
科
目
名

単
位
数

開
講
学
期

開
講
部
局
（
課
程
）

備
考

必
修
選
択

C
50
40
1

C
50
40
2
大
学
授
業
開
発
論
Ⅰ

2
　

1
学
期

2
学
期

全
学
教
育
推
進
機
構
（
院
）

　

C
50
40
3

C
50
40
4
大
学
授
業
開
発
論
Ⅱ

2
　

1
学
期

2
学
期

全
学
教
育
推
進
機
構
（
院
）

　

C
50
40
5
大
学
授
業
開
発
論
Ⅲ

2
　

2
学
期

全
学
教
育
推
進
機
構
（
院
）

　

C
50
10
4
学
術
的
文
章
の
作
法
と
そ
の
指
導

　
2

2
学
期

全
学
教
育
推
進
機
構
（
院
）

　

C
50
40
6
現
代
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
特
論

　
2

1
学
期

全
学
教
育
推
進
機
構
（
院
）

　

36
01
39

36
02
32

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
い
ろ
は

　
2

1
学
期

2
学
期

CS
CD
（
院
）

　

36
03
02

36
02
18

文
理
融
合
創
造
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

　
4

1
学
期

2
学
期

CS
CD
（
院
）
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学際融合教育科目について

　平成 25 年度から、本学における学際融合教育（研究科等の枠にとらわれない、複眼的視野を養うための
教育）のより一層の充実を目指して、大学院横断教育科目（※）の新たな科目区分として「学際融合教育科目」
を設置しています。
　学際融合教育科目は、文系の学生でも理系の学生でも受講しやすい科目です。副専攻プログラムや高度
副プログラムを受講していなくても、「知のジムナスティックス（高度教養プログラム）」として全学の大
学院生に提供していますので、興味のある方は是非履修してみてください。

※大学院横断教育科目の既存の科目区分としては、コミュニケーションデザイン科目（コミュニケーション教育及び
高度教養教育に関する授業科目）とグローバルコラボレーション科目（真の国際性を備えた人材養成のための教育
に関する授業科目）があります。詳細については、それぞれのシラバスを参照してください。

【平成 28 年度学際融合教育科目一覧】

時間割
コード

授業科目名 単位数
開講
学期

曜日 /
時限

構成科目に含む
プログラム

実施組織

C50101 学際科目（国際ビジネスと標準化） ２ １学期 集中
高度副「国際標準化」
Ｐ３８

全学教育推進
機構

C50102
学際科目（高度な学びの意味を考
える）

２ １学期 集中

C50103 日本の進路をデザインする ２ １学期 集中
高度副「持続可能な日本
の進路を考える」Ｐ２６

C50104 学術的文章の作法とその指導 ２ ２学期 木３

高度副「大阪大学未来の
大学教員養成プログラム」
Ｐ６０

C50401
C50402

大学授業開発論Ⅰ（※） ２
１学期
２学期

木
６、７
集中

C50403
C50404

大学授業開発論Ⅱ（※） ２
１学期
２学期

集中

C50405 大学授業開発論Ⅲ ２ ２学期 集中

C50406 現代キャリアデザイン特論 ２ １学期 集中

C50601 データマイニングの基礎と実践 ２ １学期 集中
産業科学
研究所

C50501
上級専門日本語（アカデミック・
コミュニケーション）A

２ １学期 火４

国際教育交流
センター

C50502
上級専門日本語（アカデミック・
コミュニケーション）B

２ ２学期 火４

C50503
上級専門日本語（アカデミック・
プレゼンテーション）A

２ １学期 水４

C50504
上級専門日本語（アカデミック・
プレゼンテーション）B

２ ２学期 水４

C50505
上級専門日本語（アカデミック・
リーディング）A

２ １学期 月５
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時間割
コード

授業科目名 単位数
開講
学期

曜日 /
時限

構成科目に含む
プログラム

実施組織

C50506
上級専門日本語（アカデミック・
リーディング）B

２ ２学期 月５

国際教育交流
センター

C50507
上級専門日本語（アカデミック・
ライティング）A

２ １学期 火５

C50508
上級専門日本語（アカデミック・
ライティング）B

２ ２学期 火５

C50509
キャリアデザインとビジネス・
コミュニケーション

２ １学期 木４

C50701
実践ミュージアムコミュニケー
ション学

２ １学期 集中
総合学術
博物館

C50301
製品企画：発想の源を探る～現場
担当者によるトークリレー

２ 通年 集中

高度副「実学主義　～企
業の視点から科学する～」
Ｐ５９

産学連携本部

C50302
製品開発：ニーズ調査と発想法を
学ぶ

２ １学期 集中

C50303
製品開発：プログラミングと制御
を学ぶ

２ １学期 集中

C50304 製品開発：先端技術開発現場体験 ２ ２学期 集中

C50307 製品開発：商品アイデアを練る ２ １学期 集中

C50305
製品評価：測ることで見える製品
アイデアへのフィードバック

２ 通年 集中

C50306
ソーシャル・イノベーション：社
会ニーズを世界で学ぶ

２ 不開講 集中

※大学授業開発論Ⅰ、Ⅱについては、同一内容の講義を１学期、２学期それぞれで開講します。
※各研究科での学際融合教育科目の取り扱いについて
　学際融合教育科目の単位認定についての取り扱いは、研究科によって対応が異なります。修了要件としての選択科
目や他研究科科目等のように単位認定される研究科と、修了要件には含まないとする研究科がありますので、修了要
件に算入できるかどうかについては、事前に指導教員や所属研究科の教務担当窓口に確認してください。








